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　深い、深い眠りの中で、若く美しい皇太子は夢を見ていた。

　幼おさない弟と二人、霧きり深ぶかい森の中を歩いている。どうやら迷まい子ごになったらしい。弟は皇太子の腕をしっかり摑つかみ、離れまいと必死だ。

『ことことと、ことことと、一晩中煮るがいい。

　ちりちりと、ちりちりと、一日焙あぶっておくがいい。

　さてさて魔女の仕事とは、かくも時のかかるもの。

　怠なまけ者にはやれまいよ。

　働き者しかなれまいに。

　魔女の住処すみかは北の果て。

　雪に居場所を訊きくといい』

　どこからともなく、戯ざれ歌が聞こえてきた。皇太子はその声目指して歩いていく。

　燃えるような赤い髪をした、大柄な女が歌っていた。他に二人か三人、真っ黒な影が見える。大きな石の寝台の上に、もう大人になった皇太子が裸で横たわっていて、その体を女たちは、戯れ歌を口にしながらこすっていた。

『これは大公の陰いん謀ぼうです。毒を盛られたのです』

　大人になった弟が、父王に向かって訴うつたえている。

『証拠もないのに、迂う闊かつなことを口にしてはいかん。それより一刻も早く魔女の村に向かい、皇太子を目覚めさせるのだ』

　弟は、左右の目の色が違う、可か憐れんな少女を連れている。従い兄と弟このビルドの妹、ミルドとは似ても似つかない、愛らしく美しい少女だ。

『ミルドが美しくないから、婚こん姻いんする気にならないって言うのか？』

　ビルドが怒っているが、それだけで嫌っているわけじゃない。臣下に対して、意地の悪いことばかりするからだ。

『それとも我が大公家の血筋を、どうあっても次代の王家に入れたくないということなのだろうか？』

　元は三つだった王家の血は、互いに婚姻を繰り返してほどよく混ざり、今のスワンドール王家となっている。それで十分ではないのか。

『おまえなど王に相応ふさわしくない。さっさと消えてしまうがいい』

　道化が真っ赤なワインの入った杯さかずきを、皇太子の前にしずしずと運んできた。ワインはさらに発はつ酵こうが進んでしまったのか、ふつふつと沸わき立っている。

『強く見せているだけ。本当は弱いのよ。王という重責に耐たえられないから、内心では死にたいと思っているの』

　金色の髪をした、美しい女性が冷たい声で言う。

『だから毒が入っていると予想しながら、毎晩、ワインを飲み続けたんだわ』

　それに反論するつもりはない。心のどこかで、死を願っていたからだ。

　自分が消えれば、あの優秀な弟が王になれる。そのほうがずっといいような気がして、時々死にたくなってしまうのだ。

　もう死んでいるのだろうか。

　皇太子ガイルは、自分の体がどこにあるのか、わからなくなっていることに気がついた。

『あんたのせいで、エマが行方ゆくえ不明になっちまったじゃないか』

　赤い髪の女が叫さけんでいる。

『兄上、何としてもお助けいたします』

　獄ごく舎しやにいる弟のマルケシュが、きつく拳こぶしを握にぎりしめながら叫んでいた。

　夢なら目覚めたい。死んでしまったのなら、もう諦あきらめたい。どちらともわからず、ここから出て行くこともできない。

　眠りという名の獄舎に、皇太子ガイルは繫つながれていた。
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　ガイルが眠っている魔女の村では、その日の朝、いきなり二百人近い兵が、村のすぐ近くまで迫せまってきて騒そう然ぜんとなっていた。

　閉ざされた大門の前で兵たちは立ち止まり、中に入れろと騒ぎ始めたのだ。

「冗じよう談だんじゃないよ。こんなお荷物を預かったせいで、大変なことになっちまったじゃないか」

　魔女の一人ピートは、寝ずにガイルの手当をしていたが、兵が押し寄せたと聞いて、すべてこの眠れる皇太子のせいだと思ったのだ。

　最初、村の治ち療りよう院いんにガイルが連れてこられたときは、難病の治療にピートは燃えていた。けれどあらゆる治療が効こうを成さず、しまいには魔物の力を借りるという結論になって、ピートはかなり失望していた。

　ピートは魔物なんて信じない。人間の体は血と肉と骨、そして様々な臓器から成っている。そのうちのどこか一つでも調子が悪くなったら、『病やまい』と呼ばれるのだ。

　その病を治すために魔女がいる。

　どうしても魔女になりたくて、ピートは十二歳のときに自みずから志願してこの村にやってきた。十二では魔女になるには遅いと最初は長老たちに断られたが、ピートは大門の側で何日も野宿し、中に入ることを許されるのを待った。

　そして許されてからは、他の魔女の何倍も努力して、短期間で治療術のすべてを学んでいったのだ。

　だがそんなピートだって、治せない病はないなんて豪語することはない。この世界には、数え切れないほどの病があり、どう足あ搔がいても治せないものがあるのはよく知っていた。

　病を治せなかったときは、とても辛つらく悲しい。せめてもの救いは、病人の遺い族ぞくが魔女たちの努力を認め、深く感謝してくれることだ。

　その患かん者じやは救えなかったとしても、次に同じような患者が訪れたときに、助けられるかもしれない。そう思えば、僅わずかでも悲しみの中に希望が見いだせる。

　気に入らないのは、健康な人間にわざわざ毒を飲ませ、その命を奪おうなどという、神が許さぬ悪行を企くわだてる人間のいることだ。

「ヒドラゲンなんて、もうこの世からなくなったはずの毒を使うなんて、最低だ」

　恐らくガイルが飲んだのは、深い眠りを与えるヒドラゲンだろうというのが、村長のジータの意見だった。決して覚めることのない眠りを与えるヒドラゲンの元となる植物は、もう何年も前に焼き尽つくされたというのに、未いまだにどこかに残っていたようだ。

　放っておけば、水も飲まず、何も食べず、自然と死が訪れる。なのに魔女たちは、自分たちの意地と威い信しんにかけて、ガイルを生かし続けているのだ。

「大切な弟で子しのエマは、行方不明になっちまうし……。今度は村が襲われそうだって？」

　魔女たちが集まり始めたようだ。ガイルなんて放っておいて、ピートも皆と一緒に行動したかった。

「……少しの間、体をさすらなくても死にはしないだろ」

　同じようにガイルの体をさすっていた魔女に、ピートは同意を求める。

「そうね、お湯に浸つかってれば、大丈夫じゃないかな」

「よし、それじゃわたしらも行こう。何があっても、兵隊なんかを村に入れることはさせたくないからね」

「そうね……」

　ガイルは石の寝台の上に、お湯を流した状態で寝かされている。体の向きを変えたり、血の巡めぐりがよくなるようにさすったりする必要があるのだが、緊急事態になってその場に放置されてしまった。

　大門の前では、兵たちがざわついている。中には罵ば声せいを浴あびせる者もいて、ピートの真っ赤な髪は怒りで逆さか立だちそうだった。

　魔女たちは全員、麻あさの黒っぽいドレスの上に、白いエプロンをしている。髪は束たばねたり結ゆわいたり、布を巻いて覆おおったりとそれぞれが違っていた。

　百二十歳となる最長老のワシンから、まだ赤ん坊の見習い候補まで、様々な年齢の者がこの村にはいた。その中でも、もっとも活動的で元気なのは、やはりピートたち二十代から三十代の魔女たちだ。

　自然とその元気な一団が、最前列に進んでいた。ピートは大門の横の通用口を開き、自ら交渉役として外に出ていた。

「ここがどこか知っていて、そんな叫び声を上げてるのかっ！」

　ピートたちを見て、愚おろかな兵たちは下品な言葉を口にした。だが先頭にいた隊長と思われる男は良識があるのか、大きく手を振って罵声を制した。

「やっと交渉役が出てきたな」

　馬上のまま、隊長はあくまでも偉えらそうに口にする。

「何の交渉だい。ここにいるのは病人ばかりだ。そんなおかしな叫び声を聞かせたら、治る病人も治らなくなるよ」

　ピートは胸の前で腕を組み、隊長を睨にらみつけて言う。相手が武器を持っていようが、自分より力のありそうな男だろうが、ピートは恐れるということはない。この世でピートが何より怖いと思うのは、伝染力が強く、罹かかれば死に至いたる流行はやり病だけだった。

「ここにスワンドール王国の第二王子マルケシュ殿がいるだろう？　ただちにその身を引き渡して欲しい」

「はっ？　何の理由で？」

「おまえらが知る必要はない」

　何という居い丈たけ高だかな態度だろう。これではまるでマルケシュが罪ざい人にんのようだ。

　マルケシュの名前が出たからには、まだ反乱者に討うたれていないということだ。マルケシュが無事なら、エマも同じように無事だろう。そう思ったピートは、ほっとして胸を撫なで下ろした。

「ここには、そんな名前の病人はいないんだけど」

「そうか、では元気な男ならいるのだな？　中を探させてもらうぞ」

「断る！　元気な男は、この大門から先には入れない。たとえ王子だろうと、反乱軍の隊長だろうと、決まりは決まりだ。そんな名前の男はいないって、何度言えばわかるんだ」

「では、この門を蹴け破やぶるしかなさそうだな」

　すると魔女たちが次々と現れて、大門の前で人垣を作り始めた。その数はどんどん増えていく。さすがに魔女に剣を向けることはできなくて、隊長は苦々しい表情を浮かべていた。

「マルケシュ殿は罪人だ。ただちに引き渡さないなら、おまえたちも罪人となるぞ」

「へぇーっ、じゃあ、誰だれがその罪を決めたんだい？」

　ピートが鼻先で笑っていると、やっと村長のジータが長老たちと共に姿を見せた。さらに森の中から、完全武装した騎士の一団も現れる。その数は少ないが、揃そろいの甲かつ冑ちゆうはピカピカと輝いていて、若く、いかにも精せい鋭えいといった感じの騎士ばかりだった。

「スワンドール王国の反乱軍ですか？」

　ジータはたっぷりと皮肉を込めて言う。すると隊長の顔色は、怒りからか羞しゆう恥ちからか真っ赤になった。

「罪人を引き渡してもらいたい。その交渉で来ただけだ」

「どなたの命令で？」

「……オーギュスト大公だ。今は大公が国を治められている」

「そうですか……けれど、マルケシュ王子とおっしゃるような人はおりませんが」

「いるはずだ。素直に出さないなら、実力で中に入るだけだ」

　兵たちは殺気立っている。見慣れぬ騎士の姿に、動揺しているせいもあるだろう。むしろ魔女たちは冷静で、それぞれの腕を組み、ますます人垣を強固なものにしていった。

「この魔女の村は、スワンドール王国の領地ではありませんので、そのような非礼な振る舞いをなさったらどうなるか……よくお考えになられますよう……」

「いや、ここはスワンドールの領地のはずだ」

「いいえ、違います。ここは誰の支配も受けない、独立した地です。先王はよくご存じでしたが、まさか大公はご存じないとか？」

　騎士の数はそれほど多くなく、あとは魔女と病人しかいない。実力で押し入ることは可能だろうが、そんなことをしたら後々どれだけの誹そしりを受けるか、さすがに隊長もこれはまずいと思ったのだろう。

「どうやらここにはいないようだ。街かい道どうの探たん索さくに戻る。馬、引け」

　声こわ高だかに命じると、何の謝罪もせず隊長は隊を率いて戻っていった。

「大変だ。エマが戻ってくる途中で襲われる」

　ピートは皆と繫いでいた手を解ほどいて、初めて見る騎士たちの側そばに駆け寄った。

「あんたたちは、どこの騎士なんだい？」

　質問に対して、一人の騎士が代表で答えた。

「我々は『夜の女王』の親衛隊だ」

「今は昼間だよ。陽の光を浴びて、何ともないの？」

「……まだ、人間なので」

　そんな質問は勘かん弁べんして欲しい様子だったが、ピートは引き下がらなかった。

「だったら今すぐやつらの後を追って。もしマルケシュ王子とエマが、こっちに戻ってくるようなら、やつらに捕まっちまうよ」

「彼らなら大丈夫だ。それより我々は、皇太子を守らねばならない。皇太子が生きていると知ったら、新たな刺し客かくを送ってくる可能性もあるのだ」

「えーっ、じゃ、エマを見殺しにするってのかい」

「そうではない。状況を見てどうにかする。今は、ここを守り抜くことが第一だ」

　もうこうなったら、皇太子なんてどうでもいい。それより弟子である大切なエマを助けるほうが最優先だった。ピートは苛いら々いらしながら、なおも食い下がった。

「皇太子を助けるつもりなんてないんだろ？　どうして何日も経たつのに、エマとマルケシュ王子は戻ってこないんだ。あんたらの女王にとっちゃ、人間はただの餌えさかもしれないけどね、一人、一人の命は大切なものなんだよ」

「そうではない。我々もよくわからないが、どうやら新たな助けを求めて移動したらしい」

「新たな助けだって？」

　魔物以外に、いったい誰があの毒を消すことができるというのだ。もしかして魔女よりも優れた医療技術を持つ一団がいるのだろうかと、ピートは混乱した。

「そんな者がどこにいるんだ」

　ピートの問いかけに答えてくれる者はいない。誰もその正体を知らなかったからだ。
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　不思議な力を持つという狼おおかみの一族、彼らの能力を間近に見てエマは驚いた。小さな王国の王女であるナーシャが、昨日の猪いのしし狩がりで作った傷は、たった一日で跡形もない。

　スワンドール王国の北の外はずれに古くからある魔女の村で、魔女の修業中のエマにとって、病や傷を治すのが日々の課題だ。魔女たちは悪事をなす者ではない。スワンドールでは、病を治す女たちの呼び名だった。

　王女のナーシャと王子のイバン、彼らによってこの集落に捕らえられて三日になるが、ついに血の秘密を直じかに目にする機会があって、何事もなかったようにすべすべになっているナーシャの腕を、エマは何度も撫なでていた。

「凄すごい……昨日はあんなに血も出ていて、皮ひ膚ふが裂さけていたのに」

「やめなよ、何がそんなに珍めずらしいんだ？」

「だって……」

　何日も入にゆう浴よくしていないのがさすがに辛つらく、ナーシャに頼み込んだら山間の湧わき水に連れてきてくれた。そこはやはり温泉が出ているのか、水はほんのりと温かい。ナーシャと共に裸はだかになって水みず浴あびしていたが、見事な曲線を持つナーシャの体には傷一つなかった。

　屈くつ強きような男でも殴なぐり倒す、最強の戦士でもあるナーシャの体に、古傷のないほうがおかしい。けれど古傷どころか、昨日の傷も残っていないのだ。

「この国の人たちは、どれぐらい長生きなの？」

　エマの質問に、ナーシャは髪を洗いながら答えた。

「百歳くらいかな」

「凄いわ。魔女も長生きだけど、それは薬草湯を飲んだり、特別な滋じ養よう食を食べているからよ。何もしないのに、そんなに長生きだなんて」

　この時代、普通の領民は六十歳まで生きられれば長ちよう寿じゆと言われた。豊かなスワンドールでもそれぐらいだ。貧しい国ではもっと寿命は短く、流行はやり病で亡なくなる者も多かった。

「病を知らないって、素す晴ばらしいことよね」

「そうなのか？　病で苦しまなくたって、他のことで苦しんでいたら同じだろ」

「そうか……そうよね」

　では何が悩みなのだろう。魔女のエマからしてみたら、病を知らずに長生きできるだけで、素晴らしいことのように思えてしまうのだが。

　スワンドール王国の皇太子、ガイルの命を救うには、彼らの血が最良だと教えられた。

　教えてくれたのは、スワンドール王国の外れに棲すむ魔物、人の血を飲み不死を生きる『夜の女王』イパネラだ。

　最初はイパネラの血を貰もらい、ガイルを助けようとした。けれどイパネラはそれを拒こばんだ。なぜならイパネラの血を飲むと、ガイルまで人の血を飲み、陽を浴びたら消えてしまう魔物になってしまうからだ。

　ガイルを助け、王位を奪おうとして、今では王まで幽ゆう閉へいしてしまった大公の暴ぼう挙きよを止めなければいけない。

　なのにもう三日、エマはガイルの弟、スワンドール王国の第二王子マルケシュと共に、小さな王国で虜りよ囚しゆうとなっていた。

「異国の女っていうだけで、そんなに珍しいものかしら？　この国にだって、魅力的な娘はたくさんいるじゃないの。わたしなんて、このとおり子供みたいな体だし……何でイバンはわたしがいいのかな」

　まだ胸も十分に膨ふくらんでいないエマは、成熟した肢し体たいを持つナーシャを見ながら、深いため息をつく。

　ナーシャの弟のイバンがエマを、そしてナーシャがマルケシュを見み初そめてしまったことから話はこじれてしまい、帰るに帰れなくなったのだ。今頃魔女の村では、二人が帰らないことで大騒ぎになっているだろう。

「体や顔なんて、イバンにとっちゃどうでもいいのさ。それより性格とか、頭のよさとか、そんなものが魅力なんだ」

「頭だって、そんなにいいわけじゃないのに」

「そうかな？　魔女ってのは、たくさん学ばないとなれないものなんだろ？」

「そうだけど、学ぶことが多すぎて、ついていくのもやっとなの」

　学ぶことがあまりにも多すぎる。人の肉体は、とても複雑だ。一カ所壊れただけで、死に繫つながることもあるのだ。どこをどうやったら治せるのか、素早く判断するには、前例を覚えておくしかない。

　魔女たちが知っている病の数は、増えることはあっても減ることはない。何年も修業して、長老となってもまだ治せない病は数多くあった。

　すべての病を克服するのは、魔女たちの夢だ。

　けれど万病に効くからといって、ナーシャたち狼の一族の血を頼りにしたくない。

　薬の元となる生き物たちと一緒だ。心根の正しくない者たちが、彼らの血を追い求めるようになったら、どれだけの悲劇が起こるだろう。

　そんな悲劇を生まないためにも、彼らの正体は秘密のままにしておくべきだ。

「イバンにお似合いの娘さんはいないの？」

「いてもイバンは選ばない。同じ一族と婚こん姻いんするせいか、年々、生まれる子供の数が減ってるんだ。あたしたちの母親は、ここよりもっと北にある一年中冬みたいな国から来たんだよ」

「あら、そうなの？」

「そこにも同じような狼の一族が住んでいるんだけど、あたしらの神様がこっちに来るようにって、三人の女と二人の男に命じたらしい。余よ所そ者ものと婚姻した家は、どこも子だくさんだよ。だからあたしたちも、余所者と婚姻したいんだ」

　ナーシャをもう少し優しくしたような感じの美しい母親は、他の狼の一族だったというのか。狼の一族がまだいることに驚いたが、エマは、実の母親と暮らしているナーシャを羨うらやましいと思った。

「いいな……お母さん……。ね、ナーシャもたまにはお母さんに甘えたりするの？　いつもどんな話をしてる？」

「……何、変なこと訊きいてるんだ？」

　濡ぬれた髪を綺き麗れいに結ゆい上げ、革かわ紐ひもでさっと結びながら、ナーシャは怪け訝げんな顔をする。

「私、目の色が左右違うから、赤ん坊の頃に魔女の村に預けられたの。だから親ってどんなものかよく知らないのよね」

「……知らなくても、母親にはなれるよ。親がいないくらいなんだっていうんだ」

　なぜかナーシャは怒ったように言う。それを聞いたエマは、もう十五歳になったのに、自分を魔女の村に預けた両親のことを、いつまでも恨うらんでいるなと叱しかられたように感じた。

「そうね……だけど魔女は、生しよう涯がい婚姻しないのが決まりだから」

「えっ？　だってエマ、あのマルケシュ王子と婚約してるんじゃなかった？」

　エマは慌あわてた。まだ正式に婚約していたわけではないが、ナーシャとイバンに迫られて、マルケシュは咄とつ嗟さにエマを婚約者だと言ってしまったのだ。

「正式にはまだだけど……心では、もう婚約しているのと同じだから」

　苦しい言い訳になってしまった。するとナーシャは、勝ったというように笑い出す。

「どうりでおかしいと思ったんだ。王子様が魔女と婚約するなんて、ありえないだろう。どうせ噓うそをつくんなら、もっと上う手まい噓を考えればいいのに」

「う、噓じゃないわ。マルケシュ様と私は、心で通じ合っているんだから」

「わからないよ。旅の間、二人きりだから特別に思えただけかもしれないじゃないか」

「そんなことないわっ！」

　婚約者でないことがばれてしまったから、ナーシャはますますマルケシュにしつこく迫っていくだろう。そうなると自由は遠くなってしまう。

「ふふーん、あたしはこれでも王女だよ。あんたより、ずっとマルケシュ王子の妻に相応ふさわしいと思うけど」

　ナーシャは胸を反らして、誇ほこらしげに言った。

「だから何なの？　大切なのは身分より愛情よ」

　勢いよく反論したけれど、エマにも本当に愛されているのか、自信はあまりなかった。

「んっ？　ナーシャ、蹄ひづめの音がしない？」

　エマは聴ちよう力りよくと視し力りよくが優すぐれている。耳を澄すますと、遠くから近づいてくる馬の蹄の音が聞こえた。それはナーシャも同じだったらしい。

「本当だ。誰だれか来る」

「は、裸だわ。どうしよう」

　慌ててエマは、岩の間に身を隠す。けれどナーシャは臆おくすることもなく、身を乗り出して様子を窺うかがっていた。

「ナーシャ、ナーシャったら、隠れなさいよ」

「平気だよ。あたしにおかしなことのできる男なんて、ここにはいないから」

「は、恥はずかしいとは思わないの？」

「恥ずかしいような体はしてないさ」

「そ、そうじゃなくって」

　狼狽うろたえているのはエマだけだ。ナーシャは来訪者を目で追っていたが、相手もナーシャに気がついたらしい。馬の歩調を遅くさせると、ナーシャに向かって笑顔で手を振ってきた。

「姫君は水浴びか？　美しく育ったな」

「誰？」

　どうやらナーシャのことは知っているらしい。ナーシャの問いかけに、男は爽さわやかな声で答えた。

「ローゼンハイムだ。今より、君の父上に会いに行く」

　名乗った男は、再び馬を走らせて二人の前から姿を消していた。

「大変、神様だ」

「えっ？」

　エマも思わず身を乗り出して、馬に乗って駆かけ抜けていく男の姿を見ていた。

　金色の髪をした、大柄な男だ。漆しつ黒こくのマントを翻ひるがえし、巧たくみに馬を操って進んでいく様子は、どこか夜の女王イパネラの臣下、ヘイゼンに似ている。スワンドールよりもっと北方に暮らす人たちに、ああいった金の髪は多い。

「あれが神様？」

　普通の男のように見えるが、狼に姿を変えられるというのだろうか。

「エマ、急いで戻ろう。神様が戻ってくるなんて、きっと何かあったんだ」

「いったい何があったのかしら。ねぇ、ナーシャ、あの人はとても若く見えるけど、何歳くらいなの」

「もう四百八十歳くらいかな。あたしたちは、次の神様を迎えることになりそうなんだよ。やだっ、もしかして、神様が危ないのかもしれない」

　ナーシャは服を着るのもそこそこに、急いで走り出す。エマは少し遅れて後に従ったが、逃げようと思えばいくらでも逃げられたことに、気付きもしなかった。
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　スワンドール王国の第二王子マルケシュは、どうやっても苛いら立だちを抑えられず、室内を獣けもののように歩き回っていた。

　ここに閉じこめられて、すでに三日だ。こうしている間も、兄の皇太子ガイルは確実に死に近づき、スワンドール王国の王位を狙ねらう大公の野や望ぼうは、成じよう就じゆされようとしていた。

　虜りよ囚しゆうとなってしまったために、何もできずにいる。すべてが自分の愚おろかさのせいだと、マルケシュは自じ責せきの念に苦しんだが、どんなに苦しんでも解決の糸口すら見えない。

　ナーシャの言うとおり、婿むことなってこの国に留とどまれば、ガイルだけは救える。けれど大公の叛はん乱らんが思ったよりも進んでいる今、王位を奪だつ還かんするのにマルケシュの手助けも必要だろう。

　エマだけでも自由にして欲しい。そして王位が戻るまで、国に留まることを認めてくれとナーシャに頼んだところで、そう簡単にすべてを聞き入れてくれそうにはない。

「魔物に頼ろうとしたのがいけなかったんだ。死が運命だったら、素直に受け入れればよかったのに……無む駄だな足あ搔がきをしてしまった」

　二十歳のマルケシュは、自分が王位に就つくことなど、一度も考えたことがない。父が王位を譲ゆずるとしたら、三歳年上のガイル以外にいないと思っていた。

　だから何があってもガイルを助けようとしていたが、そのためにエマが犠ぎ牲せいになるのは、どうしても耐えられない。

　マルケシュの妻になれないなら、エマにはいっそ魔女として、これからもずっと医療の道に進んで欲しかった。

「勝手だな……。私のわがままで、エマを傷つけてしまった。今も無事ならいいが……」

　イバンがエマを狙っているのはわかっている。粗そ野やな男というものは、女の気持ちまで深く考えない。自分の欲望のまま、エマの心だけでなく体まで傷つけてしまわないかと、心配でたまらなかった。

　するとマルケシュの心を読んだかのように、いきなり扉とびらが開いてイバンが顔を出した。

「出ろ……広間に連れて行く」

　不ふ機き嫌げんな様子でイバンは言ってくる。

「どうしたんだ？　長老会議でも開いてくれて、私たちの立場が変わったのか？」

「……」

「エマに、おかしなことはしていないだろうな？」

「……」

　黙だまっているということは、したのだろうか。不安になったマルケシュは、思わずイバンの肩を強く摑つかんでしまった。

「どうなんだ？」

「うるせえっ！　何もしてねぇよっ」
















　乱暴に腕を払ってきたイバンは、悔くやしそうにマルケシュを睨にらみつける。

「夜の一族の力を借りるなんて、卑ひ怯きようじゃないか」

　イバンに言われて、マルケシュはそこは素直に認めた。

「そうだな、卑怯と言われてもしようがない。だが、こんな一族がいることも、いや、少し前まではイパネラ女王の存在すら知らなかった。どうしても兄を助けたくて、教えられるままにここまで来たけれど……どうやらとんでもない迷惑をかけてしまったようだ」

　北の魔女の村に行けば、奇き跡せきのようにガイルは目覚めると思った。もし目覚めなかったらどうするか、全く考えなかったのは迂う闊かつだった。

「運命に逆らおうなんてしたのが、間違いだったのかな」

「ふんっ、ごちゃごちゃ言われても、俺たちには関係のない話さ。それよりおまえらのせいで、俺たちが叱しかられるのがなぁ。ああ、くそっ、殴なぐりたいのに殴れない」

　何を怒っているのかマルケシュにはわからないが、歩いている間にイバンは廊ろう下かの壁を殴り、いくつか無む惨ざんな穴を開けていた。

　夜の一族に飼かわれている吸血狼アルフが、エマの閉じこめられている部屋の窓辺にやってきたのは知っている。アルフはイパネラに二人が窮きゆう地ちに陥おちいったことを知らせ、忠実な臣下のヘイゼンを救出のために寄よ越こしたのかとマルケシュは思った。

　けれど外はまだ昼だ。明るい陽光が、鎧よろい戸どをすべて開いた窓から、広々とした広間に射し込んでいる。

　イバンの父であり、王であるザルバンが、漆しつ黒こくのマントに身を包んだ、金色の髪をした男の前で跪ひざまずいている。いや、ザルバンだけではない。すべての住民が、跪いていた。

「スワンドール王国のマルケシュ王子か？」

　金の髪をした男は、明るい金茶の瞳をじっとマルケシュに向けてきた。

「はい、そうです」

「大変、失礼なことをしたようだ。私はこの領地の領主ローゼンハイム」

　マルケシュが王子だと知っても、ローゼンハイムは跪かない。それはローゼンハイムが、マルケシュと同等か、あるいはそれ以上の身分だということだった。

「どうお呼びすればよろしいでしょうか？」

　用心深く、マルケシュは訊たずねる。領主であり、恐らく生き神であるローゼンハイムを怒らせて、ますます事態をややこしくしたくはなかった。

「ただローゼンハイム卿きようと呼んでくれ。この世に、私に相応ふさわしい呼び名はなくてね」

　明るく笑って言う様子からは、とても人じん狼ろうなどには見えない。若い貴族としか思えなかった。

「我わが民たみの非礼を許してやってくれ。血の問題は、いつでも難題だ。我々の一族は、増えすぎてもいけないし、減りすぎても支し障しようをきたす。王子、あなたの難題を解決するために私も尽じん力りよくするが、その見返りと言ってはなんだが……」

　やはりナーシャの婿むこになれと言うつもりだろうか。マルケシュが身み構がまえると、ローゼンハイムはいきなり剣を引き抜いた。

「内乱を平定するのに、兵が一人でも多く必要だろう。我が領民は優秀な兵でもある。強い者ばかりを集めて加勢しよう。そしてすべてが納まった後、マルケシュ王子、我が領土に貴国の農民を迎え入れたい」

「農民ですか？」

「そうだ……我が領民は狩しゆ猟りようの民のせいか、どうも作物を育てるのが未いまだに下へ手ただ。スワンドールはよい農作物が育っている。ぜひ、学ばせてもらいたい」

　ローゼンハイムは剣を軽く払っただけで、ふわふわと舞っていた鳥の羽を見事に二つに斬きり裂いた。固いものを斬るのは、力さえあれば簡単だ。だが空中を浮ふ遊ゆうする羽を斬るなんて技は、余程剣の腕が秀ひいでていなければできないことだった。

「耕こう地ちと住居は与える。税は五年払わずともよい。ただし、健康な独身の若者であること。いずれは我が領民と婚こん姻いんして欲しい。それが条件だ」

「ここの人たちには、いろいろと隠したい秘密があるようですが、それでも他国の人間を招き入れて構わないのですか？」

「ああ、構わない。マルケシュ王子、あなたなら秘密を守れと言われたら、それに従えるだろう？　領民も同じだ。良識のある者は、秘密を守ることの意味がわかっている」

「良識のある若者を、この国に進しん呈ていしろということですか？」

「貴国に恭きよう順じゆんを示せと言うなら、スワンドール王に跪いてもよい。税を納め、属国を名乗ってもよいだろう」

　とても話のわかる領主ではあるが、ここで簡単に交渉に乗ることはできなかった。

「すぐに返事はできかねます。私には、まだ何の権力もないので」

「もちろんわかっている。それではただちに、次期スワンドール国王を目覚めさせ、内乱の平定に向かおう」

「あ、ありがとうございます」

　マルケシュは慌あわててエマの姿を探す。エマだけは置いていけと言われたらどうしようと、焦あせりながら必死で探した。

「マルケシュ様」

　ナーシャと共に広間に駆け込んできたエマは、マルケシュを見つけると真まっ直すぐにその胸に飛び込んでくる。

　髪はまだ濡ぬれていて、微かすかに爽さわやかな水の香りがした。

「エマ、無事だったか？　すまない、辛つらい思いをしただろう？」

「いいえ、いいえ、マルケシュ様こそ、ずっと閉じこめられていて、辛かったでしょ？」

「たいしたことじゃない。エマが無事なら、それでいい」

　マルケシュは強くエマを抱きしめた。すると全身に安あん堵どの気持ちが広がり、失いかけていた希望も見えてくる。

「エマ、あちらはこの地の領主、ローゼンハイム卿だ」

　抱き合う二人の様子を微笑ほほえましそうに見ているローゼンハイムを、マルケシュはエマに紹介した。

「はい、先ほど、山間の泉で、ナーシャ様と一緒にお見かけしました。とても狼には見えません。美しい殿方だと思いますが……」

　エマの正直な感想に、ローゼンハイムはついに声を出して笑った。しばらく楽しげに笑った後、ローゼンハイムは二人のところに近づいてきて、それぞれの手を握ってきた。

「イパネラ女王に叱られた。領民を導くのは領主の務めだ。どうやら私は、義務を怠おこたっていたらしい。迷惑をかけたが、悪く思わないでくれ。悪いのは彼らではない。よい指導を怠った私が悪かったのだ」

　色違いの瞳を輝かせて、エマはぼうっとローゼンハイムを見つめている。ここで狼になってみせてくれなどと言いだしそうで、マルケシュは慌ててその視線を遮さえぎるように前に立ち、エマに伝えた。

「今から、スワンドールに戻る。魔女の村に帰れるんだ」

「は、はい。みんな心配してますよね。だけど……ああ、よかった。殿下はこれで目を覚まされるんですね」

「ああ、そうだ」

「殿下の綺き麗れいな紫の瞳が、見られるんですね」

「そうだな……」

　エマが喜んでいるというだけで嬉うれしかったが、マルケシュの心は複雑だ。エマの心は、またガイルに向いてしまわないだろうかと、今から余計な心配をしてしまう。

「では、ただちに出しゆつ立たつしよう。隣国の王子を理り不ふ尽じんな理由で幽閉するなど、非礼があったことはわかっているな、ザルバン？」

　ローゼンハイムはザルバンに向かい、威い厳げんある態度で臨のぞんでいる。ザルバンは黙だまって俯うつむき、恭順を示していた。

「ただちに精せい鋭えいの部隊を作り、スワンドールの王子に忠ちゆう誠せいを誓ちかわせろ。私も共に行く。逆らうような愚か者がいたら……」

「いえ、そのような者はおりません。ただちに集めますので、しばしのご猶ゆう予よを」

「いいだろう。スワンドールの王子に剣と馬を返し、この愛らしいレディにも、旅で必要なものを用意するように」

「は、はい」

　ザルバンよりずっと年下に見えるローゼンハイムなのに、威厳はまるで大国の王のようだった。エマと同じようにマルケシュも、本当にこの男が獣に変身などするのか、とても信じがたい。まだ夜だけ生きる魔物のほうが信じられる。

「マルケシュ王子、街道にもすでに多数の兵が待たい機きしていた。どうやら敵は、本気で貴殿らの命を狙っているようだ」

「覚悟はしております」

「少数でも、我が兵は最強だ。お助けする」

　ローゼンハイムが差し出した手を、マルケシュはしっかり握る。

　王の騎士たちはどうしているだろう。王に忠実だった臣下は無事だろうか。ガイルを生かすことだけを考えてきたマルケシュだが、今は大勢の人たちの心配をしなければいけなくなっていた。

「ローゼンハイム様、志願いたします」

　いきなりナーシャの声が響いた。するとローゼンハイムは、困ったなといった顔をする。

「レディは大人おとなしくしているものだなどと言ったところで、ここでは通用しない。何しろ、強いことが一番の価か値ちがあるのだからな。いいだろう、レディ・ナーシャ。ただし、足手まといとなって、いらぬ恥はじを晒さらしたりすることのないように気を付けろ」

「ありがとうございます、ローゼンハイム様。マルケシュ王子、あたしが守ってやるからね」

　嬉しそうに言われて、マルケシュの眉み間けんに皺しわが寄る。どんなに強くても、女に守られるとあっては不名誉だった。

「俺も、俺も行かせてくれ。ナーシャが行くのに、俺が行かないなんてありえねぇ」

　イバンまで名乗りを上げた。それだけでまた、何かとんでもないことが起こりそうだが、指し揮き官かんがローゼンハイムだったら大丈夫なのだろうか。

「獣以外と戦えるなんて、滅めつ多たにないことだからな。わくわくしちまう」

　違った意味で、イバンは燃えてしまったようだ。するとローゼンハイムが、巧たくみにその情熱に水を差してくれた。

「いいだろう。だが勘かん違ちがいするな。敵といえども、スワンドール王国の民だ。権力者に逆らえば死を与えられるとあって、命じられるまま戦っているだけだ。彼らを殺すのではなく、戦力をなくすことだけを考えろ」

「殺したらいけないんですか？」

　イバンは明らかに不満そうだ。そこでローゼンハイムは、さらに諭さとしてくれた。

「食べるために狩る獣と、兵隊は違う。彼らも戦時以外は、普通に暮らす領民だ。我が一族のように長寿でもなく、傷つけば治るまで刻ときが必要な弱い存在だが、自分が人であると思うなら、同族殺しは控ひかえろ」

「……じゃあ、こっちが痛めつけられても我慢しろと？」

「誰かを守るために、やむなく犠牲がでたのなら許す。だがくれぐれも言っておく。狩りを楽しむように、殺さつ戮りくを楽しんだら人として終わりだ。狼ですら、飢うえを凌しのぐ以外の無駄な狩りはしないのだから」

　ローゼンハイムの教えは、マルケシュの心にも響いた。

　狼の一族は優れた能力があるのに、隣国を支配しようとしない。それはローゼンハイムが、人に対して友愛の気持ちを抱いているおかげだ。

「ローゼンハイム様は、本当に神様みたいな人ですね。どんな理由があるとしても、人が傷つけられるのは見たくありません」

　頷うなずくエマを見つめながら、マルケシュは軽く唇くちびるを嚙かむ。

　結局は誰かを頼らないといけない非力な自分が、マルケシュは情なさけなかった。だがここで見栄を張って援軍を断ったら、スワンドールどころか魔女の村にすら帰れないだろう。

「今はローゼンハイム卿を信頼するしかない。それよりエマも、帰る支し度たくを急いでくれ」

「はい」

　これで帰れるというのに、マルケシュの心は喜んでいるとは言い難がたい。戻った途端に、エマのマルケシュに対する気持ちは変わってしまうかもしれないのだ。

　魔女に戻りたいと言うかもしれない。

　あるいは目覚めたガイルのほうが、マルケシュより魅力的だと思うかもしれなかった。

　二人きりの特別な旅が心を近づけてくれたが、それが永遠に続くようなものなのか、マルケシュにはまだ確信が持てない。

　恋を育てる余裕がなかった。今はただ、エマを無事に魔女の村に連れ帰る、それだけを考えるべきだろう。

「鹿の角をお土産みやげに貰もらえないかしら？　薬になるの」

　ナーシャを摑まえてねだっているエマの姿を見ながら、マルケシュはまたもや不安になる。

　大公は本気でマルケシュの命を狙っている。その攻撃が、エマを傷つけないように祈るばかりだった。
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　選ばれた若者たちによる精せい鋭えい部隊は、三十人ほどの人数だった。彼らは革かわでできた防具を身につけ、強ごう弓きゆうと長剣で武装している。その様子はいかにも強そうだ。

　エマはマルケシュと共に馬に乗りながら、颯さつ爽そうと馬を乗りこなすナーシャの姿を羨うらやましげに見ていた。

　魔女の村に戻ったら、二度と馬に乗る機会なんてないだろう。村には驢ろ馬ばがいるけれど、それは荷車を牽ひくためにいるのだ。その背に誰だれかが跨またがっている姿なんて、一度も見たことがない。

　いや、馬のことを考えるより、まずは自分のことを考えるべきだとエマは気付いた。

　マルケシュとした約束は、本当に実現するのか怪あやしくなってくる。ガイルが目覚め、大公を追い出して何もかも元通りになったら、もうマルケシュはエマとの約束など思い出しもしないのではないだろうか。

　これまでどおり、魔女として生きていけばいいのだから、それならそれで構わないと割り切れればいいのだろうが、心はまだ揺れている。

　百年以上、婚こん姻いんするために魔女の村を出て行った者はいない。あの村にいる魔女たちは、とうに恋することなんて忘れてしまったのだ。

　半人前の魔女見習いのくせに、恋なんてしたのはいけなかった。けれどこうしてマルケシュと身を寄せていると、エマはやはり幸せなのだ。ずっとマルケシュと一緒にいたいけれど、それが簡単なことではないとよくわかっている。

「叛はん乱らんを治めるまでは、城も安全とは言いがたい。エマ、戻ってしばらくの間は、これまでどおりに魔女の村にいてくれ」

　エマの心配を察したのか、マルケシュは耳元に口を寄せて囁ささやいてきた。

「必ず迎えに行く。村長にはちゃんと話すから、エマは何も心配しなくていい」

「……」

「それとも、魔女のままでいたくなったか？」

「ごめんなさい。今はまだ……混乱しているんです」

「そうだな……。一日も早く、すべてを元に戻さなければ、この先何も進められないな」

　小さくエマが頷うなずくと、イバンの馬がいきなり二人の乗る馬の横に並んだ。

「エマ、俺は諦あきらめてないからな。一人じゃ敵も平定できない王子より、俺のように本当に強い男のほうが、エマには向いてる。冷静になって、よく考えろ」

　すると今度はナーシャも近づいてきて、エマたちは二人の馬に挟はさまれる形になってしまった。

「同じく、マルケシュ王子、あたしも諦めてないから」

「待ってくれ。ローゼンハイム卿きように注意されたんじゃなかったのか？」

「一度くらい叱しかられたからって、諦めるようなあたしたちじゃないから」

　ナーシャは笑いながらも、先頭を行くローゼンハイムの後ろ姿をしっかり見ていた。もしここでローゼンハイムが振り向いたら、咄とつ嗟さにごまかすつもりなのだろう。

「じゃあ、何度でも叱ってもらうことにしよう」

「言いつけるつもり？　そういうのは男らしくないよ」

「ああ、私は男らしくない男さ。だからナーシャには相応ふさわしくない。そろそろわかってきただろう？」

　男らしくないとは、エマには思えない。ここまで皆を引っ張ってこられたのは、やはりマルケシュの勇気ある行いのせいだろう。

「魔女の村までもうすぐだ。エマ、急ぎ旅だったから疲れただろう」

　マルケシュが気遣うと、ナーシャもイバンもあからさまに嫌いやそうな顔をする。まだ諦めていないということは、ローゼンハイムが二人に強く注意していなかったのだろうか。

「何となく見覚えのある場所になりましたね。あそこで初めて野宿したのじゃなかったかしら」

　焚たき火びの跡を見つけてエマは何気なく言ったが、離れた場所にいたのにそれを聞いていたのか、ローゼンハイムは馬から飛び降り、急いで焚き火の跡を調べに行った。

「まだ微かすかに温かい……。馬の排はい泄せつ物ぶつの臭においもするな」

　普通の人間だったら、新しん緑りよくの爽やかな香りばかりに気が向いて気付かないところだった。

　男たちは馬から下り、それぞれ地面の様子を観察し始める。

「ローゼンハイム様、蹄の跡がそこらじゅうにあります」

「焚き火がまだ三つありました」

　報告を聞いていたローゼンハイムは、そこで厳しい顔つきになってエマを見つめた。

「どうやら待ち伏せされているようだ。強行突破をするが、レディ・エマ、あなたには少し厳しいことになるかもしれない」

「だ、だいじょうぶです。覚かく悟ごはしています。来るときにも、一度追っ手に襲おそわれました」

「そうか、ではマルケシュ王子、レディ・エマを頼む」

　レディ・エマなどと呼ばれて、エマは恥はずかしさに頰ほおを染めた。するとマルケシュの咳せき払ばらいが聞こえた。

「エマは、うんと年上の男が好みなのかな」

「こんなときに何を言ってるんです。人の姿をしている狼とか、人みたいに頭のいい狼とか、狼みたいに強い人間とか、もう何がなんだかわからなくなってるのに」

　エマはわざとマルケシュの体に自分の体をぶつけた。落馬したら大変だと慌てたマルケシュは、しっかりとエマを抱きしめる。

　ローゼンハイムを見るたびに、どんなふうに変身するのかと想像して、ついぼうっとなってしまうのだが、それがとんだ誤解を引き起こしたらしい。

　ローゼンハイムへの思いまで、マルケシュに対するのと同じだとなったら、自分はとんでもない浮気者だ。ガイルに惹ひかれ、マルケシュに恋し、ローゼンハイムに憧あこがれているとでも誤解されているのだろうか。

　やはり魔女見習いとして、若い男性と接する機会がほとんどなく育ったのがいけない。自分にないものを見いだすと、素直に感動してしまうのだが、それはおかしな誤解を生む元になってしまうようだ。

　だがマルケシュに対する思いは、本物の恋のような気がする。魔女の村に帰れるのは嬉うれしいけれど、マルケシュと会えなくなると思うと辛つらかった。

　さらにふざけて、マルケシュにぐいぐい体を押しつけた。何でそんなことをしたのかよくわからない。馬上でなかったら、恥ずかしくてとてもできなかっただろう。

「えっ……」

　ひゅっと小さな音がして、何かが目の前をかすめた。羽が見えたから、あれは矢だろう。体が後ろに大きく下がっていたせいで、目の前を通り過ぎた矢に刺さらなかったようだ。

「あっ？」

　おかしな行動をとったのは、矢が飛んでくると感じたからだろうか。もし体を下げていなかったら、頭に矢が突き刺さっていたかもしれない。

「エマ、伏せろっ！　来たぞ、敵てき襲しゆうだっ！」

　マルケシュの叫びに、狼の一族は雄お叫たけびで応えた。矢が方々から飛んでくる。馬は怯おびえて、いきなり前脚を高く上げて嘶いなないた。

「お、お願い、落ち着いて。だいじょうぶよ、怖くないから」

　必死に馬を宥なだめようとするエマの体を庇かばいながら、マルケシュは剣で矢を払っている。その横でイバンは、腕に刺さった矢を笑いながら引き抜いていた。

「こんな程度の矢で戦ってるのか？」

　笑いながらイバンは、強弓を取り出して射始めた。同じように狼の一族の男たちは、最初に強弓で敵を射ていく。

　もはやローゼンハイムの言葉は意味を持たない。傷つけずに戦うのは不可能のようだ。強弓に射貫かれた者は、その場で絶命していた。

「エマ、何も見るな、目を閉じていろ」

　マルケシュはエマを気遣ってくれたが、そうもしていられない。

　矢が尽きたのか、剣を手にした兵が一気に押し寄せてきた。マルケシュは応戦しながら、エマを守らねばならなかったので、とても動きづらそうだ。

　夜の女王の城を目指したときにも、こうして襲われた。二度目とはいえ、こんなものに慣れることはできない。エマは手た綱づなにしがみつき、マルケシュが落馬しないように、馬を抑えるのに必死だった。

「ああ、この甲かつ冑ちゆうってやつ、邪魔だっ」

　ナーシャがそう叫びながら馬から飛び降りて、兵の脇わき腹ばら、甲冑の継つぎ目めにいきなり剣を突き刺した。

「おまえらは亀かめか？　こんな面倒なもの着て、臆おく病びよう者もの」

　怒りながらナーシャは、次々と兵を捕らえて、その体に剣を刺していった。

「ナーシャ、甲冑から出ている部分を切り落とせばいい」

　イバンもまた長剣を振り回し、兵を次々と斬りつけていく。その姿を見てしまったエマは、怒りで体が震ふるえ出した。

　エマたちの一団より、優に五倍の数はいただろう兵は、気がつくとどんどん数が減っていた。これが戦いというものだというのはわかっていたが、あまりにも簡単に命が消えていくのを、エマは許せなかった。

「いいかげんにしなさいっ！　命を何だと思ってるの」

　エマは馬から飛び降り、敵兵の首を刎はねようとしているイバンの前に立ち塞ふさがった。そしてイバンが剣を引くと、敵兵に向かって叫んでいた。

「よく聞いて。私たちの軍は、神の軍隊なのよ。どんなに斬られても、射られても死なない。命が惜おしかったら、すぐに退却しなさい」

　よく通るエマの声は、戦闘中でも響き渡った。それを聞いて、僅わずかに敵兵の攻撃は鈍にぶる。彼らもそろそろ気が付いただろう。狼の一族は、斬られても、射られても、倒れることなく平然と戦っているのだから。

「殺しては駄目。もういいでしょ。ローゼンハイム様はどこにいるの？　約束が違うわ。お願いだから、もうこれ以上、命を奪わないで」

「そのとおりだ。我われらの女神の言うことを聞け。俺たちは不死身だ、いくら攻撃されても死なないぞ」

　イバンが叫ぶと、狼の一族は雄叫びを上げる。兵たちは戦意を喪そう失しつしているが、それでもまだ安心はできない。

　マルケシュも馬を下り、エマを守るようにその側そばに立った。

「エマ、落ち着け……」

「無理よ、マルケシュ様、見て、酷ひどい……こんなこと許されない」

「戦わなければ、私たちがやられる」

「あなたたちは、誰に刃やいばを向けてるの！　スワンドール王国の王子だというだけで、殺さなければいけないの！　マルケシュ様が何をしたのかしら？　あなたたちの家族を、理由もなく殺したの？　何もしてないわ。なのに大公様に命令されたら、それだけで平気でマルケシュ様を殺そうとするのね」

　エマの悲痛な叫びを聞いた兵たちは、困惑したままじりじりと後あと退ずさっていく。

「誰がこの国の王なのか、忘れてしまったの？　罪のない人を殺そうとする人は、本当の王じゃないわ。マルケシュ様が皇太子殿下を殺したなんて噓うそを、まさか信じているの？　殿下は生きてらっしゃるわ」

　兵たちの間に、ますます動揺が広がっていった。それは本当にそう言われて、マルケシュの命を狙っていた証拠だ。

「退却だ、退却しろっ」

　そのとき、隊長らしき兵がローゼンハイムに連れられてきた。その足には大きな傷があり、血を流しながらも隊長は叫ぶ。

「その娘の言うことは本当らしい。殿下は生きておられる。反逆者の汚お名めいを受けたくなかったら、退却だ、ただちに退却しろ」

　その言葉を聞いたエマは、抱き留めるマルケシュの手を振り払って前に出た。

「怪け我がをした人は、武器を捨ててここに並びなさい。今から、魔女の村で手当をしてあげるわ。歩ける人は、歩けない人を助けて。出血の激しい人は、応急処置をするからここに連れてきて」

「エマ……そんなことはしなくていい。相手は敵だ」

　マルケシュは呆あきれているが、エマはこんな大量の怪我人を前にして、黙ってなどいられなかった。

「いいえ、もう戦いは終わったのでしょ？　だったら今からは、彼らはみんな私の患かん者じやだわ」

「エマ、まだ安心はできない。いつ攻撃されるかわからないのに」

　けれどエマは、たとえマルケシュの言葉でも聞いていられなかった。そのままローゼンハイムと隊長のいるところに近づくと、エマはマルケシュに命じた。

「マルケシュ様、お願いです。マントを外はずして、手の幅はばくらいに切り裂いてください」

「えっ？」

「とりあえず止血しないといけないから」

　直接治療をしたことはないが、師し匠しようのピートについて怪我の治療はずっと見てきた。普通の娘だったら気を失ってしまうような惨むごい傷を見ても、エマは冷静なままでいられる。

　真っ先にエマは、ローゼンハイムに支えられている隊長を座らせ、傷ついた部分より上をきつく縛しばった。そして木の枝を探してきて、傷ついた足に添え木をした。

「魔女の村はもうすぐよ。歩けない人は馬に乗せて。出血が酷ひどい人は、ここに連れてきてください。すぐに止血しますから」

　マルケシュの高価なマントは、あっという間に止血用にすべて使われてしまった。すまないと思ったが、それで何人かの命が救えるなら、許して欲しいと思う。

「さあ、行きましょう。魔女の村はあっちよ。途中に綺麗な水の流れる小川があるわ。水を飲んで、出血の止まった人は傷口を洗いなさい」

　エマの様子を見ていたローゼンハイムは、そこで微笑ほほえみながらエマを讃たたえた。

「あなたは女神のようだ、レディ・エマ」

「い、いいえ。魔女だったら、誰でも同じようにやります」

「そうかもしれないが、あなたには特別な煌きらめきがある。傷ついた兵たちも、あなたに声をかけられると元気が出るようだ」

「そう言っていただけると嬉しいです。人の役に立てることが、魔女にとっては最高の栄誉ですから」

　疲れているけれど、エマは怪我人たちと共に歩き始める。マルケシュの馬には、傷ついた隊長が乗せられていた。

「さあ、もう少しだから頑張って。魔女の村に行けば、傷薬も痛み止めもあるわ。歩くのが辛くなったら、木の枝で杖つえを作って、さあ、歩きましょう」

　エマの言葉がけに励はげまされたのか、兵たちは従順に歩き続ける。

「女王になったら最高だ……」

　自分が傷つけた兵をおぶって歩きながら、イバンは呟つぶやく。

「ますます気に入った。躾しつけのできてない、バカなガキをびしびし鍛きたえてくれそうだ」

　それを聞いたマルケシュが、遮るように言った。

「そんなことはナーシャのほうが得意だろ。エマは本当は繊せん細さいで優しい女性だ。今は、皆のために無理をしているだけだ」

「そうか？　あれが本当のエマの姿だろう。男らしくないおまえなんかに、もったいねぇよ。俺たちの国の女王になるべきだ」

「平気で人の首を刎ねるような男は、エマの夫に相応しくない。エマがどれだけ傷ついたか、考えもしないんだな」

「しょうがねぇだろ。俺たちだって、死ぬこともあるんだ。自分の身を守って、何が悪い」

　二人の言い争いに、エマはその場で立ち止まってしまった。

「こんなときに、言い争いはやめて。それより急ぎましょう」

　イバンにはすまないが、狼の一族に加わるつもりはない。力ずくで連れ去ろうとしても無駄だ。魔女の村に入ってしまえば、すべての魔女たちがエマを助けてくれる。こんな揉もめ事も、もうなくなるだろう。
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　魔女の村に帰り着く頃には、辺りはすっかり暗くなっていた。けれどローゼンハイムが先に一行の到着を知らせてくれていたので、篝火かがりびが焚たかれ、滅めつ多たに開かれない大門が大きく開いて皆を出迎えてくれた。

「エマッ！」

　篝火に照らされた赤い髪で、そこにピートがいるのがすぐにわかった。ピートは両手を大きく広げて、真っ先にエマを出迎えた。

「ああ、お師し匠しようさまーっ」

　エマはピートに抱きついた瞬間、自分が生きて戻れたことの奇き跡せきに感謝した。

「無事だったんだね。よかった……。やつらはいったい何者なんだい？」

「狼おおかみの一族です。敵兵に二度も襲われたけれど、そのたびにいろいろな人たちに助けてもらいました」

　不思議な世界の住人たちの助けがなければ、無事に戻れたかどうかもわからない。夜の女王にも、いずれはお礼をするべきだろう。吸血狼のアルフにも会いたかったが、今はその姿を探す余裕がなかった。

「聞いてください、お師匠様。狼の一族の血を貰もらえば、皇太子殿下は人のままで生き返ることができるんです」

「……魔物にならないのか？」

「はい、あの人たちは特別なんです。傷はすぐに癒いえてしまうし、病やまいにも罹かからないんですって」

　エマは一団となって焚き火を囲んでいる、イバンやナーシャを指で示す。

　彼らは背も高く、体つきも逞たくましくて、いかにも特別な人間らしかった。

「そんなこと言われても、信じられないね」

「わたし、傷がすぐに治るのを見ました。今だって、敵側の兵はあんなに怪け我がしているのに、彼らにはほとんど怪我人がいないでしょ」

「あいつが親玉かい？」

　ピートは狼の一族に囲まれているローゼンハイムを示しめして言った。

「はい……」

「あいつの血を与えたら、殿下は目を覚ますって？　都つ合ごうのいい話だな。我々の努力はいったい何だったんだ」

　ピートが不ふ機き嫌げんになる理由は、エマにもよくわかった。魔法ですべての病が治せるなら、魔女たちの努力にどんな意味があるというのだろう。生しよう涯がいを病を治すことに捧ささげている魔女たちにしてみれば、虚むなしいばかりだ。

「いい鹿の角を貰ってきました。狼の一族は狩かりが上手じようずなんです。頼めば熊くまの肝かん臓ぞうとか、麝じや香こう猫ねことか、分けてくれるかもしれません」

「……そんなものなくても、やつらの血が一いつ滴てきあればいいんだろ」

　再会の喜びに浸ひたることもなく、ピートが機嫌を悪くしてしまったので、エマはすっかり悲しくなってしまった。

　夜なのに治ち療りよう院いんの扉とびらは開かれ、怪我人が次々と手当を受けていく。隊長は杖つえ代わりの剣に縋すがり、足を引きずるようにして歩いていたが、ピートを見つけて強こわばった笑顔を向けた。

「この怪我だったら、ここに入ることを許されるんだろ？」

「ああ、許してやるよ。ただし、治ったらすぐに兵を連れて出て行ってくれ。あんたら、臭くてかなわないから」

　いつもは静かな村に、傷ついた兵たちが溢あふれている。それだけでもピートは憂ゆう鬱うつだろうが、そこにマルケシュがローゼンハイムを伴ともなって近づいてくると、ますます暗い顔になった。

「魔女殿、兄上の介かい護ごを今日まで続けてくださったことを感謝します」

　マルケシュはピートに頭を下げたが、それでピートが笑顔になることはなかった。

「お礼を言うなら、ここにいる魔女全員に言っておくれ。わたし一人がやったわけじゃないんだから。それよりエマが無事に戻れてよかった」

「大公は、兄上がまだ生きていることを知らなかったようです。兵たちが退却したので、新たに刺し客かくを送ってくるかもしれません。これ以上、この村に迷惑をかけたくないので、ローゼンハイム卿、ピート殿、今すぐにでも兄上を目覚めさせてください」

「そうだね。ついでにここにいる怪我人、全員を今すぐ治したらどうなんだ」

　ピートの皮肉な口調に、エマは思わずその手を握にぎって言ってしまった。

「お師匠様、そんなことをしたら、狼の一族が命を狙ねらわれます。これまでずっとあの人たちのことが隠されていた意味を、考えてください」

「エマ、わたしに説教するのかい？」

「そんなつもりはありません。お師匠様、悔くやしい気持ちはわかるけど……滅多に見られない奇跡を目にできるんですよ。それにこのままじゃ、殿下の体も保もたないのでしょ？　お願いです。快こころよく助けてあげてください」

　必死に訴うつたえるエマの心が通じたのか、やっとピートもいつもの笑顔を取り戻した。

「ああ、わかった。それじゃ、特別の血を持ってる人に訊きたい。我々の知識では、他人の血は与えられないことになっている。たまに母親から子供に血を分けることはあるが、それだって上う手まく体に入っていくかわからないんだが」

　ピートはローゼンハイムに向かって言う。するとローゼンハイムは深く頷うなずいた。

「ご安心を魔女殿、私の血は人間のものとは違うので、誰だれに与えても不ふ適てき合ごうとなることはない。では、問題の皇太子のもとに案内してくれ」

「ああ、案内するが、入っていいのはマルケシュ王子だけだ。他の者は入れないようにしておくれ」

　納なつ得とくしたのかピートの後をマルケシュとローゼンハイムだけがついていった。

「お、お師匠様、わたしは、駄目ですか？」

　奇跡をどうしてもこの目で見たい。そう思っているエマの気持ちを察したのか、ピートはぶっきらぼうに答えた。

「わたしの助手をやるのがエマの仕事だろ」

「は、はいっ」

　機嫌を悪くしていたようだが、師匠であるピートに許されたことが何より嬉うれしい。エマは半分走るようにして、治療院の中にある特別な部屋に向かう。

　蠟ろう燭そくに照らされた室内では、こんな騒ぎの中でも魔女たちの手しゆ技ぎが続けられていた。石の寝台の上に寝かされたガイルは、体を温めながらこすられ続けている。

「兄上……」

　マルケシュはガイルに駆かけ寄り、その手をしっかり握りしめた。

「眠ったままなのに、今日まで生きていたことがまさに奇跡だ」

　ここに連れられてきた最初の頃より、はるかにガイルは窶やつれている。頰ほおはこけ、体から肉はなくなりあばら骨が浮き出ていた。

　けれど艶つややかな黒髪はそのままで、美しい唇くちびるもまだ色を失っていない。

　瘦やせた胸はゆっくりと上下し、息をしているのがわかった。

「素す晴ばらしい。どうやって眠ったまま生かしておけたのだろう？」

　ローゼンハイムは素直に感心している。するとピートは、石の寝台の回りに置かれたものを示して説明を始めた。

「精製水と滋養食を、管くだで流し込むんだ。そして体を温め、自分で動いているかのような刺激を与える。排はい泄せつも手伝わないといけないから、一日、三交代でつきっきりさ」

「素晴らしい技術だ」

「あんたの血の一滴には負けるけどね」

「いや、そんなことはない。私も不死ではないし、この血を与えることでいろいろとまずいことも起こる」

　まさかとんでもない副作用があるのだろうか。エマは驚き、思わずマルケシュに縋すがりついてしまう。

「他の一族の者では、誰にでも血を与えることはできない。人と同じで、血が合わない者同士、互いの血を混ぜると死んでしまう」

「へぇー、あんたの一族はみんな万能なのかと思ったよ」

「自分の体は治せても、他人まで治せるものではない。それができるのは、この私だけだ」

　まだピートは、ローゼンハイムが変身することまで知らない。エマは何度も口にしそうになったが、そのたびにぎゅっと奥歯を嚙かみしめて耐たえた。

「では、魔女殿。殿下の体に傷を作ってくれ」

「腕でいいかい？　大きさはどれくらい？」

「ああ、上腕でいい。大きさはほんの少しで。私がその傷口に血を垂たらす。受け入れられれば、そのまますべて吞のみ込むだろう」

「はっ、まるで魔法だね」

　ピートは笑いながら、手技をしている魔女たちにやめるよう命じた。すると魔女の一人が、不安そうに聞いてくる。

「ピートさん、その人が夜の住人？」

「いや、正確には人と獣けものの中間の生き物だ」

　ローゼンハイムは自らそう名乗ると、マントを脱ぎ、着ている白いシャツの袖そでをまくり始める。

「ローゼンハイム卿、何かまずいことがあるというのは？」

　マルケシュが心配そうに訊きいている。エマもその一言が気になっていたから、知りたくてたまらなかった。

「そうだったな……マルケシュ王子、これだけは約束して欲しい。皇太子が蘇よみがえって、この先婚こん姻いんするとしても、その子供を王位に就つけてはいけない」

「えっ……」

「皇太子の子供は、すべて我が領民に預けるように」

「どういうことです？」

「我々の血統の者は、常人とは明らかに違う能力がある。そんな者が王にでもなったら、世界を支配しようなどと、愚おろかな野望を抱いだくかもしれない」

　果たして理由はそれだけだろうか。まだ何かありそうだったが、ローゼンハイムはそれ以上の説明はしなかった。そこでエマは、思い切って訊たずねてみた。

「殿下のお体は大丈夫なんですか？　突然、その、爪つめが伸びたり、犬けん歯しが鋭するどくなったりとかはしませんよね？」

「面おも白しろいことを言うな、レディ・エマ。そういった目に見える変化はないが、もしかしたら性格は変わるかもしれない。我が一族の特徴は、いつも高こう揚ようしている状態でいることだが、皇太子も同じようになるだろう」

「……兄上がですか？　まさかイバンのようになるのでしょうか？」

　マルケシュが狼狽うろたえている。その様子を見たローゼンハイムは苦笑いしていた。

「イバンは、元々の素養が低い。山の中で狩りだけをして暮らしているからだ。ところが皇太子は、幼少の頃より帝王学を学び、謀ぼう略りやくを巡らす人たちに囲まれ、思ったこともそのまま言えずに、苦しんで育ったはずだ」

「よくご存じで」

「若い国の領主とは、皆、同じように苦しんでいるものだ。ところがそんな悩める王が、毎日、何の悩みもなく元気に過ごせるとなったら……それはそれで……多少の問題は出てくるだろう。マルケシュ王子、以前のように皇太子のことを見守ってやるといい」

「はい、ですが不安です。これからもローゼンハイム卿にご指導いただければと思います」

　ピートがよく研とがれた小さなナイフで、ガイルの腕に傷を付ける場所を探している。けれどその手は、ローゼンハイムの一言で止まった。

「残念だが、私はもう四百九十年も生きている。不死ではないので、そろそろこの世界を去らないといけなくなりそうだ」

「四百九十歳？　とてもそうは見えないよ。まだ三十にもなってないと思ってたのに」

「不死ではないが、不老ではあるらしい」

　ローゼンハイムは、ガイルの腕の一部を指で示す。そこにピートは思い切ってナイフで傷を作った。血管が切れたのか、たらたらと赤い血がガイルの色白の腕を伝って、石の寝台を流れる湯の中に落ちていく。

　ピートのナイフを受け取ると、ローゼンハイムも自身の手首に傷を付けた。そして湧わき上がってくる血を、ガイルの傷口の上にかざした。

「厄やつ介かいなことに、傷ついた端から傷が塞ふさがってしまう。実は血を流すというのは、私にとって大変なことなんだ」

　大きく傷つけたのに、みるみる傷は塞がっていく。その様子をピートはあんぐりと口を開けて見ていた。

「凄い……ナーシャは一日かかったのに、ローゼンハイム様は……」

　エマも目の前の奇跡に、ただ目を奪われるだけだ。

　やっと出てきた血は、一滴だけだった。続いてローゼンハイムは新たな傷を作り、ガイルの傷口に血を滴したたらせようとする。

「マルケシュ王子、もう一つ言っておこう。我々は銀に弱い。これより後、皇太子には銀の装飾品を身につけさせないように」

「銀ですか？」

「そうだ。銀だけが、私を蝕むしばむ」

　血が溶け合ったと思ったら、その箇か所しよが一瞬ふつふつと煮え立ったように見えた。泡立ちが収まり、流れる湯がガイルの手を洗っていった。すると不思議なことに、傷は一瞬にして塞がっていた。

「驚いた。何歳まで生きるのか知らないけど、ローゼンハイム様、どうせならこの魔女の村に住み着いたらどうだい？　難病に罹った者を、治す手助けをしておくれよ」

　ピートはもう怒っていない。目の前で起こった奇跡を認めたようだ。

　エマもピートと同じ気持ちになっている。ローゼンハイムがここにいてくれたら、もう難病で死ぬ人はいなくなるのだ。それは素晴らしいことに思えたが、ローゼンハイムにしてみれば迷惑な話だったろう。

「すまないが、人助けは私の仕事ではない。今回はイパネラ女王の依頼で引き受けたが、二度と同じようなことはしないだろう」

　ローゼンハイムはシャツの袖そでを直し、マントを纏まとうとマルケシュに言った。

「ナーシャを指揮官として、しばらくの間援軍は置いていく。皇太子が目覚めたら、ただちに父君と母君を救いに行くといい」

「はい、ローゼンハイム卿はどうされるのですか？」

「余命が少なくなってきた私には、なすべきことがまだあるのでね」

　それだけ言うと、もうローゼンハイムは治療院を出て行ってしまった。

「とんでもない詐さ欺ぎ師しなんじゃないの？　効いてるのかね？」

　まだ目を閉じたままのガイルを見つめて、ピートは文句を言う。

　自然と皆が、ガイルを取り囲むようになってしまった。

　腰の部分に布をあてがっているだけで、ほとんど裸に近い姿は、いくら病人を見慣れたとはいえ、エマには刺激的だ。だからエマは、できるだけガイルの顔ばかり見るようにしていた。

「うーん……」

　誰が発した唸うなり声だろう。思わずそこにいたピートと二人の魔女、それにマルケシュとエマは顔を見合わせる。

「こんな緊張しているときに、おかしな声なんて出すんじゃないよ」

　ピートが叱ると、全員が自分じゃないと首を横に振った。

「おかしな声か……。しばらく話していないので、声の出し方を忘れたらしい」

「えっ？」

　ついにガイルの声を聞くことができたのだろうか。エマにとっては初めて聞く、甘く爽やかな美声だった。

　ガイルの手足がぴくっと震ふるえた。続けて瞼まぶたがゆっくりと開き、ずっと開くのを待たれていた紫の瞳が現れた。

「兄上……」

「マルケシュ、私が愚かだった。あのような酒の飲み方を毎晩続けていたら、毒を盛ってみろと誘っていたようなものだ」

　ゆっくりとガイルは上半身を起こす。その様子を見ていた魔女たちの間から、同時に声にならないため息が漏もれた。

「湯が流れる寝台というのは、実に快適だな。これは城にも作りたいくらいだ」

「皇太子……殿下……」

　ピートがまぬけな声を出す。するとガイルは、湯に濡れた髪を軽くかき上げて、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「私をここまで生かしてくれた魔女たちには、心より感謝する。あなたたちの日々の介かい抱ほうがなかったら、とうにこの体は腐くさっていただろう。後日、この労苦に対して相応の礼はする」

「殿下、どこも具合の悪いところはございませんか？　ものははっきりと見えますでしょうか？　息苦しいとかはありませんか？」

　立て続けにピートが質問しても、ガイルは嫌な顔一つせずに頷うなずく。

「気分はとてもいい。望みがあるとしたら、私はかなり空腹だ。よく肥こえた羊の肉とかホロホロ鳥の焼いたもの……干したイチジク……あまり酸っぱくないリンゴ。そんなものが食べたい」

「殿下、ずっと流動食でしたから、いきなりそれは」

「大丈夫だ、治療主任。とりあえず着るものをもらおうか。レディの前で、薄布一枚というのは、あまりにも失礼だろう」

「は、はい……」

　ピートが手にするより早く、エマは清せい潔けつな大判の麻布を手にして、濡れたガイルの体を拭ぬぐう用意をした。

　ローゼンハイムの血を受けて、それほどの時間は経たっていない。なのにガイルは、少し瘦やせてはいるがどこにも病を感じさせない、健康そうな様子をしていた。

「左右の色が違う……美しい瞳だ」

　できるだけガイルの体を見ないようにしながら水滴を拭っているエマの様子を、じっと見ていたガイルが言った。

「名前は？」

「エ、エマです」

「そうか、あなたが私の婚約者か」

「えっ？」

　まさかそんなはずはない。ガイルは眠っているように見えて、周囲の話し声をすべて聞いていたというのか。

「殿下、ここであったことを、すべて、お、覚えてらっしゃるのですか？」

　ピートが動揺している。きっと聞こえていないと思って、言いたいことを包み隠さず話していたのだろう。

「そうだな、すべてとは言えないが、レディ・エマ、あなたが私のために、その身を犠ぎ牲せいにしようとしてくれたことはとてもよく覚えている。愛らしい人というだけではない。勇気のある素晴らしいレディだ」

　そこでガイルはエマの手を取り、優雅な仕草で唇を押し当ててきた。

「私の婚約者を、こうして間近に見られて幸せだ」

「ち、違います。あれは違うんです」

「どうやら、血を吸う魔物にはならずにすんだようだな。安心していい。あなたの血よりも、今は無性に肉が食べたい。力を得るには、食事が何よりだ。マルケシュ、食事がすんだら馬を用意してくれ。反逆者をのさばらせておくわけにはいかない。ただちに大公の暴ぼう挙きよを抑え、国を平定しよう」

　マルケシュも淀よどみなく話すガイルを前にして、すっかり言葉を失っていた。

　あまりにも想定していたことと違う。眠っていた間のことは何も知らないから、今から皆で詳しくこれまでのことを説明するのだとエマは思っていた。

　エマと婚姻するという話は、ガイルに血を与える必要はなくなったのだから、当然なくなるだろう。そうなればガイルは、エマのことなど何も気付かずに、ここを去っていくはずだった。

「婚約者のレディ・エマも同伴する。そのつもりでいてくれ」

「えっ！」

　ガイルの体を拭っていた布を、エマは思わず落としてしまった。

　ここで誤解を解といておかなければ、このまま婚約者にされてしまう。エマは助けを求めるようにマルケシュを見たが、あろうことかマルケシュは、ガイルに事情を説明することもなく、押し黙ったままだった。

「殿下は誤解なさってます。わたしは血を提供するために、殿下の元へ行くつもりでおりました。けれどその必要はもうないのですから、殿下、ご自身に相応ふさわしいかたと、どうか婚姻なさってください」

「血を与える決意までしてくれたレディが、私に相応しくないと言うのか？　もし身分のことなど考えているなら、何の心配もない。私は皇太子だ。私がすると決めたことは、すべてそのようになる」

「いえ、そうではなくて……」

　マルケシュ様助けてと、エマは心の中で叫んだ。ここでエマはもう自分と婚約しているとでもマルケシュが言ってくれたら、こんな話は消えてしまうだろう。

　なのにマルケシュは、ガイルの衣服や剣などを点検し始めていて、二人の会話に口を挟んでくる様子はなかった。

　いったいどうしてしまったのだろう。まさか心が通い合っていたと思ったのは、エマの勝手な思い込みだったとでも言うのか。

　そんなはずはない。ついさっきまで、マルケシュは必ず迎えに行くと約束していたではないか。

　ガイルが目覚めた途端に、マルケシュは自分を見失ってしまったようだ。それとも今はガイルも混乱しているから、他に人のいないところで、あらためて話すつもりなのかもしれない。

「兄上、お召めし替えを……」

　まるで侍じ従じゆうのように、マルケシュはガイルの着替えを手伝い始めた。

「父上と母上は無事か？」

　聞かれたマルケシュは返事に詰まっている。ローゼンハイムを連れてくるまで、マルケシュには両親の無事を確かめる余裕もなかったのだ。

「まだ城には一度も戻っておりません。騎士たちは先に帰しましたが、その後、どうしているのか……」

　マルケシュが申し訳なさそうにしている。

「だったら、ただちに城へ戻ろう。騎士を帰したと言うが、まさか、ここには私たち二人しかいないのか？」

「ローゼンハイム卿の領民が、援軍として来てくれております。最強の精鋭部隊です」

「……傷が残らない、特別な者たちか？」

「はい」

　そこでガイルは、ふっと口元を歪ゆがめて笑った。それを見ていたマルケシュが、とても混乱しているのがエマにはわかる。

　以前のガイルを全く知らないが、ローゼンハイムが言っていたように、ガイルの性格が変わってしまったのかもしれない。それでマルケシュは戸惑っているのではないだろうか。

　それならエマも、マルケシュが何も言ってくれなかったことを許せる気持ちになってくる。

「マルケシュは父上より先に、私を助けることに必死になっていたようだな」

「父上の命は……そう早くに失われる心配はありませんから」

「言い切れるか？」

「大公の性格だったら、表面上は平和的に譲じよう位いが行われたように見せかけたいはずです。だから父上は、まだ生かされているでしょう」

　着替えを終えたガイルは、剣を手にして確かめている。その顔は自信に溢れていて、何も恐れてはいないように見えた。

「では、援軍の指揮官と、以後の打ち合わせをしよう。夜のうちに馬を走らせ、城に戻る。彼らと食事ができるように、至急、手配してくれ」

「はい……兄上、それと一つお願いが」

「何だ？」

「エマは、レディ・エマは、今、城に連れていくのは危険です。ここに留まらせてあげてください」

　マルケシュが遠えん慮りよがちに申し出たのに、ガイルは一瞬で何かを悟さとったようだ。エマとマルケシュを交互に見ている。

「城に連れ帰るのは心配か？」

「ここに戻る途中、何度も危ない目に遭あわせてしまいました。これ以上、危険な目には遭わせられません」

「そうだな……マルケシュがそこまで言うのなら……ではレディ・エマ、いずれ迎えを寄越すから、それまで待っていてくれ」

「いえ、わたしは、違うんです」

　けれどエマの言葉を聞くこともなく、ガイルはマルケシュを伴って外に出て行ってしまった。

「なんだい、あれ？　わたしたちには挨あい拶さつもなしか？」

　ピートと二人の魔女は、ぽかんと口を開いてガイルを見送っていた。

「さっきお礼は言われたけど、あんなものかしらね。生き返ったんだから、もっと感激するところじゃないの？」

「信じられない。さっきまで死人みたいだったのに、目が覚めた途端に、あんなに傲ごう慢まんで嫌な感じの皇太子になっちゃうなんて」

　二人の魔女の感想に、エマも異論はなかった。

　何だか想像していたガイルと、雰ふん囲い気きが違う。それとも勝手に思い描いていただけで、本物のガイルは最初からあんな男だったのかもしれない。

「お師匠様、なんか勘かん違ちがいされているみたいなんですけど」

　濡れた床を拭ふきながら、エマは情なさけない声を出す。あの様子では、ガイルがじっくりと人の話を聞くとは思えない。

「憧れの王子様だったんだろ？　いいじゃないか、見み初そめられたんだ、そのまま婚姻すればいいだろ」

　ピートはどかっと音を立てて椅い子すに座り、大きなため息をつく。必死にガイルを生かそうとしていただけに、あんなにあっさりと目を開いて普通の状態に戻られてしまって、脱力感に襲われているのだろう。

　そんなときだが、エマは話を聞いて欲しい。他にマルケシュとのことを相談できる人間は、誰も思いつかなかった。

「あの血はどんな力を秘めているんだろう？　殿下の体は健康な状態で保存されていたが、あれが瀕ひん死しの重病人だったら、どんな効果を見せるんだ？」

　どうやらピートの頭の中は、ローゼンハイムの血の秘密でいっぱいになってしまったらしい。これではエマの悩み事なんて、聞いてもらえる余裕はなさそうだ。

「お師匠様……」

「ああ、あのうるさい皇太子に、食事を出してやりな。可か哀わい相そうに、弟のマルケシュ王子、あんなに頑張ったのに、あの調子じゃたいして感謝もされていないみたいだね」

「はい、何度も敵に襲われ、やっと帰ってきたのに……お気の毒です」

「で、どっちが好きなんだ？」

　なげやりな口調で言っているが、やはりピートはエマの悩みにとうに気付いてくれていたようだ。

「お、お師匠様、わ、わたし……」

「人間は見かけじゃないって、これでよくわかっただろ？　綺麗な顔をしていても、動き出したらあんな傲慢男だよ。それより、あの控えめな弟のほうが、気になるんだろ？」

「う……お師匠様ーっ」

　ついに耐えきれなくなって、エマはピートの足あし下もとに座り込み、その膝ひざに顔を押しつけて泣き出した。

　何だか胸がいっぱいで、何からどう説明したらいいのかもわからない。けれどピートだったら、言葉にしなくてもすべてわかってくれるような気がした。

「よしよし、大変だったね。魔物の次は半獣の相手、助けた王子はあれだし、好きになった男はつれないし」

「わ、わたし、どうすればいいんですか」

「そうだね。まずはお湯に入り、汚れた服を着替えて、蜂はち蜜みつをたっぷり入れた薬草湯を飲むことだ」

「……もうマルケシュ様とは、普通に話すこともできないんでしょうか？」

　エマには一言も声をかけずに、去っていったマルケシュ。このまま会えなくなってしまいそうで、エマの心に新たな悲しみが広がっていく。

「今はそれどころじゃないだろ……。マルケシュ王子は生き真ま面じ目めだ。両親を救い出し、王に忠実な諸しよ侯こうの無事を確認し、すべてが収まるまではああやって働き続けるだろうよ」

「そうですね……何でお師匠様には、マルケシュ様のことまでそうやってわかってしまうんですか？」

「病人とはいえ、毎日、人間を相手にしてるんだよ。少しは人を見る目も育つさ。だけどこのわたしにも、いや、村むら長おさや長老たちでもあの男のことはわからないだろう」

　ピートはエマの髪を優しく撫でながら、滅多に聞かせない沈んだ声を出した。

「五百年近く、病むこともなく、あんな姿で生きているってのは、どういう気持ちなんだろう。これまで何を見てきたのか」

「それなら夜の女王はもっと長生きですよ」

「魔物は夜しか生きられない。あの男は朝陽も見れば、満天の星空も見る。世界中、行きたいところに旅することもできるんだ」

　あろうことかピートは、ここを訪れた多くの男たちの誰でもなく、人狼のローゼンハイムに憧れてしまったようだ。

　遠くを見るような目をしているピートの体を、エマは思わず揺すってしまった。

「ロ、ローゼンハイム様は、変身するそうです」

「んっ？」

「あんな綺麗なお姿なのに、狼になるんですって。わたし、見たかったんです。だけど大切な恩人に、目の前で狼さんになってくださいなんて頼めないでしょ」

「……」

　やはりこんな話、ピートに言っても信じてはもらえそうにない。失敗したかなと思っていたら、ピートは椅子から勢いよく立ち上がり、エマに向かって吠ほえていた。

「どうしてそれを早く言わないんだいっ。滅多に見られない、貴重なものを観察できるいい機会だったのに」

「だ、だって……そんな余裕なかったし」

「誰か、今からあのローゼンハイムって男を呼び戻してくれないかっ。ああ、わたしが馬に乗れるんなら、すぐにでも追いかけるのにっ」

　赤い髪を振り乱して、ピートは心底悔しがる。ここは一緒に悔しがりたいところだが、エマはとりあえず大人しくしておくことにした。
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　何かが違う。これは本当にあのガイルなのだろうか。

　村の広場に設けられた臨時の食卓で、ガイルは狼おおかみの一族や怪け我がをした兵と混じって、楽しげに食事をしていた。

「酒がないのは残念だ」

　そう言いながら、焼いた羊肉や鶏とり肉にく、野菜と肉の煮込み料理、さらには鱒ますの油焼きなどをガツガツと平たいらげていく。

　以前健康だったときでも、こんな健けん啖たん家かではなかった。どちらかというとマルケシュよりも小食だったのだ。それがどうだろう、イバンにも負けない旺おう盛せいな食欲だった。

「旨うまいなぁ、こんな旨い料理は食ったことがない。エマもこんな料理を作れるのかな」

　イバンはナーシャに向かって、軽い調子で口にした。

「これを食べて育ったんだ。作れるだろ」

　ナーシャが答えると、途端にイバンは相そう好ごうを崩くずす。

「そうか、こんな旨い料理を作れる嫁よめを持ってるやつはいない。俺は幸せ者だな」

　わざとマルケシュに聞こえるように言ったのだろう。けれどそれはガイルの耳にも入ってしまった。

「エマ？　もしかして……左右の瞳の色が違う娘のことか？」

「ああ、そうだ。ローゼンハイム様は、何人かスワンドールから連れ帰っていいって、マルケシュ王子と約束したんだ。俺はエマを連れて行く」

「それは無理だ。エマはスワンドールの人間ではない。ここは特別自治領だ。それに彼女は、すでに私の婚約者なので」

　そこでいきなりナーシャは、木のテーブルを叩たたいて大笑いし始めた。

「レディ・ナーシャ。大変失礼な態度だと思うが、君の国では食卓でのそういった無礼は、許されるものなのか？」

　さらっと言ってのけるガイルには、以前の物静かで思し慮りよ深い雰ふん囲い気きは消えていた。たとえナーシャの態度に腹が立っても、決して口にはしなかった。せいぜい眉まゆを顰ひそめてみせ、巧たくみに話題を逸そらすくらいのものだ。

　なのに今のガイルは、堂々と思ったままを口にする。悪びれた様子もなく、むしろ皮肉を口にするのを楽しんでいるかのようだ。

　ローゼンハイムの血が入ったことで、性格までローゼンハイムに似てしまったのだろうか。

　いや、ローゼンハイムは皮肉屋ではなかった。高こう潔けつな魂たましいを持っているように、マルケシュには思える。

　だとしたらこれは、隠れていたガイルの本性なのだろうか。

「なんだよ、もっと大人おとなしい、メソメソした王子様かと思ったら、結構、強気の嫌なやつじゃないか。それとも、あれなの？　ローゼンハイム様の血をもらったおかげで、頭の中まで熱でやられちゃった？」

「以前の私を知っていて、そんなことを言っているのか？　違うだろ？　どう考えても、私と君たちは初対面だ。ここで私のことをよく知っているのは、この世界一忠実な弟、マルケシュだけだ」

　マルケシュの肩に手を置き、ガイルは挑いどむように皆を見つめて話す。

　これまで感じたことのない戦せん慄りつが、マルケシュの全身を駆かけめぐる。ローゼンハイムの言ったことが今更のように思い出されて、怖くなってきたのだ。

　狼の一族の血を引く子供には、決して王位を継がせるなと言われた。ガイルの性格も、常に高揚している状態に変わると言われた。

　ここにいる人間たちの中で、マルケシュだけがガイルの変化に気がついている。けれど別人だとは思わない。これもまたガイルなのだと、新たに気が付き恐れているだけだ。

「その忠実な弟君が、あんたの婚約者を自分の婚約者だって言ったのさ。だけどおかしいよね。どうしてあんな小娘が、こんなにもてもてなんだ？　背も高くないし、胸も小さい。どう見てもまだ子供なのに、左右の目の色が違うってだけで、夢中になれるものなの？」

「マルケシュの婚約者？　それは違う。マルケシュはエマを守るために、噓うそをついたんだ」

「そんなことないさ。あたしには、あの王子様が好きだって告白してたよ」

　ナーシャの思わぬ告げ口で、マルケシュはエマとの約束を思い出す。ガイルが落ち着いたら、エマとのことを話すつもりだったのに、ナーシャが余計なことを言ってくれたせいで、話はまたややこしくなりそうだ。

「私たちの間では、そんなことは何の問題にもならない。マルケシュは私が望むものを奪うほど、愚おろかな弟ではないからだ。それよりもイバンだったか？　君にはスワンドールの姫君たちを紹介しよう」

「姫君なんかに興味はない」

　イバンは怒ったように言うと、マルケシュを睨にらみつけてきた。

「おい、マルケシュ王子、この頭が煮えてる兄さんを何とかしろよ」

　するとナーシャが、イバンの肩に手を置いて、とんとんと背中を叩きながら言い出した。

「姫君でももらっておけばいいじゃないか。あたしはこのおかしな殿下、嫌いじゃないよ。どう、殿下、あたしは？」

　わざと胸の盛り上がりを見せつけるようにして、ナーシャは体を揺すった。

「おい、ナーシャ。おまえ、マルケシュ王子狙ねらいだったんじゃないのか？」

「マルケシュ王子は面おも白しろみがないもの。それより……殿下のほうが楽しそう」

　ナーシャは椅子から立ち上がり、そのままガイルに近づいていって、その肩に両方の手を置いていた。

「殿下の体には、あたしたちの神様、ローゼンハイム様の血が流れてる。ねぇ、殿下。別にお妃きさきになんてしてくれなくていいから……あたしは……殿下の子供が欲しい……」

　ナーシャの手が、ガイルの頰ほおを撫なでている。するとガイルは、艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら、あろうことかナーシャの手を取って、優しく唇くちびるを押し当てた。
















　これは兄ではない。マルケシュが敬愛し、命を賭としても助けようとしたあの兄ではなかった。

　マルケシュは耐えきれずに、椅子から立ち上がりその場から逃げ出した。

　するとその後をイバンが追ってきた。

「あれがおまえの自慢の兄上か？　俺にはとんでもない女タラシに思えるけどな」

「うるさい……」

「エマをあいつに奪われるのは嫌だ。何人も愛人を作って、悲しませるのが目に見えてる。マルケシュ王子、おまえが兄上の前じゃふぬけだってのはよーくわかった。だったら俺がエマを攫さらっていっても、文句は言わないだろ」

「うるさいぞ、イバン。私は、今は大公の暴挙をどうやって食い止めるか、それで頭がいっぱいなんだ」

「噓をつくなよ」

　そうだ、イバンの言うとおり噓だった。

　大公の脅きよう威いは去った。ガイルが生きている以上、大公がしたことはどんな理由をつけたところで叛はん乱らんだ。大公の叛乱に同調する愚かな諸しよ侯こうなど、ほとんどいないだろう。

　ガイルを連れて無事に城に戻れば、何の問題もない。

「エマは私が守る。それより、いいのか、イバン。あのままじゃ、ナーシャが……」

「別に、俺はマルケシュ王子だろうが殿下だろうが、ナーシャが好きにすりゃいいと思ってるから、口は挟まない」

「イバン、なら頼みがある」

　ナーシャがふざけかかるのを許しているガイルを、そっと木こ陰かげから見つめながらマルケシュは思い切ってイバンに言った。

「もしナーシャが、兄上の子供を身ごもるようなことになったら……その子供は、君たちの国で育ててくれ」

「何だ、そりゃ。ナーシャの子供が、スワンドールの国王になったらまずいのか？」

「ローゼンハイム卿きように言われたんだ。今なら、その意味がわかるような気がする。君たちには、ローゼンハイム卿という神のような指導者がいるから、どんなに力があっても自制することができるんだろう？　子供にもそれを教えて欲しい」

　話しているうちに、マルケシュにも自分が恐れていたものの正体がわかってきた。

　マルケシュはガイルが、とんでもない暴君となってしまうことを恐れたのだ。

　以前のガイルには、どこか弱々しいところがあった。あまりにも深く物事を考えすぎるため、悩みが尽きないせいかもしれない。もう少し、自信を持って強くなってくれればいいとマルケシュは願っていたが、今のガイルは本当に自信に溢あふれている。

　生き返れたことで、何かが変わったのかもしれない。もう少し落ち着いたら、元の思慮深いガイルに戻るかと思ったが、その確証は全くなかった。

　やはり以前と大きく違うのは女性に対する態度だ。

　ガイルもそろそろ妃を娶めとっていい年頃だったから、貴族の姫君を招いての宴うたげなどが数多く催もよおされた。けれどガイルはいつでも、宴で姫君たちと踊るのを嫌そうにしていた。

　女は苦手だと、マルケシュにはこっそり打ち明けていた。

　そんなガイルが、エマにもナーシャにも、媚こびを含んだ笑顔を見せている。しかもエマを婚約者と認めているのに、ナーシャに言い寄られたら彼女も受け入れそうな勢いだ。

「ローゼンハイム様の言うことなら、俺たちは逆らえないが……どういう意味だ？」

「ナーシャの子供だけじゃない。兄上の子供、すべてだ」

「えっ？　だったら、誰が次の王になるんだよ」

　マルケシュは言葉を失った。そして自分が、とんでもないことを引き受けてしまったと気付いた。

　ガイルの子供を王位に就つけられないとなったら、マルケシュの子供が王になるのだろうか。それでガイルが納なつ得とくすればいいが、そう簡単にはいきそうにない。

　どうかしている。ガイルが戻ったことを、まずは素直に喜ぶべきだ。

　先のことを今から心配してしまうマルケシュは、これでは自分がガイルと入れ替わったようだと思った。

「ローゼンハイム卿は、スワンドールに暴君が誕生するのを恐れているんだ。兄上の子供が特別な子供だったら、いずれ野心を抱いて隣国に攻め入るかもしれない。そうなる前に、危険な芽を摘つんでおけということなのだろう」

「そりゃローゼンハイム様の血を引いたガキなら、何人だって引き取るけどよ、それじゃマルケシュ王子と、大好きな兄上の仲がこじれちまうんじゃないか？」

「そうだな……」

「ガキの心配するより、殿下の心配したらどうだ？　今じゃ殿下も、傷つけられてもすぐに治る体だ。こういう体になるとな、どうなるかわかるか？」

　矢が突き刺さってできた傷跡を、イバンはマルケシュの目の前に晒さらしてみせる。昼の間の戦いだったのに、傷はもうほとんど癒いえていた。

「怖い者知らずになるんだよ。俺たちは勇気があるが、それは多少無茶したって、死ぬことはないからさ。まぁ、俺たちはガキの頃からこうだから慣れてるけど、殿下はいきなりなったんだ。何か、上う手まく言えないけど、そうだ、自分が神様にでもなったように思うんじゃないか？」

「……兄上は思慮深いから……大丈夫だ」

「だといいけどな。スワンドールを敵に回して、戦いたくなんてねぇよ」

　エマに対する態度から、イバンを嫌なやつだと思っていたが、ここで少し気が変わった。思ったよりもいいやつなのかもしれない。

「これだけは言っておく。やつが何と言っても、エマは渡さない。まだおまえと奪い合いをしてるほうがましだ」

「ではそうしよう。私も……いくら兄上でも、エマだけは渡したくない」

　強くマルケシュがそう思っても、問題はやはりエマの気持ちだ。あんなふうに強くなってしまったガイルを見て、心が動いてしまったのではないかと気になる。けれど今は、そんなことを確認しに行くこともままならなかった。

「マルケシュ、何をしている。食事はすんだ。出しゆつ立たつするぞ」

　ガイルが大きな声で言いながら、マルケシュを探して近づいてきた。

「兄上、申し訳ありません。騎士と共に、馬も帰してしまいました」

　まさか急にこんなに元気になってしまうと思わなかった。マルケシュとしては、再び馬車を用意して、ガイルを乗せようと思っていたのだ。

　乗馬なんてとても無理だと思わせるほど、先ほどまでのガイルは瘦やせこけ、すぐにも死にそうな様子をしていた。なのに今は相変わらず瘦せてはいるが、その全身から何ともいえない力が溢れていて、煌きらめいているようにすら見えた。

「それなら案じることはない。ナーシャの馬に、一緒に乗っていく」

「あ、ああ……では、村長に出立を告げてまいります」

　何とかエマを探し出し、安心させる言葉を伝えたい。そう思っていた心を読んだかのように、ガイルは冷笑交じりで言ってきた。

「私の婚約者に会ったら、必ず迎えに来ると伝えてくれ」

「……」

「マルケシュではない、この私がと」

「兄上……それは」

　エマを愛しているのは私です、そう言いたかったが、ガイルはそれを許さなかった。イバンを見つけて、すぐに視線をそちらに向けてしまったからだ。

「イバン、凱がい旋せんしたら、この国流の宴を催し、君たちの助力に報むくいよう。ナーシャに聞いたが、報ほう償しようは健康な独身の農民ということだな。では、よく実る穀こく物もつや野菜の種と一緒に、健康な男女を入植させることを約束する」

「それはありがたいが……」

「マルケシュ、村長に報償は何がいいか訊きいておけ」

　ガイルは次々と、思ったままを口にする。こんな態度も、以前にはないものだった。

　イバンも何か言いたそうだったが、浮かれたナーシャに捕まってしまった。

　ガイルはいったいナーシャにどんなことを言ったのだろう。もうナーシャの眼がん中ちゆうには、マルケシュの存在など欠片かけらもないようだ。それは別に構わないが、エマを婚約者と呼ぶ口で、ナーシャにも甘いことを言ったとしたら、マルケシュとしては許せない気分だ。

「まずは王位を取り戻すことだ……」

　村長に挨あい拶さつする前に、何としてもエマに会いたい。マルケシュの足は速くなっていた。
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　出発の刻ときが近づいたのか、広場は馬の嘶いななきや人々の話し声で騒そう然ぜんとなっている。

　エマはガイルの寝ていた寝台の湯を止め、治療器具などの片付けを行った。旅から戻ったばかりで疲れていたが、そんなことはここでは言えなかった。

　ピートはもっと疲れているだろう。何日も満足に寝ていなかったのかもしれない。椅い子すに座ったまま、いびきをかいて眠りこけている。

　入り口を叩たたく小さな音がした。魔女仲間だと思って、エマは急いで扉とびらを開けたが、そこにいたのはマルケシュだった。

　マルケシュはエマを外に連れ出し、人目につかない治療院の裏手に誘った。篝かがり火びの光は届かず、微かすかな星明かりだけが二人を照らしている。そのせいでエマの瞳の色の違いも、ここでは全く気にならない。

「マルケシュ様……」

　二度と話すこともできなくなるのかと思っていたから、来てくれたのはとても嬉うれしい。マルケシュはそっと手を差し出してきて、水仕事で冷たくなったエマの手を握った。

「エマ、混乱させてしまってすまない。兄上には、これまでの経緯をゆっくり時間をかけて説明するつもりだ」

「お気持ちは嬉しいですが、これ以上わたしのせいでお二人の仲がこじれてしまうのは嫌いやです。だからもう……」

　自分のせいでマルケシュが苦しむなんて、エマには許せない。それならいっそ魔女の村に留とどまり、このまま魔女として暮らしていくべきだと思った。

「私に対する気持ちはなくなった？」

「……はいと言いたいけれど、わたし、噓は下へ手たです」

　やはりマルケシュが好きだ。だから嫌いになったとか、もう好きじゃないとは言えなかった。

「それを聞いて安心した。エマが、兄上のほうがいいと思っていたらなんて、つまらない嫉しつ妬とで苦しんでたんだ」

　エマ同様、マルケシュもあまり噓は得意ではないようだ。こうして本音で話しているときと、無理をしているときでは声が違う。

「ローゼンハイム卿きようの血は、特別だったようだ。おかげで兄上は助かったけれど、何だか以前と人が違ってしまったみたいで、おかしいんだ。エマにあんなこと言うなんて、想像もしていなかった」

「わたしも驚きました。ずっと眠っていたと思ったけれど、声とかはちゃんと聞こえていたんですね」

　ヒドラゲンという毒を飲んで、生還したという話はこれまで聞かない。エマとしては、ガイルに眠っていた間の話ももっと聞きたかった。だがあの様子では、ガイルが進んで話してくれることはなさそうだ。

「信じられるか？　起きた途端に、イバンと同じだけ肉を食べたんだ」

「きっとこれまでの何倍も、強くなられたんです」

「そうだな。だから心まで浮き上がって、あんなおかしな態度になってるんだと思う。だけどエマ……」

　マルケシュはそこで言葉を切り、エマを引き寄せて抱きしめてきた。

「これからもいろいろと言ってくるだろうが、兄上の言葉に……踊らされないでくれ。あれは本来の兄上の姿ではない」

「……」

「以前は、思いつきで次々と人に命令したりすることはなかった。眠っている間、思うようにならなかった反動なのかもしれないが、このままでは何もかも自分の思い通りにしようとするかもしれない。それが心配だ」

　たとえガイルがどう変わろうと、マルケシュの兄思いは変わることがないようだ。こういった優しさが、エマが惹かれる理由の一つでもあった。

「今から城に戻り、父上と母上を救出する。それから大公を捕らえ、諸侯の無事を確認しなければならない。無事にまた会えるよう、祈っていてくれ」

「はい……これ……」

　エマはいつも下げている袋の中から、いい香りのする香草を入れて縫い込んだ小布を取り出した。

「マルケシュ様に会えたらすぐに渡そうと、急いで取ってきました。気分が沈んだときに嗅かぐと、元気のでる香草です。それと汚れを浄化する水晶玉が入ってます。紐ひもを付けておきましたから、いつも首から下げていてください」

「忙しかっただろうに、わざわざ用意してくれたのか？」

「こんなことしか、わたしにはできないから」

「ありがとう、エマ」

　そこでマルケシュはエマの頰ほおに手を触ふれ、そのまま上を向かせて唇くちびるを重ねてきた。

「あっ……」

　キスされたのだとわかったけれど、どんな反応を示したらいいのかわからない。力を抜いて、ただされるままになっているしかなかった。

　エマが拒まないと知ると、マルケシュはそのまましばらく唇を重ねていた。やっと離れたときには、悲しげなため息が聞こえてきた。

「エマと出会えてよかった。こんなに心が安らいだのは、初めてのような気がする。それに、こんなこと言ったら嫌な男だと思われるかもしれないが……兄上ではなく、私がエマに選ばれたことで自分にも自信が持てた」

「マルケシュ様はマルケシュ様です。他の誰でもなく、マルケシュ様なんです。どうか……ご無事で」

「ああ、すぐに迎えに来る。魔女の村の人たちにはすまないが……他の誰よりも、私にはエマが必要なんだ」

　もう一度マルケシュが唇を重ねてきたとき、治療院の中から咳せき払ばらいが聞こえた。どうやら爆睡していたピートが目覚めたらしい。

「大好きだ、エマ……すぐにまた会えるから」

　マルケシュはエマを抱きしめていた腕を離し、名残なごり惜おしそうにしていたが、ゆっくりと去っていった。

　暗くら闇やみの中、しばらくぼうっとしていたら、ピートの声が聞こえてきた。

「ここを出て行く気になったんだね」

　振り向くと窓が開いていて、ピートが顔を覗のぞかせている。

「お師匠様、わ、わたし……」

「いいよ、別に責めてはいないさ」

　いっそ罵ののしられたり、叱しかられたりしたほうがよかったかもしれない。あっさりと受け入れられて、エマはまだ迷っていたのに後ろから押されたように感じた。

「だけどエマ、ここを訪れる病人とは違う、別の意味での病人が宮中にはたくさんいるから、気を付けなさい」

「病人がいるんですか？」

「ああ、権勢欲とか、見栄っ張りとか、噓つきとか噂うわさ好きとかの、心の病やまいに罹かかってる病人だよ。エマ、外の世界に出たら、人は……心が綺麗なだけでは生きられない。汚されたら何度でも洗い直す、それぐらいの強さがないとね」

「……はい」

　てっきり反対されると思っていたのに、ピートの口からは思ってもいなかった言葉が次々と出てくる。エマは暗闇の中、ゆっくりと窓辺に近づき、室内の微かすかな蠟ろう燭そくの灯あかりに照らされたピートの姿を見上げた。

「ローゼンハイム様の言ったことの意味が、エマ、わかってる？」

「えっ……」

「殿下の子供に王位を継がせるなって言っていた。それはつまり……マルケシュ王子の子供が、次代の王になるってことだよ」

「……」

　では誰がマルケシュの子を産むのだ。このままいったら、それが自分になるとエマは初めて強く意識した。

「エマ、おかしな運命だけど、あんたが次の王の生母になりそうだ。いいかい、エマ、もしそうなったら、ここで学んだことを忘れないようにしなさい」

「学んだこと……医療の知識ですか？」

「そうじゃないよ。病は誰にでも平等にやってくる。わかるかい？　どんな身分の人も、同じ人間だってことだよ。エマ、あんたの生んだ王子が、自分の欲望のために、他人の命を利用するような施し政せい者しやにならないよう、しっかり教育するんだ」

　そんなこととても無理だと、ここで逃げ出したくなってきた。だがマルケシュの愛を受け入れるなら、そこまで考えないといけないのだった。

「怖くなったかい？　相手はあれでも王子様だよ。中途半端な気持ちで、愛してるだの好きだの言ってたら駄目だ。魔女になるのと同じくらい、覚かく悟ごを決めないと」

「わたしにできるでしょうか？」

「マルケシュ王子に対して、愛があればどうにかなるさ。それより用心しないといけないのは、殿下になりそうだね」

　目覚める以前を知らないのに、ピートにもガイルの変化はわかるのだろうか。

「お師匠様も、殿下の様子がおかしいと思うんですか？」

「たった一滴や二滴で、ヒドラゲンの毒を消す血をもらったんだ。いいかい、効きすぎる薬には、副作用ってやつが付いてくる。殿下はいきなり超人になっちまったから、大食いで大酒飲みの女好きになりそうだ。ローゼンハイム様みたいな指導者がいればいいけど、スワンドールにはそんな神みたいな人はいない。マルケシュ王子は苦労させられるだろう」

　ピートは肝かん心じんな人を忘れている。いや、人ではないから思いつかないのだろうか。

　夜の女王、イパネラがいるではないか。イパネラがスワンドールを守る気持ちがあるなら、きっと困ったときには助けてくれるだろうとエマは思ったが、それは甘えすぎだろうか。

「あーあ、それにしても残念だった。あの狼男が変身するところ、見たかったのに」

　余程残念に思ったのだろう。いつもあっさりしているピートにしては、珍めずらしいこともあるものだ。

「狼の一族に嫁よめ入いりすれば、ローゼンハイム様にまた会えるかもしれませんよ」

　エマの思いつきに、ピートは口を開いてガハハと大笑いする。

「それだけは無理。やつら臭すぎる」

　いや、たとえ彼らが全身から薔ば薇らの香りをさせていても、ピートは嫁とつぐ気持ちなんてないのだ。エマにはできなかったことだが、生涯を魔女として生きるのがピートの生き甲が斐いなのだから。
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　あれから二十日が過ぎた。噂うわさでは大公は捕らえられ、自じ邸ていに軟なん禁きん状態になったという。再び国王が玉ぎよく座ざに返り咲いたが、いずれ近いうちに譲じよう位いするらしい。

　ガイルは王になるのだ。

　マルケシュからは一度だけ文が届いた。叛はん乱らんに加か担たんした諸しよ侯こうの処しよ罰ばつのために、遠方まで旅に出ないといけなくなったといったものだった。

　エマは別に急がない。魔女の村での生活は、厳しいけれどやはり楽しかった。

「あーあ、もう、あの兵隊たちのおかげで、毎日傷薬ばかり作らせられてうんざりね」

　エマより少し年上の見習い魔女が、綺き麗れいな麻あさ布ぬのに蜜みつ蠟ろうを塗る作業をしながら愚ぐ痴ちっていた。するともう一人の見習い魔女が、大きく頷うなずいて話し始めた。

「そうよね、一度にあんなに押し寄せてくるんだもの。あの人たち、ひどいのよ。傷洗いの精製酒を、ああ、こりゃ酒だなんて言って、勝手に飲んじゃったの」

　その事件のときのことを思い出し、エマは思わず笑いだす。

　またもやピートがキレて、負傷した兵隊をぶん殴なぐったのだ。

「お師し匠しよう様、すごかった……兵隊さん、吹っ飛んだよね」

「最強ピート様を怒らせたんだから、しょうがないわよ」

　くすくすと笑いながら、見習い魔女たちは、麻布を切り裂き、細い紐ひも状じようにしたものを巻き、四角く切ったものには蜜蠟を塗っていく。

　怪け我がをした患かん者じやに使うものだが、大勢の兵がやってきたせいで、ついには在庫がなくなったのだ。

　少しでもよくなった順に、兵たちは馬車に乗せてスワンドールの町に追い返した。そのせいで今は、重傷だった三人の兵が残っているだけだ。

　隊長は責任を感じたのか、自身の足も完かん璧ぺきに治っていないのに、大門の側で野営している。食事を差し入れするのは、エマの役目だ。

　自分たちの命を狙ねらった男だったが、個人的に親しくなるとそんなに悪い人間ではないのがわかってくる。大公の命令を鵜う吞のみにしてしまったせいで、隊に戻っても、ガイルによって処罰されるだけだと嘆なげいていた。

　兵思いの隊長だ。エマはマルケシュと話せる機会があったら、隊長を復職させて欲しいと頼むつもりでいたが、どうやら隊長の意向は違っていたらしい。

「さて、今日の作業はこれでおしまい。隊長さんたちにパンを届けなくちゃ」

　新しい傷用の布を手にして、エマは席を立つ。魔女見習いたちは、師匠の特別の用命がない限り、夕食までの時間を自分のために使うことができる。自由といっても、そんなときに教わったことを整理して紙に書き写したり、ドレスの綻ほころびを繕つくろったりするのだ。

　十八歳になるまで、正式な魔女となる試験は受けられない。しかも一度で受かる者は少なく、受からなければずっと魔女見習いのままだ。あまりにも成績が悪いと、ついには魔女見習いも下ろされて、雑用係に回されてしまう。

　そういった厳しさに耐えかねて、魔女の村を出て行く者も中にはいた。魔女にまでなって婚こん姻いんした者はいないが、そうやって出て行った中には、幸せな婚姻をした娘もいたかもしれない。

　厨ちゆう房ぼうの煙えん突とつからは、もくもくと煙が上がっていた。その隣の精製酒を作る作業場の煙突からも、派は手でに煙が上がっている。大量の怪我人で、傷口を洗う精製酒も残り少なくなって、急きゆう遽きよ、新たな蒸留酒の製造が始まっているのだ。

　さらに村のずっと奥には、特別な炉ろが設もうけられている。そこでは汚れたものが燃され、悲しいけれど流行はやり病やまいで亡なくなった人も焼かれた。

　ここにいると教えられる。

　浄化のために威い力りよくのあるものは、火、水、蒸留酒、灰、石せつ灰かいなどだと。

　水は決して汚してはいけない。魔女の村では汚お水すいは巨大な浄じよう化か槽そうに溜ためられていた。汚お泥でいが溜まると乾燥させて焼くのだが、その作業だけはさすがにエマも大嫌いだった。

　エマは厨房に寄り、野営している病人の家族の食料を、手押し車に詰め込む。

「うわーっ、今夜は鳥の香草焼き？　おいしそう」

　思わず漏もれた歓かん声せいに、顔を真っ赤にして焼き窯がまの前で働いていた女が微笑ほほえんだ。

　魔女見習いで脱落したけれど、家にも帰れない女たちは、厨房で働くことを望む。家か畜ちくの世話や、鶏けい舎しやで鶏とりを育てる女たちもいた。さらには縫ぬい物が得意な女もいたし、病人の介護が苦ではない女もいた。

　夜の女王は優しい。行き場のない女たちに、働く場を与えている。

　この時代、女たちが守られながら働けるところは、ほとんどなかった。エマはここしか世界を知らないが、訪れる病人やその家族から聞いて世の中のことを学んでいる。

　そして魔女の村の素晴らしさを、いつも再確認していた。

　けれどここを維い持じする資金が、夜の女王から支払われているとは知らなかった。

　焼きたてのパンがたくさん並んでいる。それを籠かごに入れながら、エマは寛かん大だいな王について考えてしまった。

　民が豊かであることを、第一に考える王ならいい。イパネラのように資産を民のために使ってくれなくてもいいから、過か酷こくな税の徴ちよう収しゆうをしたり、罪もないものを処刑するような、愚かな王でなければ民は平和に暮らしていける。

　次に井戸から新鮮な水を汲くみ出しながら、エマは自分が次代の王の母親になるかもしれないと、改めて考えていた。

　戦いくさのない世界にできる王がいい。民思いの優しい王がいい。果たしてそんな王に、エマの子供がなれるのだろうか。

「生まれるかどうかもわからないのに……」

　呟つぶやきながら、最後にスープの入った大鍋を荷車に積み、エマはよたよたと大門目指して歩き出す。

「荷車押してるお后きさきなんているかしら。いないわよね」

　ゆっくりと陽が陰り始めていた。一日を終える前の慌あわただしい気分で荷車を押していると、マルケシュと過ごしたあの数日が、すべて夢だったような気がしてくる。

　マルケシュなんていなかったんだ、そう思えたらどんなに楽だろう。夢だとしたら、あの夢は素晴らしすぎた。村での魔女見習いの生活は楽しいけれど、誰か一人のことを真剣に考えるという喜びは、やはりここでは二度と味わえないのだ。

　野営地は様変わりしていた。隊長は不自由な体ながら、木を伐ばつ採さいして広場を造り、そこに屋根のある宿泊所のようなものを建ててしまったのだ。

　中央に炉を配し、仮の寝床になる板張りの床を造ってある。そのおかげで、野営している人たちも雨あめ露つゆが凌しのげ、炉の火で一晩中暖を取ることができた。

「隊長さん、皆さん、夕食ですよ」

　誰かが釣つってきたのだろう。大きな鱒ますが木の枝に刺され、炉の火で焙あぶられている。柱に打ち付けられた鉤かぎには、射られた雉きじが数羽、血抜きのために吊つるされていた。

「皆さん、狩人かりゆうどとしても優秀ね」

　そこでエマは配はい膳ぜんを病人の家族に任せ、病人一人一人の報告をして回った。

「ザルベルさんのお祖ば母あさんは、明後日あさつてには帰れます。薬と湿しつ布ぷを出しますからね。兵隊のドリさんは、傷口から入った毒素は抜けましたが、まだ消毒と投薬が必要ですし、歩行は難しいです」

　葉っぱに書いたものを、エマは読み上げていく。こうすることで、待っている家族も安心できるのだ。

「隊長さん、あまり無理をなさらないでくださいね。明日、昼にまた消毒にいらしてください。温浴をなさってもいいですよ」

「ありがとう、レディ・エマ」

　兵隊に志願する前は大工だったのだろうか。にこやかに微笑む隊長がした仕事は、なかなか立派なものだ。一人ではもちろんできないから、病人の家族や元気になった兵隊たちにも手伝ってもらったのだろう。

「残りの兵隊さんたちが完治するには、まだしばらくかかりそうです。隊長さん、もしお戻りになりたいのなら、わたし……マルケシュ様にとりなしてもらうようお願いしますが」

　隊長のことももちろん心配しているが、エマは内心これを口実に、マルケシュから連絡がこないかなと思っていた。

　送られてきた文に返事は書いたけれど、その後にマルケシュからの文は届かない。遠いところに行ってしまったら仕方のないことだと思うが、やはり寂さびしかった。

「いや、戻れなくてもいいと、この頃ではそう思ってるんだ。あれかな、この村で男は働けないんだろうか？」

「無理だと思います。だって隊長さん、まだ若いもの」

　そこで隊長は、髭ひげの伸びてきた顔を緩ゆるませて笑う。

「そんなに若くもないさ。大門の番と、この野営地の管理をやらせてもらえないだろうか。大門の中には入らない。それは約束する」

「どうして？　帰れば隊長さんにも仕事はあるんでしょ？」

「命じられたら、簡単に人殺しにならないといけない兵隊が嫌になっただけさ」

　こんな僻へき地ちで、毎日、病人の家族の世話をするというのか。

　余程のことがあれば、イパネラは今回のように警護の騎士たちを寄よ越こしてくれる。エマたちが狼の一族を連れて戻るまで、イパネラの親衛隊が守ってくれたことを後で聞いたが、彼らは必要がなければ決して姿を見せることはなかった。

　番犬というか、守護役のアルフは吸血狼だから、夜しか行動できないという弱点がある。そう考えていくと、屈くつ強きような男が大門の門番をしてくれれば、魔女たちも安心できるかもしれない。

「村むら長おさのジータ様に伝えておきますね」

「ああ、だけど赤髪の魔女殿には、絶対に反対されるだろうな」

　隊長の大げさな嘆なげきに、エマもつられて笑いだす。そのとき、馬車の音が遠くから聞こえてきた。それには隊長も気付いたのだろう。それとなく剣と弓を用意し、警戒態勢を取った。

「もう陽が暮れるのに、馬車でやってきたのか？」

「急病人かもしれません」

　刻ときを選ばず、急病人はやってくる。慣れているエマは、ここで馬車の到着を待つつもりでいた。

「だとしたら、余程身分のいい御ご仁じんだな」

　隊長は遠くに目を凝こらしながら呟く。

「えっ？　そんなことわかるんですか？」

「四頭立ての馬車なんて、持っている貴族は限られているからさ」

　それを聞いて何となく予感がしてきた。エマは思わず路上に出て、先陣を切って馬で走ってくるかもしれないマルケシュの姿を探す。

　けれど夕焼け色に赤く染まる空と対照的に、森の影ですっかり暗くなっている道では、はっきりとものの形を見分けるのも難しくなっていた。

「いよいよマルケシュ王子のお迎えかな。だったら、これからはエマ王女とお呼びしなければ」

「やめてください。王女なんて、おかしいわ」

「そうもいきませんよ、王女。これまでの非礼はお許しください」

　隊長は胸の前に手を置き、丁てい寧ねいに挨拶してくる。

　普通の馬車より、進みは遅いような気がした。やっと間近にその姿が見えてきたが、華はなやかな揃そろいの衣服を身に纏まとった御者が二人、優雅に馬車を進めている。

　近くまでくると、隊長は腰を折って馬車に乗っている人に対して礼をした。これは確かに城からの迎えの馬車だ。エマも思わず地面に膝ひざをつき、頭を下げて礼をした。

　するとエマの前で、馬車はゆっくりと停車した。

「レディ・エマ、こんなところで何をしているんだ。乗りなさい、村に行くから」

　馬車の窓から声をかけてきたのは、何とマルケシュではなくガイルだった。

「い、いえ、大門を開けるように伝えないといけませんので……」

　エマはそこで走り出す。

　どうしてマルケシュではないのだ。なぜガイルが、わざわざやってきたのか。

　不安がエマを、忍び寄る夕ゆう闇やみのように押し包んでいた。
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　ガイルはたくさんの報ほう奨しよう金きんを村に払った。そして有う無むを言わせずに、エマを連れてすぐに帰路についた。

　覚かく悟ごはしていたが、あまりにも急で十分な別れの挨あい拶さつもできない。皆、ほとんど食事中で、会うことも叶かなわなかった。

　エマの荷物は、布袋が一つだけ。着替えもいらないと言われては、持っていくものも限られてしまう。

　魔女の村の外はずれ、水車小屋に置き去りにされたときに着ていた産うぶ着ぎは、小さな袋に縫ぬい直し、虫むし除よけの香草を入れてずっと肌はだ身み離さず身につけていた。

　それといつも愛用している先の曲がった金属棒と、応急処置のできる程度のものが入った小袋だけを持ってきた。

　これまで書きためた薬事帳は置いてきた。魔女たちの製薬の秘密は、決して知られてはならない。ピートに預けてきたが、いずれは燃やされてしまうのだろう。

「どうした？　元気がないな」

　対面に座っているガイルは、にこやかに微笑ほほえんでいる。

「おいしい菓子もあるぞ。もちろんワインもある」

　豪華な馬車の内部は、ちょっとした部屋のようだ。ふわふわのクッションが数個積まれていて、羊の毛で織られた膝ひざ掛かけもあった。

　籐とう籠かごには様々なものが詰め込まれている。パンにワイン、干し肉や果くだ物ものなどがあって、中にはエマなど食べたこともない、おいしそうな菓か子しもあった。

　夕食を食べ損そこねたエマだけれど、どうしてもガイルに勧すすめられるものを食べる気にならない。それより脳のう裏りを過よぎるのは、食べられなかった鳥の香草焼きと、焼きたてのパンだった。

「殿下、マルケシュ様は……どうされているのでしょうか？」

　一番気になっていたことを訊きくと、ガイルはワインを杯さかずきに注ぎながら物もの憂うげに答えた。
















「叛はん乱らんに加か担たんした諸しよ侯こうの処しよ罰ばつで、国中を回っている。当分、戻ってはこられないだろう」

「……では村に戻してください。殿下は誤解なさっています。わたしは……マルケシュ様をお慕したいしております」

「あれは生き真ま面じ目めで、私としても自慢の弟だが、三日も私と一緒にいたら、エマ……あなたの気持ちも変わるだろう」

「どう変わるとおっしゃるんですか？」

　そんなことわかっているだろうと言うように、ガイルはただ笑うだけだ。引きずられるようにして馬車に乗り込んだけれど、やはりもっと抵抗すべきだったかとエマは後こう悔かいしていた。

「あなたに贈るものがたくさんある。楽しみにしてくれ」

　贈り物など欲しくない。それよりマルケシュに会いたかったが、この様子ではしばらく会えそうもなかった。

　もしかしたらと、ついエマは深読みしてしまう。

　マルケシュがいない間に、わざとエマを迎えに来たのではないだろうか。

　さらにエマは考える。

　ガイルは別にエマなどどうでもいいのだ。これまで自分にだけ忠実だったマルケシュが、自分以外の誰だれかを一番大切なものとしてしまったことが、ガイルには許せないのではないかと。

「殿下は、本当に誰かを好きになったことがありますか？」

　そんな質問を、これまでガイルにした者などいないだろう。だがエマは、臆おくすることなく訊いていた。

「何でそんなことを訊くんだ？　私が、大勢の愛人でも作るのではないかと心配しているのかな。だったらその必要はない。これから、あなたを好きになっていくのだから」

「おやめになったほうがいいです。だって、わたしは……マルケシュ様が一番好きなままですから」

　くぅーっとお腹なかが鳴った。目の前にあるご馳ち走そうには手を付けずに、エマは袋の中から非常用の乾燥果実を手にして口に含む。

「何で食べない？　別に毒など入っていないぞ」

「心が緊張しているときに、食べ慣れないものを食べるとお腹を壊します。それにどんなにおいしいものでも、体の栄養にならないんです」

　心が原因で、病やまいになってしまうこともある。エマはそうならないよう、できるだけ冷静にいたいと思った。

「殿下、眠っている間、周囲の音は聞こえていたのですか？」

　二人きりというのも、そろそろ気まずくなり始めたので、エマは訊きたかったことをここで訊いていた。

「ああ、何もかもではないが……」

「でしたら、誤解されてもしようがないかもしれませんね。最初、殿下に心が揺れたのは本当です。あまりにも美しかったので、ぼうっとなってしまって。でもそれって、殿下の外見しか見ていなかったということなのですが」

「だからどうだというんだ。その後、マルケシュと苦楽を共にしたから、あっちのほうがよく見えた。それだけのことだ。再び同じような経験を私としたら、エマの気持ちは変わる」

　ガイルのこの自信は、いったいどこから芽め生ばえたものなのだろう。ガイルが自信に溢あふれていればいるほど、エマの中で反発する心も大きくなってくる。

「もし変わらなかったらどうされるおつもりですか？」

「簡単だ。二度とマルケシュと会わせなければいい」

　さらりと言われて、エマは凍こおりつく。

　これならまだ、多少強引ではあったがイバンのほうが話が通じた。恐ろしいことに、ガイルは全く人の気持ちなど考えていない。

「やはり戻ります。降ろしてください」

「こんな夜にか？　真っ暗だぞ。どっちに戻ったらいいのかもわからないだろ」

　苦笑しながら、ガイルはさらにワインを空ける。

「そんなに怒るな。わかった、マルケシュに会わせてあげよう。諸侯の処罰が終われば、城に戻ってくる。それまでは私の婚約者としてではなく、客人として扱うと約束する」

　途端にガイルの態度は変わるが、それがかえって信用できなかった。

「目が覚めてから、何か変わったことはありますか？」

　黙だまっているのも辛つらくて、またもやエマは質問する。するとガイルは、マルケシュによく似た、眉み間けんに皺しわを寄せた表情で答えた。

「実は……こうして飲んでいるが、全く酔よわないんだ。味もしない」

「えっ？」

「こうして用意された料理も、ほとんど味がしない。唯一、旨うまいと思えるのは肉だけだ」

「まぁ……」

「以前は、こういった菓子も好きだったんだ。果物や野菜、嫌いなものはなかった。だが今は食べても食べても、満たされる感じがしない。エマ……ローゼンハイム卿きようは人じん狼ろうだということだが、私もいずれそうなるのかな」

　エマは言葉を失った。ローゼンハイムを頼ったが、ガイルにどんな変化が訪れるかまで聞いていない。それはエマたちの手落ちだった。

「姿は変わらないと聞きましたが」

　慰なぐさめになるだろうかと、とりあえず聞いたことを言ってみる。するとガイルは力なく微笑んだ。

「何日も眠りすぎたせいかな、眠りも浅いから困っている。体を動かせば疲れるかと思っていたが、剣の稽けい古こや乗馬をどれだけしても、疲れるということがない。しかも……誰と戦っても、負けるということがないんだ」

「……」

　だからといって、世界を征せい服ふくしようなんて思わないでと、エマは祈った。

　神になろうなんてしてはいけない。スワンドールにはすでに神がいる。不老不死の女神が、スワンドールを裏でこっそりと守っていてくれるのだ。

「ナーシャとイバンだけが、対等に戦える。今なら、マルケシュにも楽に勝てるだろう」

　ガイルはそこで嬉うれしそうに笑ったが、それを見ていたエマは悲しくなってしまった。

「マルケシュ様に勝つ必要などありません。だってマルケシュ様は殿下のことが大好きで、尊敬なさっています」

「マルケシュが十二になるまで、私は一度も負けなかった。なのに負けてしまってからは、二度と優位に立てなかった。私が思し慮りよ深い？　違う、私は、ただ臆おく病びようなだけだ」

　深いため息をつきながら、ガイルは外を見ている。空には細い月が出ていたが、星がよく見える。その星を見てエマには自分のいる位置がわかった。

　魔女の村から、かなり南に進んでいるようだ。途中、何度か深い森の横を通ったが、そのたびにエマは、あの森の中に薔ば薇らの城があるのではないかと思った。

「魔女の村は寂さびしいところにあるのだな。行くまでの間に、人家がほとんどない」

「病人を置くからです。それに人ひと気けのないところのほうが、薬草などよく育ちますから」

「都みやこは人だらけだ」

「そうなんですか？　生まれてから一度も、都に行ったことがありません」

「そうか……着くまでまだ刻がかかる。おかしな真似はしないから、安心して眠るといい」

「はい……」

　馬車の座席だというのに、エマがいつも寝ていた寝台よりずっと柔やわらかい。エマは遠慮なく横になって、膝掛けで身を包んだ。

「マルケシュが、なぜエマに惹ひかれたのか、わかるような気がする」

　いくら飲んでも酔いが訪れないので、ガイルはついに飲むのを諦あきらめたようだ。同じように座席に横たわると、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「エマは素直だ。その言葉に表裏がない。宮中では、思っていることの逆を平気で口にする人間ばかりだ……」

「どうしてそう思うのですか？」

「権力者になった大公に媚こびていたくせに、我々が戻った途端、今度は私に追従する。王が幽ゆう閉へいされたときには、助けようともしなかったのに」

「陛へい下かとお后きさき様は、ご無事だったのでしょう？」

　そこでエマは、未いまだに一度もその姿すら見たことのない王と王妃が、いずれは自分の義両親となることに気が付いた。

「ああ、幽閉といっても、自室に軟なん禁きんされていただけだった。怪け我がもないが……やはり精神的にはかなり応こたえたようだ。私が死ぬと思って、母は毎日悲しんでいたらしい。もし、二人に何かあったら、私は大公を討うっていただろう」

　ガイルの声こわ音ねが強くなる。怒りが蘇よみがえってきたようだ。

「そんなことがあった後だから、私は……妻を娶めとって両親を安心させたいんだ」

　それを聞いて、エマは動揺した。

　ガイルの気持ちはとてもよくわかる。けれど妻とする女が、マルケシュを好きになってしまったエマだというのが問題なのだ。

「わたしはただの平民です」

「そんなことは関係ない。今は貴族のように振る舞っている諸侯だって、元々は農民たちを治めていた領主に過ぎない。身分などというものは、後から勝手に作られたものだ」

　マルケシュがガイルを尊敬している気持ちが、少しだがわかってきた。冷静になっているガイルは思慮深く、王となるのに相応ふさわしい雰ふん囲い気きを持っている。

「殿下……マルケシュ様から、お世継ぎのことは聞かれていませんか？」

「世継ぎ？　まだ婚姻もしていないのに、エマは気が早いな」

　ガイルが明るく笑ったから、エマはローゼンハイムが言っていたことを、マルケシュが未だに告げていないことを知った。

　ここでエマが言うべきではない。だからエマは、そのまま押し黙だまった。

「心配しなくていい。もし私たちの間に世継ぎが生まれなければ、マルケシュの子供か、または従い兄と弟この子供に譲位する。誰が王になるかは問題ではないんだ。いかに国を治めるかが、重要なのだから」

　強引で嫌な感じの男だと思っていたが、今はガイルがとても気の毒に思える。毒など盛られなければ、そのままいい王になっただろう。

　そしてどこかの姫君と婚姻して、自分の子供に王位を継がせることができたのだ。

　好きな酒や菓子の味も楽しめず、平和な眠りも訪れない。有り余った力を持て余しているばかりでは、苦しいだけだろう。

　けれどエマと婚姻したところで、ガイルが救われるとは思えない。ガイルが得た新しい力を、生かせる世界がきっとどこかにあるはずだ。

　再び体を起こし、窓の外に視線を向けたガイルは、いきなり笑い出した。

「どうされたのですか？」

　心が壊れてしまったのかと不安になってエマが訊ねると、ガイルは笑いながら外を示す。

「何て無む謀ぼうな狼なんだ。どうやら馬車を獲物だと思っているらしい」

「狼ですって？」

　エマも慌てて窓に寄り、顔を出して外の様子を窺うかがった。

　真っ黒な狼が、馬車と同じような速度で真横を走っていた。その姿を見て、エマは思わず叫んでいた。

「まぁっ、大変！　アルフ、これ以上ついてきては駄目よ。夜明けまでに戻れなくなるわ。心配しないで、わたしはスワンドールのお城に行くの」

「誰と話している？　まさか、あれが人狼なのか？」

「いいえ、あれは人のように頭がいい狼です」

「んっ？　狼の一族が飼っているのか？」

「夜の女王が、魔女の村を守るために贈ってくれた勇者です」

　アルフはいったい何をしに来たのだろう。もしかしたら別れを告げるつもりで追ってきたのかと、エマの目め頭がしらは熱くなった。

「アルフ、いろいろとありがとう。女王様にも、感謝しておりますと伝えて」

　窓から身を乗り出すようにして、アルフに話しかけるエマの様子を、ガイルは呆あきれたように見つめていた。どんな目で見られようとも構わない。エマにとってアルフは、自分たちの危機を救ってくれた、大切な盟友なのだから。

「アルフ、いつまでも元気でいてね。そして魔女の村を、ずっと、ずーっと守ってちょうだい。あなたのことは忘れない。忘れないから……」

　その言葉の意味がわかったのか、アルフはくるっと踵きびすを返し、元来た方向に向かって走り出す。大きな尻尾しつぽが揺れている様子をずっと見ていたかったが、エマを乗せた馬車との距離はどんどん離れていって、ついにアルフの黒い姿は、夜の闇やみの中に溶けていってしまった。
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　一日半の旅程の末に初めて訪れた都みやこは、エマにとってすべてが驚きの連続だった。びっしりと立ち並んだ民家や、豪華な貴族の住まいで城の周囲は埋うめ尽つくされている。

　何台もの馬車が行き交い、人々は路上に溢あふれ出ていた。どこに向かおうとしているのか、忙せわしなく歩いている人たちの横を、馬車はゆっくりと通り過ぎていった。

　そしてついにエマの眼前に、高台にある城を中心とした風景が広がる。

「綺き麗れい……あれがお城」

「ああ、そうだ。まだ築城されて間もない。濠ほりが未完成なんだ」

　綺麗な湖が、城の近くにある。そこから水を引き入れて濠にするのだろうが、高い場所に水を導く技術があるのだろうか。エマにはわからないけれど、濠を作るために大勢の男たちが働いている姿が目に入る。

「あそこで作業している人の中に、怪け我が人にんはいませんか？　体力の落ちてしまった人はいないでしょうか？　きつい作業をする人たちには、良質の塩を含んだ食事が必要です。パンだけでなく、肉や魚も食べなければ……」

「エマ……」

　そこでガイルはエマの言葉を遮さえぎる。

「あなたはもう魔女ではないんだ。下しも々じもの労働者のことなど、心配しなくていい」

「……でも、あなたの民なのでしょう？　誰だれもが、快適に働けることが、一番なんじゃないのですか？」

「ああ、わかった。わかったから。馬車を停めろっ」

　ガイルが苛いら立だった口く調ちようで言うと、御ぎよ者しやは慌あわてて馬車を停めた。

　ここまでの道中、街かい道どうの宿場で二度馬を替えた。さらに御者も入れ替わっている。御者は自分たちが何か失敗したのかと、慌あわてて窓の下から顔を出した。

「殿下、何か不ふ手て際ぎわがありましたでしょうか？」

「そうじゃない。すぐに濠の工事の責任者を呼べ」

「は、はいっ」

　エマにはわからない。どうしていきなり馬車を停めて、濠の工事の責任者など呼ばないといけないのか。

　何か言ったら、こんなふうに回りの人たちが振り回されるなら、何も言わないほうがましだ。そう思ったエマは、いや、それでは何もかもガイルの思ったとおりになるだけで、あまりいいことではないのだとすぐに反省した。

　しばらくすると、陽に焼けた大柄な壮そう年ねんの男が、御者に連れられてやってきた。相手が皇太子だと聞かされて、何か不始末があったのかと男はすっかり怯おびえている。

「皇太子殿下……お通りになると知らず、何か不始末をいたしましたでしょうか？」

「いや、そうじゃない」

　ガイルは馬車から降りることもせず、地面に座り込んで頭を下げている男に、うんざりといった様子で言った。

「作業している男たちに、塩気のある食事を与えているか？」

「はっ？」

　男は狼狽うろたえている。いきなり塩の話をしても、意味がわからず混乱しているのだろう。

「あ、あの、作業がきついと、汗をたくさんかきますから、塩をいつもより多めに摂とるようにしてください。それと綺麗な水を、好きなだけ飲めるように。殿下が許してくださるなら、朝夕の食事に、必ず掌てのひらくらいの肉か魚、卵なら二個、食べられるといいです」

　エマの説明に、男は呆ぼう然ぜんとしていたが、やがてその姿を見て、ああと大きく頷うなずいた。

「北の魔女様ですね。都までわざわざ来てくださったんで？」

「い、いえ、その……怪我をした人は、傷口に泥が入らないようにして、綺麗な水でよく洗うように。傷が膿うんでいる間は、汚れない作業に回してあげてください」

　何でこんなときに、つい、いつものようにやってしまうのだろう。だが不ふ衛えい生せいで過か酷こくな作業場で、怪我をしたり病気になったりした人を見てきたから、エマは黙っていられなかったのだ。

「わかったな。戻ってよし。馬車を出せ」

　一瞬でガイルの興味は、濠の工事をする男たちから離れてしまったようだ。いや、エマが口にしなかったら、ガイルは誰が働いているのかまで、全く気にも留めなかっただろう。

「頑張ってくださいね」

　エマが優しく声をかけると、責任者の男は笑顔で手を振ってきた。それを見て、ガイルは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「私は魔女を連れてきたのじゃない。婚約者を迎えに行ったつもりなのだが？」

「魔女じゃありません。魔女見習いです。魔女は、そう簡単になれるものじゃないんです。魔女になるには、身分の上下なく、すべての人に優しく医療行為のできる公平さが必要です。わたしは、そう教えられて十五年、生きてきたから……」

「だが、これからは王室での生活を覚えろ。ダンスは踊れるか？」

「……」

　魔女の村でも、祭りのときには皆で踊る。けれどあの踊りと、ガイルが言っているダンスとは、きっと別物なのに違いない。

「あの男はエマの目に留まって幸運だったな。これからは毎日、たっぷり肉や魚を食べられる。怪我をした者は重労働免除となると、途端に怪我人だらけになるのが不思議だが」

「そんなことありません。大切にされているとわかったら、人は誰でも一生懸命になるものでしょ。わたし、殿下のこと、少し好きになりかけたけれど、そういう疑い深いところはやっぱり苦手です」

　噓がつけないのは、エマの欠点だ。たとえ相手が気き短みじかな皇太子でも、思ったことは言ってしまいたかった。

「私も、エマのそういう真まっ直すぐなところは苦手だ。酷ひどい目に遭あったら変わるだろうが、それはそれで嫌だし」

「どんなことがあっても、わたしはわたし、変わりませんから」

　この真っ直ぐなエマが好きだと言ってくれたマルケシュに、エマは今すぐにでも会いたかった。なのにマルケシュは、あの城にもいないのだろうか。

　工事中の濠の上に設けられた橋を渡り、馬車はついに城内へと向かう。

　エマは師匠のピートに言われたことを思い出した。宮中には、心を病やんだ人が大勢いる。その中で自分を見失うなと言われた。

　見失う心配なんてしていない。エマはどこにいても、エマなのだから。
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　こんなドレスは着たことがない。エマにとっては、病人用の風ふ呂ろとしか思えない小さな湯ゆ桶おけに入れられて、体をごしごし洗われた。その後で、やたら体を締めつける下着を何枚も着せられ、最後が絹きぬのフワフワしたドレスだった。

　美しいドレスだけれど、エマは自分にはちっとも似合っていないと思う。

「せっかく着せていただいたんですけれど、よろしければもう少し動きやすい、地味なドレスはありませんか？」

　ずらりと居並ぶ女によ官かんに向かい、エマはおどおどと懇こん願がんした。すると一番年長らしい女官が、恭うやうやしくドレスの裾すそを摘つまんで腰を下げ慇いん懃ぎんな礼をしてくる。

「エマ様、殿下がエマ様のためにご用意されたものです。これからは、いつもこのようなドレスとなりますので」

「そうなんですか？　苦しいですね。夕食には陛へい下かとお后きさき様とご一緒するそうですが、これでは食べられそうにありません」

　情なさけない声で言うと、女官たちは下を向いて必死で笑いを堪こらえている。そんなに笑われるようなことを言っただろうかと、エマはしゅんとなってしまった。

　ガイルは城に到着した途端に、女官たちにエマを預けてどこかに行ってしまった。ただ一言、宮中作法を教わるように言われたが、挨あい拶さつを覚えるだけで精いっぱいだ。

「お履はき物もこちらを」

　絹の靴下や、分厚い布地で作られた靴くつを履かされた。いつも革製のゆったりした長靴だったから、小さな靴がきつすぎる。その足を見て、またもや女官に笑われた。

「姫君たちは、あまり歩かないから、足が小さいのでしょうね。わたしは、このお城と広さだけはそんなに変わらない村の治ち療りよう院いんを、毎日何往復もしていましたし、野山も歩き回っていましたから、足が大きいんです。よければこれ、直していいですか？」

「直すのですか？」

「後ろの結び目を解ほどいて、革かわ紐ひもを縫ぬいつければいいでしょ。踵かかとが少し出ても、履けないよりずっとまし」

　早速エマはいつも持ち歩いている袋の中から、よく切れる小さなナイフと、裁さい縫ほう道具、それに巻いた状態で持ち歩いている革紐を取り出した。

「エマ様、そのようなことはすべてご自分でなさらず、私たちに命じてください」

「いえ、人に頼むようなことではありませんから」

　女官たちの気持ちもわかる。何しろエマの面倒をみることだけが、彼女たちの仕事なのだ。その仕事を取り上げてしまったようで、申し訳ないような気がした。

　それにしても広い部屋だ。いくつも椅い子すが並べられていて、奥には仕切りで囲われた寝台がある。けれど寝台は一つしかないから、女官たちはここで眠らないのかと、エマはつい余計なことまで考えてしまった。

「広い部屋ですね。まさかここで一人で眠るのですか？」

　魔女の村では、ピートと同室だった。魔女はそれぞれ個室を持っているがどこも狭くて、二段式の寝台を置いたら、あとは文ふ机づくえが置けるくらいだ。

「皆さんはいつもどちらで休まれるのですか？　よろしければこの部屋で、一緒に休んだらいかがですか？」

　ついにたまりかねた女官の一人が、部屋を抜け出して廊ろう下かで笑い始めた。ところが一瞬でその笑い声はやみ、短い悲鳴が聞こえてきた。

「黙だまって笑われてるなんて、エマらしくないよ」

　聞き覚えのある声に振り向くと、女官のドレスの襟えり元もとを片手で引っ張り上げながら、ナーシャが部屋に入ってくるところだった。

「ナーシャ……自分の国に帰ったんじゃなかったの？」

「ああ、その……まだ、帰りたくても帰れない事情ってやつがあるのさ」

　ナーシャは乱暴に女官を投げ飛ばす。すると女官たちは、倒れた彼女を助けながらピーピーと襲おそわれた雛ひなのような声を上げ始めた。

「ナーシャ、お願い、そんな乱暴はやめて。この人たちだって、悪気があったわけじゃないわ。わたしが田舎いなか者ものなのは、本当のことでしょ」

「いい子のふりなんて、してんじゃないよ。エマ、あんたってば、底無しのバカ？」

「……」

　笑った女官よりも、ナーシャのほうがずっときつい言いようだ。エマは口元を引き攣つらせながら、どう言ってナーシャに反撃しようかと考えていた。

「あたしがどうして怒ってるのかもわからないんだろ？」

「ま、まあね。久しぶりに会ったのに、いきなり怒り出すんだもの」

「だったら教えてやるよ。何だって、殿下の誘いに乗って、ここにやってきたんだ。マルケシュ王子はどうしたんだよ、この浮気者」

「だって……誤解だから、すぐに解とけるって思ってたの。ここに来れば、マルケシュ様とも会えるかと思って……」

「はんっ？　で、どこにマルケシュ王子がいるんだ？」

　何でナーシャはこんなに怒っているのだろう。もしかしたらガイルのことがとても好きで、エマが選ばれたことに対して嫉しつ妬としているのだろうか。

「ナーシャが殿下と婚こん姻いんすればいいのよ」

　そうしてくれればとても助かる。ナーシャも喜ぶと思ったら、その様子は違っていた。

「やめてくれ。そのドレス、あんたも似合ってないけど、あたしにも似合わない。この国の王妃になる気なんて、全くないね」

　それはそうだろう。王妃になりたかったら、女官をいきなり投げ飛ばしたりはしないはずだ。

「マルケシュ王子の嫁よめになる気がないなら、イバンと一緒にあたしたちの国に行こう」

「待って。今夜、陛下と食事をするの。そのときに、ちゃんと説明するわ」

「無理だね。今は、誰だれが何をどう言ったって、ここでは殿下の思うままだ。陛下だって例外じゃない。前はどうだったのか知らないけど、今、殿下に意見できるやつなんていないんだよ」

　さすがにエマも、自分が軽けい率そつだったと反省した。たとえガイルが遠くから来たとしても、簡単に馬車に乗ってはいけなかったのだ。

　魔女の村だったら、どこにでも隠れられる。そこでマルケシュが来るのを、待てばよかったのだ。

「ナーシャ、どうしよう」

　エマが半泣きになると、ナーシャはふんっと鼻息も荒く、エマの手を引いて外に連れ出した。回廊を歩いていくと、そこに大きな影が揺れている。その姿に見覚えがあって、エマは懐なつかしさを覚えた。

「イバン……」
















「よう、元気そうだな」

「ええ、元気だけど……おかしいでしょ、この恰かつ好こう」

「そんなことはないさ。可か愛わいいよ」

　何でナーシャは、こんなところまで連れてきたのだろう。まさかイバンと会わせるためだけだろうか。

　強引に口く説どいたりしてこなければ、イバンは友だちとして好きだ。ナーシャもそうだが、変に考えすぎた噓うそをつかないのがいいところで、そこが気に入っていた。

　辺りにはもう誰もいない。それを確認してから、ナーシャは珍めずらしく小声で話しだした。

「あの女官ってやつらは、平気で何でも聞いたことをしゃべりまくるから、用心しなくちゃ」

「……そうなの？」

「殿下がいきなり貴族でもない娘を連れてきて、婚約者なんて言い出すから、みんなエマのことを恨うらんでる。今度はエマ、あんたが毒を盛られかねないよ」

「……うっ！」

　それはさすがに嫌いやだった。けれどエマには、自分がそこまで恨まれる理由がよくわからない。ガイルの婚約者だと恨まれるのだろうか。では、マルケシュの婚約者だったらどうなのだろう。

「エマ、マルケシュ王子が戻ってくるまで、決して殿下と二人きりになったらいけないから。意味、わかる？」

「何となくわかるわ……いつもイバンがやりそうなことでしょ？」

　イバンがおいっと低く呟いた。

「そうだよ。婚姻の儀式なんてやらなくたって、愛情の欠片かけらもなくても、やろうと思えばいつでもやれる」

「だったらナーシャ、一緒にあの部屋で眠って」

「それは……できないよ」

　何だかいつものナーシャらしくない。歯切れが悪く、言いたいことがなんなのか上う手まく伝わってこなかった。

「俺が一緒に寝てやるよ」

　冗じよう談だんのようにイバンが言うと、ナーシャは怒ったのか思い切り強くその体を叩たたく。

「あたしたちだって、いつまでもここにいるわけじゃない。あんた、自分で自分を守らないといけないんだから」

「でも、どうしてまだここにいるの？　殿下が報ほう酬しゆうをくれるのを待っているの？」

　エマが質問すると、今度はイバンがエマの手を引いて、ナーシャから引き離した。

　ナーシャはそれを咎とがめるでもなく、苛いらついた様子で爪つめを嚙かんだままじっとしている。

「いいか、ナーシャは殿下の子を身ごもったら、国へ戻るつもりなんだ。ローゼンハイム様の言ったことを覚えてるだろ？　殿下の子供は、この国で育てちゃいけないって」

「覚えてるけど、もしかして、もうナーシャは……」

　ガイルとそういう関係になったということだろうか。だとしたら、そのまま婚姻すればいいのにと言いかけたけれど、その気がナーシャにはないことはもう聞いていた。

「知らない女ならまだしも、エマが殿下の子を身ごもったら、ナーシャとしては辛つらいだろ。そういう傷つきやすい微妙なところ、粗そ野やに見える俺たちにだってあるさ」

「とてもよくわかるけど、どうして殿下と婚姻しないの？　ナーシャは殿下を……愛しているんじゃないの？」

「殿下が婚姻したいのは、マルケシュ王子が愛しているエマさ。ナーシャじゃない」

　イバンは怒ったように言ったが、エマはそれを聞いて、やはりガイルの本ほん音ねはそうなのかと思った。

「どうして殿下は、そんなひどいことをするのかしら」

「さあな、狼おおかみの血が入ったからだなんて、俺たちのせいにするなよな。あんなによくしてやってるのに、殿下はマルケシュ王子が嫌いなんだろ」

「イバン……わたしを守ってくれる？」

　虫のいい願いだとわかっている。けれど今は、イバン以外に頼れる者はいなかった。

「守ってやってもいいが、それはエマのためでもマルケシュ王子のためでもない。ナーシャのためだ」

　やはりイバンは、誰よりも姉思いのようだ。ナーシャの不安そうな様子を、じっと見つめている。

「エマには殿下はおかしく思えるだろうが、ナーシャにはそう見えないらしい。殿下は剣の腕も強いし、あの顔だ。体も瘦やせていたのに、どんどん肉がつき始めた。しかも俺たちみたいに、傲ごう慢まんでわがままになっていきやがる」

　苦々しげにイバンは言っている。ナーシャがマルケシュ相手に大騒ぎしていたときには、こんな顔を見せなかった。もしかしたらナーシャは、かなり本気なのではないかと思えて、エマの胸は痛んだ。

「絶対に殿下の許嫁いいなずけなんかならないわ。ナーシャの気持ちを知ってるでしょうに、何て卑ひ劣れつなのかしら。もしかして、すべての女は自分のものだとでも思ってるんじゃないのっ」

　エマが怒り出すと、イバンは困ったような顔になる。そして苦笑いしながら言いだした。

「んーっ、狼の一族ってのは、男はみんなそんなふうに考えるんだ。殿下はいつの間にか、一族の男らしくなっちまったってことさ」

「よくない。そういうのは、絶対によくないっ。心がないわ。大切なのは、互いを思いやる愛情でしょ」

「ああ、わかった、わかったよ」

　興奮するエマを、イバンはさりげなくナーシャから引き離していく。それはナーシャをこれ以上傷つけまいとする、イバンなりの思いやりだった。

「ナーシャは誰よりも自じ尊そん心しんがでかいから、本気になっちまったことを、殿下には言えないだろうな」

「そんな……ナーシャが婚約者になったっていいのに」

「そうはいかない。俺たちは、異端の一族だ。ナーシャもそれはわかってる。だから、せめて子供だけでも欲しいのさ」

　エマにはナーシャの気持ちはわからない。協力できることがあるとしたら、何が何でもガイルの求婚を拒こばむことだけだった。

「エマさまーっ、エ、エマ様。陛下との会食のご準備を急ぎませんと」

　遠くから女官が叫んでいる。エマはドレスの裾を摘んでそろそろと歩きだしたが、その途中でふとひらめいた。

「これまでのドレスに着替えよう。マルケシュ様に会うまでは、わたしはわたしのままでいなくちゃ」

　ここにいるのはガイルの婚約者ではない。マルケシュを好きな、魔女見習いなのだ。だったらそれらしい姿でいるべきだった。











[image: ]






　陽が暮れるのは早い。マルケシュは必死に馬を走らせながら、少しでもいいから刻ときの進みが遅くなってくれることを願った。

「もう少し、あと、少しだ。疲れただろうが、頑がん張ばってくれ」

　愛馬にそう声をかけながら、マルケシュは急ぐ。

　二日前の夜に、一通の文ふみを受け取った。差出人は誰だれかと聞かなくても、正装した美しい騎士が運んできた、薔ば薇らが一輪添えられた文となれば、すぐに誰かはわかる。

『聡そう明めいなるマルケシュ王子』

　いきなりそう呼びかける形で、文は始まった。

『私は我が愛するスワンドールを、暴君の手に委ゆだねるために、あなたに助力したのではありません。人の世界には、あまり介かい入にゆうしたくないのが本心です。なのに力を貸したのは、あなたが兄を思う真しん摯しな姿に心打たれたからです』

　イパネラは怒っているのだ。ガイルのことを暴君と言っているようだが、マルケシュはずっと城を離れていて、今の状況がよくわかっていなかった。

『幽ゆう閉へいしている大公父おや子こを、公開処刑するおつもりのようね。私は、たとえ一いつ滴てきでも、不ふ浄じような血でスワンドールの地を汚けがすことは許しません』

　そんなことは父が許すはずはない。それともガイルは、父すらも従わせるようになってしまったのだろうか。

『さらに魔女見習いを勝手に殿下が連れ去ったのは、どういったことなのかしら。マルケシュ王子、あなたの妻になるというなら、私も寛かん大だいなところを見せましょう。けれど兄きよう弟だい間のつまらぬ嫉しつ妬とで、これまで私が大切に育ててきた魔女を、たとえ見習いとはいえ軽々しく扱わないでいただきたいわ』

　エマをガイルが連れ去った。叛はん乱らんに加か担たんした諸しよ侯こうの平定を命じられたときから、そんな予感はしていた。

　諸侯の平定など、忠実な騎士団に命じればすむことだ。なのに王家の代表が必要だと、マルケシュを指名して行かせたのはガイルだ。

　確かに王家の者が行く必要はあったのかもしれない。けれどマルケシュには、ガイルを連れ帰って以来、城でゆっくり休む暇ひますら与えられなかった。

　狼おおかみの血を受けて、ガイルはすっかり変わってしまったのだ。なぜかマルケシュを憎にくんでいるとしか思えない。

『善ぜん処しよを期待します、マルケシュ王子。助けたことを、この私に後こう悔かいさせないでください』

　まさにそのとおりだ。せっかく助けてもらったのに、そのせいで国内がまた乱れては何にもならない。

　見慣れた風景となってきて、マルケシュはやっと安心する。

　エマは無事だろうか。ガイルがエマに執しゆう着ちやくする気持ちが、どうしてもわからない。やはりマルケシュが初めて愛した娘だからという理由だけで、奪おうとしているのだろうか。

　ナーシャととても上う手まくいっている様子だった。あのままナーシャが国に帰らなければ、当然のようにそういった仲になるものだと思っていた。

　一人の女性を愛するだけではいけないのか。なぜ、愛してくれる女性がいるのに、弟の愛する娘を奪おうと焦あせるのか。

「兄上は、もう以前の兄上ではないんだ」

　何度も同じ言葉を呟つぶやいて、自分を納なつ得とくさせようとした。だがマルケシュは、あれがガイルの本当の姿だとはどうしても思いたくないのだ。

　大公父子の公開処刑を思い止とどまらせ、エマを取り戻す。それらが上う手まくいったら、ガイルとさらに話し合う必要があるだろう。

　完成していない濠ほりの上にある、仮の橋を渡った。行き着いた先の城門では、門番の兵が驚いた様子でマルケシュを出迎えた。

「マルケシュ王子……ご帰き還かんの報告はいただいておりませんが？」

「偽にせ物ものではない。馬を見ればわかるだろ」

「し、失礼いたしました」

　慌あわてて城門が開かれ、マルケシュは馬を下りて中に入る。方々に篝かがり火びの焚たかれた中の様子は、どこか華はなやいで見えた。どうやらガイルは、徹底的に内部の模様替えをさせたらしい。

「マルケシュ様、急なお戻りで」

　侍じ従じゆう長ちようがやってきて、マントも取らずにそのまま奥に入ろうとするマルケシュをそれとなく引き留めた。

「陛下は、ただいま殿下と会食中ですが……」

「そうか、ではちょうどいい。私も馬を飛ばしてきて、とても空腹だ」

「さようですか……」

「レディ・エマも同席しているんだろ？」

「は、はい……」

　侍従長の様子がどこかおかしい。マルケシュは立ち止まり、きつい調子で問い詰めた。

「何かあるのか？」

「誰も食事の間に入れるなと、きついお達しです」

「誰が入るというんだ？」

「……狼の姫君と王子が……」

「そうか、彼らは客人だから遠えん慮りよしてもらうにしても、私は家族だぞ。その様子では、私も入れないようだな」

　マルケシュに睨にらまれて、侍従長は慌てて扉を開く。すると中では、ちょうど夕食が始まったところだった。

　王とお后が並んだ対面に、ガイルとエマが座っている。エマはすぐにマルケシュに気付き、椅い子すを蹴けって立ち上がると、駆かけ寄ってきた。

「マルケシュ様、ああ、マルケシュ様。祈りが通じました、助けに来てくれたんですね」

　胸に飛び込んできたエマを抱きしめたマルケシュは、ガイルがため息をつきながら、酒を侍従に注つがせているのを見た。マルケシュが戻ってきたことに、さほどの驚きはないようだ。それよりも苛いら立だちのほうが強そうだった。

　いきなりのマルケシュの登場に、王とお后は顔を見合わせる。

「マルケシュ、これはいったいどういうことなのだ。ガイルはレデイ・エマを婚約者だと言うが、レディ・エマはマルケシュの婚約者だと言っている。いったい何があったのかね」

　エマはいつものとおり、地味な魔女のドレス姿だった。これはあくまでも作業着だ。そんな姿で王と食事をする者などいない。恐らくガイルは、婚約者と呼ぶのに相応ふさわしいものを用意しただろうが、それをエマは拒否したのに違いない。

　マルケシュはそう確信して、胸を躍おどらせた。エマはマルケシュだけを信じて、待っていてくれたのだ。

「兄上、どうなされたのです？　何度かエマとのことは話したつもりです。なのにまだこのようなことをなさるのは、何か理由があるのですか」

　ガイルは笑っている。ずっと馬を走らせてきたので、マルケシュは土つち埃ぼこりだらけだ。そしてほとんど眠らず疲れ切っていて、その顔には疲労が滲にじみ出ていた。

　そんな惨みじめな姿のマルケシュに比べて、ガイルはとても健康そうで、力が漲みなぎっているようだ。その全身から、微かすかな輝きを放っているようにすら見えた。

「深い意味はない。私もレディ・エマが気に入った。ただそれだけだ」

「ですが、エマの気持ちは、兄上には向いていません」

「マルケシュ王子を愛していると？　だから何だって言うのだ。そんなことは関係ない。この私が望むのだから、マルケシュが譲ゆずるべきだ」

「エマは、ものではありません。心ある人間です。剣や宝石を譲るように考えておいでなら、ただちにそんな考えは改めるべきです」

　救いを求めて、マルケシュは父である王を見つめる。すると王は声を荒げて、ガイルに命じた。

「兄だからといって、弟の愛した娘を奪うようなことをしてはならぬ。心ある人間、まさにそのとおりだ」

　そこで素直に反省するかと思ったら、ガイルはいきなり笑いだした。そして壁に飾られた剣をいきなりつかみ取り、マルケシュに向けた。

「わからないですね、父上。皆は私を……無理やり生き返らせたのですよ。そこまでして、私が必要だったのでしょう？　だったら、私の望むものくらい、惜おしみなく与えればいいじゃないですか」

「ガイル、何をしている。それは練習用の剣ではない。そんなものの切っ先を、弟に向けるとは何事か」

「マルケシュも抜けばいい。どうだ、軽く手合わせしよう」

　父の言うことも聞かず、ガイルは酔よったようにふらふらと近づいてくる。

　マルケシュは思わず自分の背後にエマを隠し、剣の柄つかに手を伸ばしていた。

「だがマルケシュ、私のほうがはるかに優位であることを忘れるな。おまえの剣が私を斬きっても、私の傷は瞬時に治る。けれどおまえが傷ついたら、何日も痛みに苦しまないといけない」

「兄上は、今の体にご不満なのですか？」

「不満？　そんなことあるものか。酒に酔わず、食べ物の味もよくわからないが、傷つかないことに比べれば、どうということはない。眠れないことも、魅力的なレディの前で、はしたないほど落ち着きがなくなるのも、どうということはないんだ」

　助けたことを責められているのだろうか。

　マルケシュからしたら、生きているだけで素す晴ばらしいと思えるが、肉体の変化を経験したら変わるのかもしれない。ガイルは自分の変化に、心が追いつかないのだろう。

「もう前のように、軽く一本取ることもできないぞ。どんなに剣を振るっても、まったく疲れるということがないんだ。ああ、マルケシュは長旅の後で疲れているようだな。誰がマルケシュに、ここにエマがいるのを知らせた？　狼の一族か？」

「いいえ……」

　ここでイパネラの名前を出してはいけない。人間界の揉もめ事は、人間同士で解決するべきなのだ。マルケシュは剣を抜こうとした手を止めて、小さな短刀一つだけを手にした。

「エマ、離れて」

「マルケシュ様、殿下は、心が乱れておいでです。これは本心からなさってることじゃありません。どんな良薬だって、飲みすぎたら、体のほうが悲鳴を上げます。きっと殿下はその状態なんです」

「ああ、そうだな。だが、ここで誰かが、兄上に思い出させないといけない。非力な人間にだって、努力という素晴らしい武器があるんだ」

　まさかこんな場面で使うことになるとは思わなかった。イパネラから送られた文には、この短剣が添えられていた。その意味するところを、マルケシュはここに戻る間ずっと考えてはいたのだが。

「すごい自信だ。そんな短剣で、私に勝てると思っているのか？　もう私は、以前のひ弱な兄ではないのだぞ」

「勝つ気など、最初からありません。ローゼンハイム卿きようは、兄上の子供に王位を継がせるなとおっしゃったが、その意味がこれでやっとわかりました。途中から変化してもこんな暴君になるのなら、幼い頃からだったらとんでもない暴君になるかもしれない。そんなことになるくらいなら、私の子供に王位を継がせます」

「本音が出たな、マルケシュ。どんなに綺き麗れいなことを言ったって、やはりおまえも、父上の後を継ぎたいと思っているんだ」

「私は……継ぎません。人の痛みを知っている、エマが育てた我わが子が、いずれ、この国の王になるんです」

　マルケシュは短剣を見つめる。

　純銀製だというこの短剣には、どれだけの効果があるのだろう。

「やめなさい、二人して何をしているの。陛下、やめさせてください。そもそも、こんな身分の卑いやしい魔女を、求めたりするからいけないのよ。あなたたち、どうかしているわ」

　お后の悲鳴に、マルケシュはむっとして答えた。

「母上、病やまいの前では、人は皆同じように無力です。人に差をつける心根がある限り、この王家を存続させるのは難しい。我々は謙けん虚きよであるべきなんです」

　ガイルがおかしくなった原因もすべてそれだ。自分は特別な人間だと思っている。確かに特別なのかもしれないが、マルケシュはローゼンハイムやイパネラを知っている。

　あれこそが特別な存在なのだ。

　けれど彼らは人間ではない。異端の者としての分ぶを、彼らなりにわきまえている。

　ガイルは笑いながら、長剣でマルケシュに斬りかかってきた。お后は悲鳴を上げているが、王はあえて二人を見守っている。

　そして愛いとしいエマは、マルケシュがいつ怪け我がをしてもいいように、袋の中から傷薬を取り出していた。

「ガイル、マルケシュ、やめなさい。やめて、やめて……ちょうだい」

　お后の悲鳴は、苦しそうなあえぎ声になっていた。けれどやめたくても、ガイルの攻撃は続いている。刃先を避けるだけで、マルケシュも精いっぱいなのだ。

「どうだ、レディ・エマ。私のほうが、マルケシュなどよりはるかに強いぞ」

　余裕を見せて攻撃しながら、ガイルは勝ち誇ったように言う。するとエマは、ぴしゃっと言い返してくれた。

「だから、なんなんですか。魔女たちが、あなたを生かし続けるために、どれだけ努力したか、わかってないんでしょ。弟を苛いじめて楽しむなんて、いい歳した大人のすること？　殿下、恥はじを知りなさい」

　よく言ったと褒ほめたいところだが、お后はそれを聞いてますますあわあわしていた。

　一瞬、マルケシュは神が自分に微笑ほほえんだと思った。長い剣の切っ先を避けたが、わずかに手の甲に傷ができた。けれどその合間に、マルケシュの短剣はガイルの右腕を刺していたのだ。
















「あっ？」

　驚いたのかガイルは、手にした剣を落としてしまう。そして右手に刺さっている短剣を抜こうとしたが、握にぎろうとする左手も瞬時に火傷やけどのように赤く腫はれ上がり、どうすることもできなかった。

「う、うわーっ！」

　ガイルの口から悲鳴が漏もれる。マルケシュは素早く短剣を引き抜いたが、白いシャツの破れ目からは、シューシューと泡立つ傷口が見えた。

「な、何だ、マルケシュ。おまえは、私を殺すために、そんなものを用意したのか！」

　哀あわれな声で、ガイルは訴うつたえる。

「殺すつもりなら、心臓を狙ねらいます。兄上、酔いは忘れてしまったでしょうが、痛みだけは忘れないでください。人に痛みを与えるような暴君になってはいけません」

「マルケシュ……」

　ぐらっと傾かしいだガイルの体をマルケシュが受け止めたとき、同じようにお后の体も床に崩れ落ちていた。

　慌てて王が抱き上げたが、すぐに悲痛な叫び声が聞こえた。

「しっかりしろっ！　だ、誰か、息をしていない」

　ガイルも痛みで意識を失いそうだ。それを支えるだけで精いっぱいのマルケシュだったが、望みは持っていた。

　エマがいる。神ではないし、まだ本物の魔女ですらない。

　けれど命を取り戻すためなら、どんな努力も厭いとわないと、マルケシュは確信していた。

「エマ……」

　頼むより速く、エマはすでにお后の元に走り寄っていた。そしていつもの袋を開くと、中から小さなナイフを取り出している。

「い、痛い、焼けるようだ。これは……何なんだ」

「兄上に人間の心を取り戻させる薬です」

　それが銀であることを、マルケシュはまだ教えることはできなかった。
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　小さいけれど、人の皮ひ膚ふでさえ綺き麗れいに切れるナイフを手にしたエマは、まずお后きさきの背中にナイフの先端を押し当てていた。

「な、何をしているんだ」

　王は狼狽うろたえているばかりだ。相手が誰だれだろうと、エマはそこで毅き然ぜんとして言った。

「胸を楽にしなければいけません。ドレスを脱がせます」

　お后のドレスは、エマたち平民のドレスと違って紐ひもで結ぶようになっていない。エマも一度着せられてこりごりしたが、背中を縫ぬい止められているのだ。

　常に女によ官かんや侍女に囲まれている貴族の女性にとっては、脱ぎ着に人手が必要でも関係ない。たとえ自分ではドレスを脱ぐことができなくても、体の線が綺麗に見えることのほうが重要なのだ。

　ドレスはまるで鎧よろいのようだった。綺麗に織り込まれた布は分厚く、これではただじっとしているだけでも、息が詰まりそうだろう。

　どうにか上半身を脱がせると、エマはお后の胸に耳を当てる。心臓はことりとも動いていない。息もしていなかった。兄きよう弟だい同士の血を流す諍いさかいが、お后には耐たえられないほどの衝しよう撃げきだったのだろう。

「陛へい下か、いいですか。今から、お后様に息を吹き込んでください！」

「えっ？」

「キスの逆です。吸うんじゃなくって、吹き込むんです。鼻を摘つまんで、息が漏もれないようにしてくださいね」

　エマが恥はずかしがってはいけない。まずはして欲しいことをしっかり伝えなくてはいけなかった。

「蘇そ生せい術です、陛下。わたしが胸を押しますから、陛下は息を入れてください。強く、しっかりと吹き込んで」

「あ、ああ」

　緊急の蘇生術は、魔女見習いでも教えられる。エマも実際に、患かん者じやを連れてやってきたものの、大門の前で倒れてしまった女性相手にやったことがあった。

「一、二、三、四、はい、息を強く、吹き込んで」

　心臓の上に手を置いて強く押す。そして息を入れてから、また同じことを繰り返す。

　小さい順で四番目の砂時計が空からになるまでに、息を吹き返さなかったら蘇生させるのは難しい。ここに砂時計はないから、エマは自分の勘かんを頼って頑張るしかなかった。

「病やまいではありません。あまりにも心が痛んで、心臓が止まってしまっただけです。だから生き返ります」

　自分に言い聞かせるようにして、エマは力をこめてお后の心臓に力を加えた。そうしているうちに、お后の体がビクッと震ふるえて、激しく咳せき込み始めた。

「ま、魔女殿、先ほどの后の無礼な言葉を謝あやまりたい。おかげで命を救われた」

「まだです。すぐにお后様を寝室に運びましょう。横にしたままのほうがいいです。長なが椅い子すの上に寝かせて、そのままで」

「あ、ああ。誰か、長椅子を持てっ」

　まだ胸が苦しそうにしているお后の鼻先に、エマは気付け薬を取り出して嗅かがせた。するとお后は低く唸うなりながらも、穏おだやかな呼吸を取り戻す。

「村を出るときに、少しずつ薬をもらってきたのが、こんなふうに役立つなんて……」

　侍じ従じゆうたちが長椅子の上にお后を寝かせ、そろそろと移動する。そこでやっとエマは、マルケシュの姿を探す余裕を取り戻した。

　ドレスも着ないで食事の席に現れたエマを、ガイルは皮肉な笑みを浮かべて出迎えた。そして堂々と、自分の婚約者だと両親に紹介した。エマは自分がマルケシュを愛していることを臆おくせずに話したのだが、決してガイルはそれを認めず、話は平行線のまま進んでいた。

　そこにマルケシュが現れたのだ。エマはずっとマルケシュに会いたいと願っていたから、祈いのりが聞き入れられたと喜んでいたが、まさかこんなことになるとは思わなかった。

　ガイルが痛みで呻うめいている。どんな怪け我がをしても大丈夫だと思っていただけに、たかが短剣でこんな痛みを与えられたのは驚きよう愕がくだっただろう。これまでの傲ごう慢まんさは消え、頼りない子供のような表情を浮かべていた。

「エマ、兄上を助けられるだろうか？」

　さすがにやりすぎたかと、マルケシュが不安そうに訊きいてくる。

「まず傷口を、綺麗な真水で洗いましょう。ここまで爛ただれていても、殿下だったらじきに治ると思います」

　すぐに水を用意させ傷口を洗ったが、泡立つように爛れた部分はいつまでもそのままだ。そこでエマはマルケシュに頼んだ。

「ナーシャを呼んでください」

「ナーシャを？　なぜだ」

「きっとナーシャなら、こういった場合どうすればいいのか、知っているはずだから」

　そこでマルケシュは、自みずから走ってナーシャを迎えにいった。エマは蒼そう白はくになって震えているガイルの手を握にぎり、励はげますように言った。

「殿下、痛みますか？　わたしは、お后様の看護に行きますので……ナーシャだったら、正しい看護の方法を知っていると思います」

「ううう……痛い、焼けるようだ。何の毒だ？　マルケシュは、私を殺す方法を知っているんだな」

「こんなときに、まだそんな寝言、言ってるんですか？」

　エマは呆あきれてしまって、思わずガイルの肩を思い切り叩たたいてしまった。けれどガイルは、腕の痛みに気を取られていて、叩かれたことすら気付いていない。

「殿下、痛むということは、人間らしさの印しるしです。どうか、落ち着いて、もう一度よく考えてみてください。殿下に生きて欲しいと願って、マルケシュ様はすべてなさったのですから」

「……無駄なことだった。マルケシュこそ、王に相応しい」

「殿下……」

　痛みに苦しみながら、ガイルは一瞬、ひどく思い詰めたような顔をした。

「私は……愚おろかな暴君にしかなれない。マルケシュは、人民の心を理解する、素す晴ばらしい王になれるだろう。それはレディ・エマ、あなたが一番よくわかっているはずだ」

「……もしかして殿下、何もかもわかっていて、愚かなことをなさったの」

　ガイルは答えない。痛みに苦しんでいるかのように、低く呻くばかりだ。

　マルケシュはガイルのことを、思し慮りよ深い素晴らしい男だと言っていた。だからこそマルケシュとしては、誰よりもガイルに王位をと願ったのだろう。

　だがガイルもまた、同じようにマルケシュを評価し、王になることを願っていたとしたらどうだろう。

　大公が叛はん乱らんを企くわだてているのを知って、ガイルはあえて毒杯を飲んだのではないか。マルケシュだったらきっと大公を打ち負かし、次代の王になれると信じて。

　自分の命を捨ててまで、ガイルはマルケシュに王位を継がせたかったのだ。なのに生き返ってしまったガイルとしては、王に相応しくない人間になるしか、即位を逃れる方法はない。

「どうして……そこまでなさるの。殿下でしたら、よい王様になれるでしょうに」

　思慮深い人間のすることは、どうにもよくわからない。ガイルなりに深く考えてしたことだったのだろうが、生き返らせてしまったことが新たな不幸を呼んでしまったようだ。

「なんだい、殿下。それしきの傷で、ひーひー言ってるの」

　ナーシャの声がしたので、エマはすぐにガイルから離れ、ナーシャの前に立った。

「マルケシュ様が……その……傷つけてしまって」

「ああ、わかってるよ。怪我したんなら、銀毒だろ」

「どうすればいいのか、知ってるの？」

「ああ、知ってるよ。あたしたちも、銀に長いこと触れてると爛れるからね」

　やはりナーシャは、こんな場合の対処の仕方を知っていた。普通の人間は、滅めつ多たに銀にかぶれることなどないから、魔女ですらガイルの治療法は知らない。

「汚いと思うかもしれないけどね、腹に子のいる雌めす狼おおかみのおしっこか、子供を産んだばかりの雌狼の乳が、一番の良薬なんだ。それがないときは、綺麗な水で洗って、治るまで唸っているしかないよ」

「……身ごもってるか、出産したばかりの雌狼って、どうやって探すの？」

「森に行くしかないね。だけど……この辺りの森じゃ、巣作りしてる狼なんていないよ」

「あっ、後は、任せるわ。わたし、お后様の手当しなくちゃ」

　一瞬、エマの脳のう裏りに、自分たちの魔女の守護神だった吸血狼アルフの姿が過よぎった。アルフの力を借りるには、また魔女の村に戻らねばならない。帰りたいけれど、そんなわがままは許されるのだろうか。

　そのままエマは、走るようにして王の寝室に向かう。そして苦しそうにしているお后の側に寄り、優しく声をかけた。

「苦しくないですか？　ゆっくり息をしてくださいね」

　女官や侍女がやってきたが、何をどうしたらいいのかもわからず、ただこちらの様子を窺うかがっている。

「すみません。温おん石じやくを用意してください。それとお后様に飲ませる人ひと肌はだくらいの白さ湯ゆと、頭を冷やす水を盥たらいに用意してください」

　エマの言葉がわかったのだろうか、女官はとりあえず復唱し、侍女に命じている。

「白湯はできるだけ飲んでください。今、足あし下もとに温石を用意させますから、それと血の巡めぐりがよくなるように、手技を行いますね」

　呼吸と脈みやく拍はくが正常になるようにと、エマは足先から少しずつお后の体をこすっていく。もう一人いれば、左右同時に行えるのにと思ったが、そんなことは言っていられなかった。

　足を終えると、今度は腕を取り手首からこすっていく。エマの額ひたいにも、いつの間にかうっすらと汗が浮かんでいた。それを拭ぬぐいながら、冷たく硬直しているお后の体をこすり続ける。

「兄弟で……あんなことをするなんて」

　お后の微かすかな声が聞こえてきて、エマはほっとした。

「よかった。お話しになれますね。息が止まったままだと、生き返っても話せなくなってしまう場合があるんです」

「……あなた……」

「無理に話さなくていいです。ゆっくり息をしてください。本気で喧けん嘩かできる兄弟がいて、マルケシュ様が羨うらやましいです。わたしにも兄弟はいるけれど、魔女の村に預けられてから、一度も家族に会ったことがないから」

　エマの母親は、お后のように綺麗な人ではないだろう。けれどエマを産んだ頃には、こんなふうに白くて柔やわらかな腕をしていたかもしれない。そう思うと、母の腕をさすっているような気がした。

「ガイルは……無事？」

「狼の姫君が手当をしています。彼女は手当の方法をよく知っているようですから、任せて大丈夫です」

　お后は目を開き、そこで改めてエマをじっと見つめた。

「左右の瞳の色が違うわ」

「はい……呪のろわれているとか言われているらしいですね。だから魔女の村に預けられたんですが……こんなわたしがマルケシュ様を好きになってしまって、ごめんなさい」

「謝らなくてもいいのよ。さっきはひどいことを言ってしまったわね」

　前に何があったか記憶もしっかりしている。それを知ってエマはほっとした。長い間息が止まってしまうと、記憶をなくしたり、体がそのまま動かなくなってしまうこともあるのだ。

　手指が動くか確認すると、力はなかったがしっかりと動く。自分のとった処置は間違っていなかったようだ。師し匠しようのピートがここにいたら、褒ほめてくれただろうか。

「手技とかいうのかしら？　とても気持ちがいいわ。体が、温あたたかくなってきました」

　顔色の悪い病人が、手技を受けてほんのりと頰ほおを赤らめるのを見るのは好きだ。エマは思わず笑顔になって、さらに丁てい寧ねいにお后の体をこすり続けた。

「これからは、体を締めつけるようなドレスは、お召めしにならないほうがいいと思います。血の巡りがあまりよろしくないのに、あんな場面を見てしまわれたから、心臓が耐えきれなかったんですね」

「……これまでは、とても仲のいい兄弟だったのよ」

「わたしなんかが勝手なことを言って申し訳ないのですが、王様になるのをお互いに譲ゆずり合っているからいけないのだと思います」

「そうね……ガイルは、どうしたいのかしら」

　お后が黙だまると、やっと侍女が温石と水の入った盥を運んできた。エマは布を香料を落とした水に浸し、きつく絞しぼってからお后の顔と首筋を拭った。

「あら、とても爽さわやかですね。それは何かしら？」

「息の通りをよくする香料です。もうしばらくして落ち着かれたら、よく眠れる香草湯をご用意しますから」

　少しずつ用意したものは、ほとんどお后のために使ってしまいそうだ。

　魔女の村はずっと昔からあそこにあって、病人が訪れなければいけないとなっているが、もし魔女が自由に外の世界に出られたらとエマは考える。月に一度でもいい。魔女が訪れてくれたら、もっと救われる病人はいるかもしれない。

「マルケシュのどこが好き？」

　優しく訊かれて、エマはお后の体を拭う手を止めた。

　どう答えたらいいのだろう。噓うそはつきたくないし、本心を上う手まい言葉で表す方法も知らない。だからエマは、いつだって思ったままを口にするしかないのだ。

「わたしが……呪われた者だったとしても、魔女見習いだとしても、同じような人間として扱ってくださったところです。死や病は、誰にでも同じように訪れますが、驕おごり高ぶった人は時折それを忘れます。マルケシュ様は、決して忘れない人だと思いました」

「……そうね、そのとおりだわ」

　お后が落ち着いた頃、そこに再び王がやってきた。どうやら二人の王子と話し合ってきたようだ。侍従長に、今夜は二人ともそれぞれの部屋で、謹きん慎しんするようにと命じている。

「薬草湯を煎せんじてまいります。あまりいろいろと考えずに、ゆったりなさっていてください」

　エマが静かに出て行こうとすると、王はさりげなく言ってきた。

「マルケシュは謹慎させているが、会いに行くのは別に咎とがめない。今夜はすまなかった。レディ・エマ、后を助けてくれたことはとても感謝している。元から后は体が弱い。よければこれからも、ずっとこうして后を助けてやってくれ」

「はい……陛下……」

　マルケシュの婚約者として、認められたということなのだろうか。そうなるとこの二人が、エマの新しい義両親となるのだ。

　自分にはもったいなさすぎる。そう思ったけれどやはり嬉うれしい。エマにとって、自分の家族と呼べる人はこれまでいなかったのだから。
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　お后きさきの薬草湯は女によ官かんに任せ、エマは別の薬草湯を作り、それを手にしてマルケシュの部屋を訪れた。

　レディは、夜中に男の部屋を訪ねたりはしないものらしい。だがそんなことは言っていられない。やっとマルケシュに会えたのだ。

「マルケシュ様……お怪け我がは？　落ち着かれるように、薬草湯を煎せんじてきました」

　マルケシュは部屋の中、シャツ一枚の寛くつろいだ姿でいた。そんな姿を初めて見たので、エマは思わず俯うつむき、マルケシュを見ないようにしてしまった。

「大変なことになってしまって、すまなかった」

　椅い子すに座って項うな垂だれているマルケシュもまた、エマとまともに目を合わせない。やはりすまないと思う気持ちがあるからだろう。

「殿下はいかがですか？」

「うん、痛みがひどいようだ。まさかあんなに効くものだなんて知らなくて、惨むごいことをしてしまったと思っている」

「あのナイフは、わざわざ作ったんですか？」

　純銀のナイフなんて、滅めつ多たにあるものではない。マルケシュがわざわざガイルを傷つけるために用意したなんて、エマとしては思いたくなかった。

「イパネラ女王から文が届いて、それに添えられていたんだ」

「えっ……」

「女王には、こうなるとわかっていたのかな」

　マルケシュと二人、薔ば薇らの城に行ったことが、すべて夢だったような気がする。けれど時折イパネラは、こうして自分の支配力を見せつけてくるのだ。

　スワンドールの真の支配者は王ではない。やはりここはイパネラの国だとエマは思う。

「兄上は痛みに耐えられないから、ナーシャと共に狼おおかみの一族の国に向かうらしい」

「あら……えっ……そ、そうなんですか？」

　ガイルとずっと一緒にいられて、ナーシャとしては嬉うれしいだろう。だがガイルの傷が癒いえて、今度は本当に別れるとなったら、今の何倍も寂さびしく感じるに違いない。

「エマ、兄上が贈ったドレスを着なかったんだって？」

「背中で縫いつけるドレスなんですもの。それにごわごわしていて、まるで敷物を着ているみたいなんです」

「敷物か、それはひどいな」

　マルケシュは笑いだす。その屈くつ託たくない様子に、エマはやっといつもの二人の時間が戻ったような気がした。

「おいで、こっちに座ろう」

　長椅子にマルケシュは誘う。エマは少しドキドキしながら、マルケシュの横に並んで座った。

「マルケシュ様、もしドレスを贈ってくださるなら、これと同じように紐ひもで結ぶのがいいです。それとキラキラした飾りとかはいりません」

「王妃となったら、そうもいかないだろ？」

「……もう少し、薄い布地にしたらどうでしょう。でも、わたしは王妃にはならないから、普通に地味なドレスでもいいでしょ？」

　膝ひざに薬草湯の入ったカップを置くと、マルケシュはしばらくその温かさを楽しんでいた。そして最後にゆっくりと飲み干す。体を温め、心を穏おだやかにする薬草湯は、以前マルケシュが気に入ってくれたものだ。

「エマ、私は……王位を継ごうと思っている」

「えっ？」

「兄上が王になることだけ考えていたけれど、どうやら兄上の本当の望みは、もっと自由に生きることらしい」

　自由に生きるとは、どういうことなのだろう。これまで自由に生きてきたのではなかったのか。それとも皇太子というのは、エマが想像するよりずっと不自由なのだろうか。

「兄上はこの小さな国だけではなく、世界を見たいんだ。今の兄上なら、それも可能だと思うがどうだろう？」

「どうしたんです？　二人で話し合われたんですか？」

「父上を交まじえて、兄上ともよく話し合った。もう誰だれが王位を継ぐべきかで、意味のない争いをするのは終わりにしようと思う。私はこのスワンドールを、誰もが同じように幸せになれる国にしたい」

　どう答えればいいのだろう。

　こうなりそうだと思ってはいても、エマにはまだ実感がない。

「子供は、二人で育てましょうね。乳う母ばとか雇やとっても、何もかもやってもらうのは嫌いやです」

　だからといって、いきなり子供の話をしてどうするのだ。エマは真っ赤になって照れ笑いを浮かべる。するとマルケシュは、また素晴らしい笑顔になった。

　そしてマルケシュはエマの手を取ると、そっと唇くちびるを押し当ててきた。

「ずっと馬を飛ばしてきたから、実はものすごく疲れているんだ。なのにエマの笑顔を見ていると、それだけで元気が出てくる。私にとってエマは、最高の秘薬だな」

　そのままマルケシュは、エマの手で自分の頰ほおを撫なでさせる。マルケシュの肌はだは荒れていて、眼がん窩かは落ち窪くぼみ、とても疲れた様子だった。

「でしたらお休みにならないと」

「ああ、眠るまでの間、側にいて欲しいなんて言ったら、子供のようだと笑われるかな」

「笑いません……けれど、ずっと話し続けているかもしれません。だって、会いたかったのに、会えなかったし」

「すまない。諸しよ侯こうの城を回るのに、思ったより刻ときがかかったんだ」

　ついにマルケシュはエマの体を抱きしめ、額ひたいに唇を押し当ててくる。
















「兄上が、わざと私を遠くに行かせたと恨うらんだが……もしこのまま王位を継げば、私は諸侯の様子が誰よりもよくわかっていることになる。再び叛乱を起こしそうな貴族とか、思っていたより貧しい貴族とか……どこの領地に、どれだけの領民を抱えているかまで知ることができたんだ」

　マルケシュの肩に頭を預けながら、やはりガイルはマルケシュの思っていたとおりの兄だったとエマは思った。

　国中を回らせたのは、いずれマルケシュが王となったときに役立つからだ。暴君のように振る舞って、エマを宮中に呼び寄せたのも、マルケシュとエマの婚こん姻いんを、両親にすんなりと認めさせるためだったのかもしれない。

　普通にマルケシュがエマを連れてきても、恐らくお后は表面上は優しくするが、内心は二人の婚姻を認めないままだっただろう。

　ガイルが無理に弟の好きな娘を奪おうとしているとなったら、同情してエマのことを認めてくれると考えたのかもしれない。

「殿下は謎なぞだらけです」

「そうだな。元々、思し慮りよ深かったけれど、さらに行動力が加わったから、思ってもいないことを平気でするんだ。心配だけど……もう兄上のことを心配するのはやめようと思う」

「どうして？」

「心配されたり、期待されたりするのが、兄上にとって何よりもの重荷だったから」

　マルケシュの声はどんどん低くなり、時折、欠伸あくびが交じるようになった。それでもマルケシュはエマを離さず、じっとしている。

「エマはいい匂いがする。何の匂いか今わかった」

「何の匂いですか？」

「陽の匂い、日向ひなたの匂いだ……。目を閉じてると、晴天の草原にいるような気がする……」

「ありがとう……マルケシュ様、最高に嬉しい褒ほめ言葉です」

　マルケシュが眠ってしまう前に、エマは素早く自みずからキスをした。それにマルケシュは応えることなく、ただふっと口元に笑みを浮かべただけだ。

　だがエマは、それだけで十分に幸せだった。
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　そしてエマは、平民の出身ながら、スワンドール王国第二王子のマルケシュと正式に婚こん姻いんした。やはり平民のままではまずいのか、何年か前に流行はやり病やまいで娘を亡なくした子し爵しやく家の養女という形で、とりあえず貴族の姫君ということになった。

　婚姻のときにマルケシュから贈られたのは、臙えん脂じと夜のような濃のう紺こん、さらに森を思わせる深い緑と大地の茶色のドレスだった。どれも紐ひもで縛しばって着るようになっていて、装飾も少なく生き地じも薄い。

　このドレスだったら、お后のように年中息苦しさを覚えることはなさそうだ。

　さらにマルケシュは、その日、もう一つの贈り物があると言って、エマを自みずからの愛馬に乗せて外出した。

「マルケシュ様、どこに連れていってくださるんですか？　とっても嬉うれしいです。だって、ここのところずっとお城の中にいたでしょ。挨あい拶さつの仕方とか、ダンスとか、そりゃ覚えなければいけないことはいっぱいあるけど、みんなわたしを相手にすると、笑わないようにするのに、ものすごく苦労してるんですもの」

　異端の姫君は、それでも宮中で温かく迎え入れられた。エマの素直さが、作り物ではないと皆も知ったからだ。

「もう三十日は過ぎたのに、殿下はお戻りになられませんね。どうしてかしら？」

「傷を治す秘薬を作るために、狼おおかみを飼かい始めたようだが、もしかして愛着がわいたんじゃないかな」

「それなら狼じゃなくて、狼の姫君にじゃないかしら」

　マルケシュは約束どおり、健康な若者たちを狼の一族の国に送った。彼らは肥ひ沃よくな土地を得て、穀こく物もつや野菜を作ることになっているが、いずれは現地の若者と結ばれて、新しい家族となっていくのだ。

　入植した彼らにとっても、皇太子のガイルが逗とう留りゆうしていることは、心強いに違いない。

「もしかしたら殿下は、スワンドールよりも狼の国の王になりたいのかもしれませんね。だとしたら彼らにとっては、何よりも嬉しいことでしょう。だって殿下は、誰よりも知性がありますもの」

「だからって、彼らは野や蛮ばんな民じゃない。能力があっても、その生かし方を知らないだけだ。そうだな、兄上があの国を治めたら、素す晴ばらしい国になるかもしれない」

　馬で行く二人を見かけると、領民は静かに頭を下げる。城から再び姿を消した第一王子よりも、この第二王子がいずれ王になると、すでに噂うわさが流れていた。

　いずれ王妃となるエマが、平民出身なのもあってか、領民たちは二人に対してとても好意的だ。マルケシュも驕おごり高ぶったところがないから、特に好かれるのだろう。

「この辺りは穀倉地帯ですね。麦が綺き麗れい。もうじき刈かり入れかしら」

　金色の実った麦の穂が、風に踊らされてうねっている。落ち穂を拾っていた雀すずめたちが、馬の蹄ひづめの音に驚いたのか、いっせいに空に飛び立った。

「ここは豊かでいい国だ。けれどこの平和は、私たちだけの力で手に入れたものじゃない」

　夜の女王がいる限り、スワンドールは平和なのだろう。天変地異や叛はん乱らんはこれからもあるだろうが、それでもどこかから救いの知恵がもたらされ、この国は栄え続けるのだ。

　しばらく行くと、真新しい農家の建物が見えてきた。大きな煙えん突とつからは煙がたなびき、家か畜ちく小屋では豚ぶたと鶏にわとりが、争うようにして鳴いている。

「ここに寄るんですか？　マルケシュ様にしては珍めずらしいですね？」

　馬から下ろされたエマは、不思議そうにマルケシュを見つめた。

　確かここは、王家が所有する領地のはずだ。まさか領民の家のすべてを、訪問するつもりなのだろうか。

　すでにマルケシュが来ることは知らされていたのか、すぐに家の中から夫婦と子供、それに使用人らしい若者がやってきた。

　夫婦の顔を見た瞬間、エマは何かを感じた。

　夫の目の色は青く、妻の目の色は緑だ。二人とも茶色の髪をしていて、どことなく品のいい優しい顔立ちをしている。

　子供は娘が二人に、息子が一人。一番下の弟はまだ幼おさなくて、意味もわからず笑っている。その笑い方は、エマとそっくりだった。

「マルケシュ様……」

「オルソン夫妻だ」

　マルケシュはそれだけしか言わないが、エマにも彼らが自分の本当の両親だということはすぐにわかった。

「王子様、それに王女様、わざわざお越しいただきありがとうございます。こんな広い土地をいただき、何とお礼を申し上げたらいいのか」

　オルソンはそれだけ言うのが精いっぱいで、しきりに目元をこすっている。まさか魔女にするべく差し出した娘が、王妃となるとは思ってもいなかっただろう。

　しかもマルケシュは、彼らに城からそれほど遠くない場所に土地を与えたのだ。

「たいしたものもございませんが、よろしければ食事など召めし上がっていってください。鶏と卵を料理しました。女房の卵料理は、旨うまいです」

「ありがとう……オルソンさん」

　エマはその名を口にした途端に、涙が溢あふれそうになって困った。

　魔女たちは、その生しよう涯がいのうちほとんど名前でしか呼ばれない。エマは自分がオルソンという名字だったことを初めて知った。
















　新しい家は広々としている。中にはすでに食事の用意がしてあった。

　上の娘はもう十二、三になるだろうか。エマによく似ていて、可か愛わいい顔立ちをしている。その娘が母を手伝って、皿を並べたり、水を運んだりしていた。

　本当だったら、自分がその役をやっていたのだろう。そう思うと寂さびしいような気もするが、これもまた運命なのだ。

　料理を並べながら、母親は何度も涙を拭ぬぐっている。なのに無む邪じや気きにも下の娘は、エマを見て唐突に言いだした。

「王女様は、目の色が違うんですね」

　両親ははっとした様子で黙だまらせようとしたが、エマは笑顔ですぐに答えた。

「そうよ。お父さんとお母さん、両方の色をもらったの。とてもよく見える目でね、わたしは、気に入っているのよ」

　そこでついに母親は泣き出した。エマは自ら近寄っていき、母親をその腕に抱いた。

　思っていたよりずっと小さいし瘦やせている。エマを手放した頃には、もう少しふっくらしていただろうか。きっと心の中では、何度もエマに詫わびてきたはずだ。

「魔女の村では、皆、とても優しくしてくれました。だからわたし、こんなに健康に育ったんですよ。そして魔女の村にいたおかげで、マルケシュ様とも知り合えました。わたしは幸せだから、どうか……泣かないで」

「エマは祝福された者だ。これでもう誰も、左右の目の色が違うことで、呪われた者などと言わないだろう」

　マルケシュはそう言うと、エマの手を引いて椅子に座らせた。

「それでは、豊かな実りがもたらす、おいしい料理をいただこう」

「そうですね。みんなも一緒に、いただきましょう。わたし、いつも大勢で食事するのが普通だったから、最近は四人だけの食事で少し寂しいんです」

　宮中の料理のように、贅ぜい沢たくなものではない。だが丸々と肥こえた鶏を焼いたものと、ライ麦のぼそぼそしたパン、それに茸きのこをたっぷり入れた卵料理は、素そ朴ぼくな味ながらもおいしかった。

「わたしね、魚を釣つるのが得意なんですよ」

　エマが言うと、二人の娘はくすくすと笑い出す。それはそうだろう、どこに釣りの得意な王女がいるというのだ。

「もうすぐ、お城の濠ほりが完成するんですけれど、濠にもいっぱい魚を入れて欲しいんです。そうしたら毎日、釣りができるでしょ」

「王女様が、そんなことするの」

　またもや下の娘は、耐えきれずに笑いながら訊いてきた。

「そう、するのよ。食べることは、とても大切なの。病気をしないようにするには、好き嫌いしないで、何でもおいしく食べるの」

「食べたら、あたしも王女様になれる？」

　何と素敵な質問だろう。エマはそこでにこやかに答えた。

「ええ、なれるわ。というか、もうなっているじゃない。お城にいる人だけが王女様じゃないわ。あなたはご両親にとって、大切な王女様よ」

　下の妹は、その言葉で顔を真っ赤にして照れている。そんな様子も可愛くて、エマは思わずその髪を撫でてしまった。

　いつかこんな愛らしい娘を授さずかるだろうか。そうしたらエマは、失っていた家族というものを、今度こそ本当に取り戻せるのかもしれない。

　会食が終わると、母は綺麗に色づけされた茹ゆで卵たまごを籠かごに入れて、おずおずとエマに差し出した。

「わたしと子供たちで、色づけしました。こんなものでお恥はずかしいですが」

「いいえ、嬉しいです。卵は大好き……」

　籠を受け取ると、エマはマルケシュと共に外に出た。

　さりげなく両親に会わせてくれたマルケシュの優しさに、エマは心の底から感謝する。そして愛をより深めていた。

「マルケシュ様、ありがとう。素晴らしい昼食でしたね」

　馬に乗ってしばらく行くうちに、自然と感謝の言葉が出てくる。

「たまに、卵を買いにきてもいいぞ。鶏けい舎しやは清せい潔けつだったし、鶏はよく肥えていた」

　命じればオルソンは、毎日卵を城に届けるくらいするだろう。なのにわざわざ買いに来ようというマルケシュの優しさに、またもやエマは嬉しくなる。

「そうだわ。釣った魚と交換してもらったらどうかしら。ねぇ、マルケシュ様、お濠で鱒ますは飼えないかしら？」

「濠の水は湖から引くんだ。それより湖で、直接釣りをすればいいじゃないか」

「いいんですか？　いいんですね。本当に釣りに行きますからね」

「行けばいいだろう。ただし一人で行くな。湖に落ちて、溺おぼれたりしたら大変だ」

「わたし、泳げますけど」

　そういえば、泳げる王女というのは、いったい何人くらいいるのだろう。そんなことを考えるだけで楽しくなる。

　生まれてくる子供たちに、エマはきっと泳ぎを教えるだろう。王子だけではなく、姫にも教えようとして、また女官たちに怒られるのかもしれない。
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　いつも黒い服だから、葬そう儀ぎに呼ばれても困ることはない。ピートは新しく見習いとなった、ミロという少女を伴ともなって、小さな馬車に荷物を積んでいた。今から狼おおかみの一族の国に行き、葬儀に出席することになっている。

　ミロは山中に捨てられ、狼の乳ちちを貰もらって生き延びた不思議な子供だ。黒髪と黒い瞳の寡か黙もくな少女で、時折獣けもののように唸うなったりするから、弟で子しにしようとする魔女もいなかった。

　そこで弟子のエマがいなくなったピートが引き受けたが、賑にぎやかだったエマと比べて、静かすぎるミロが相手だとどうにも調子が狂くるう。それでももう一年近くが経たち、お互いに少しは気心が知れてきたようだ。

「いいかい、ミロ。これから行くところは、あんたにとっちゃ故こ郷きようみたいなところだよ。狼の一族って呼ばれてる、不思議な一族が棲すんでる。もしかしたらあんたもそこの人間かと思ったが、普通に怪け我がもするし病やまいもかかるから、やっぱり違うんだろうが」

　ミロを見つけてきたのは、守護神のアルフだ。どうやらミロはアルフと仲良しのようで、ときどき夜中にこっそり部屋を抜け出し、アルフと遊んでいる。

　今はまだ十歳だが、年頃になったら美しい娘になるだろう。ピートとしては、もしよければ狼の一族の誰だれかに嫁とつがせてもいいと思っていた。

「お師し匠しよう様、誰が亡くなったのですか？」

「狼の一族の神様、ローゼンハイム様だよ」

　その名前を口にするとき、ピートの胸は微かすかに痛む。この世の中で、ピートが唯一心惹ひかれた男だったからだ。

　けれど相手は人間ではないので、恋とかいったものではない。何とも形容しがたい、憧あこがれの気持ちだった。

　なぜピートが、あまり縁のないローゼンハイムの葬儀に呼ばれたのかは謎なぞだ。けれど狼の一族の王から、正式な招待状が届けられたから行くしかなかった。

「隊長、道はわかってるのかい？」

　馬車の御ぎよ者しやを務める元隊長は、渡された地図を見て頷うなずく。

「ゆっくり行ったら、二晩ぐらい野宿することになりそうだが、道中で危ないのは狼くらいのものだろう。ここらじゃ山さん賊ぞくも出ない」

「そりゃありがたいね。ほら、ミロ、行くよ」

　馬に乗れれば、一人で行くところだがそうもいかない。この馬車と大きな牡ひん馬ばは、エマが贈ってくれたものだが、それまで小さな驢ろ馬ばしかいなかった魔女の村では、大いに役立っていた。

　あの叛はん乱らんは何だったのだろうと思うくらい、スワンドールは平和になっている。大公は自身の城で蟄ちつ居きよを命じられ、すっかり大人しくなってしまったようだ。

　けれどあれだけ努力して生かしたガイルは、未いまだにスワンドールに戻っていないようだ。あんたを王にするために、みんなで不眠不休でがんばったのにと文句を言ってやりたいところだが、狼の一族の元にいるとなると、何かがありそうでピートも気になっている。

　じっとしているのが苦手なピートは、馬車に揺られている間も、せっせと薬事帳にこれまでの記録を書き入れたり、まとめて整理して書き直したりしていた。

　けれどピートの手も、ガイルの記録のところにくるとどうしても止まってしまう。

「血か……。思うんだが、この世界には人の目に見えない、小さな生き物がいるんだ。そいつらの悪者は、流行病の元になったりする。中には、血を食う生き物もいるんだろう。彼らは、この世界の生き物に寄き生せいしている」

　誰にともなく、ピートは呟つぶやく。自分の考えを整理するのに、言葉にしなければいられなかったのだ。

「守護神とか、夜の女王は、彼らに寄生されている。寄生された生き物を守るために、彼らは特別な能力を与えてくれるんだ」

「どうした、ピート先生。俺たちが聞いても、ちっともわからない話をいきなりしだして」

「独ひとり言ごとだよ。黙だまって聞き流しな」

　隊長はそこではいはいと言って、また黙って馬を走らせる。ミロは聞いているのかいないのか、ぼんやりと森ばかり見ていた。

「狼の一族が持っているものと、夜の女王の一族が持っているものは違う。だがどちらも、人に寄生するのが可能だってことだ。永遠の命……そんなものが手に入ったら、こんな謎の答えをいつか見つけられるんだろうか」

　けれどピートは、夜しか生きられない魔物になって、永遠を生きたいとは思わない。それより自分が死んだときには、燃さないといけない薬事帳に詰まった知識を、そのまま誰かに残したい欲はあった。

　悪用しないと誓ちかえる人間がいたら、かなり分厚くなったこの記録を託たくしたい。だが我が欲よくに走らず、自然界の仕組みを壊したりせずに、この記録を守ってくれるような人間に、いつか会えるだろうか。

「そうか……死ぬ前に、夜の女王に託せばいいんだ」

　ピートは自分の思いつきに、大きく頷いた。

「何でこれまで誰も、そのことに気が付かなかったんだろう。魔女の村を作ったのは、夜の女王なんだから、彼女だったら守ってくれるだろう」

　そうなったら、ますます薬事帳の整理に熱がこもった。往復で五日近くになる旅は、ピートに有意義な休暇を与えてくれたようだ。

　退たい屈くつすることもなく、二昼夜の旅を続けていくうちに、森はますます深くなり、これまで知らなかった風景が広がっていく。けれど森が終わった途端、信じられないほど広々とした麦畑が広がり、遠くには町が見えてきた。

　スワンドールの入植者が開かい拓たくした麦畑だ。まだ青い麦の穂が、陽の光を受けてきらきらと輝いている。

「お師匠様、綺麗なところですね」

「ああ、思っていたより、ずっと豊かそうだ」

　道はしっかり土を踏み固めてあり、埃ほこりが舞わないように小砂利が敷かれている。用水路が畑地を取り囲み、澄すんだ水が勢いよく流れていた。

　町の入り口にさしかかると、馬に乗った若い男たちが近づいてきた。そこで隊長は地図と王からの手紙を取り出し、男たちに招待されたことを告げている。

「何だ、エマの師匠じゃないか」

　見覚えのある大男に、ピートは記憶を呼び戻す。ガイルをスワンドールまで送っていったイバンだった。

「あんたのことも覚えてるよ、隊長。魔女の下げ男なんになったのか？」

「まぁ、そんなところだ。人を殺すより、生かす仕事のほうが楽しくてね」

「そりゃそうだろう。またちっこいのを連れてるな。師匠、新しい見習いか？」

　ピートは頷きながら、イバンの気を惹くようなことを言ってしまった。

「狼の乳を貰って生き延びた子だよ。大切にしてくれる人がいるなら、この国に嫁がせてもいい。怒ると嚙かみつくし、ときどき唸るけどね」

「そりゃいいな。おいで、小さな牝めす狼おおかみ」

　イバンは馬車にいたミロに手を伸ばし、片手で軽々と持ち上げて自分の馬に乗せてしまった。

「ローゼンハイム様は、もう少し、生きてる予定じゃなかったのかい？」

　五百年は生きると聞いた。なのに何十年か早いような気がして、ピートは訊いてしまった。

「まぁ、あまりにも長いから、間違えることもあるさ。それより、会わせたいやつがいる」

「殿下だろ。スワンドールに帰ってないそうだね」

「帰れない理由があるのさ」

　そのまま馬車は、イバンたちに導かれて町の中に入る。こんなに整然とした町並みを見るのは初めてで、ピートは狼の一族を野や蛮ばんな人々だと思っていたことを反省した。

　町の中心部にあるのが、どうやら王の住まいらしい。濠ほりに囲まれた城を作る必要がないのは、外敵の来らい襲しゆうに怯おびえることがないからだ。

　馬車を下り、建物の中に導かれたピートは、そこでついに自分が心血注いで助けたガイルに会うことができた。

「殿下……」

　あんなに瘦やせていたのに、今はほどよく肉も付きとても健康そうだ。しかも儚はかなげな美び貌ぼうは、精せい悍かんな男らしい美貌にと変わっていた。

　この国のものなのか、毛皮や革を使った変わった衣服を着ている。髪は相変わらず黒く艶つややかで、瞳は美しい紫のままだった。

「魔女殿、その節は世話になった。おかげでこうして生きていることができて、感謝している。紹介しよう、我が妻と息子の……ローゼンハイムだ」

「えっ？」

　見覚えのあるナーシャが抱いているのは、丸々と肥こえた赤ん坊だった。まだ生まれて間もないのだろうが、もう何もかも見えるかのように目を見開いている。

「どうやら我が妻は、次代の人じん狼ろうを産んだらしい。私は、弟のマルケシュにスワンドールの王位を譲り、次代の神となった息子を守って、ここで暮らしていくつもりだ」

「つまり……次が生まれたから、ローゼンハイム様は亡なくなったってこと？」

「そこまではわからないが……こちらに……」

　奥の部屋には、豪華な祭さい壇だんが設もうけけられ、手前に置かれた棺ひつぎの中にローゼンハイムの遺体が安置されていた。その姿はまるで眠っているかのようで、何日も前に儚くなったとはとても思えない。

「あなたに渡すようにと頼まれた。届けることも考えたが、わざわざお越しいただくことにした非礼を、まずは詫びたい」

「別に、そんなことは構いませんよ、殿下。旅は楽しいものだし」

　ローゼンハイムはわざわざピートに、何を残してくれたというのだろう。ガイルが用意したのは、小さなガラスの瓶びんで、しっかりと封がされていた。

　中にはきらきらと輝いて見える、真っ赤な液体が入っている。それが何かは、聞かなくてもピートにはすぐにわかった。

「これは……ローゼンハイム様の血……」

「万能の秘薬だそうだ。けれど封を開けてしまったら、すぐに使ってしまわないと、効果はなくなるらしい」

「……一人分ってことですね」

「そういうことだ」

　ガイルに手渡されて、ピートは陽に透かして中身を確認する。

　こんなものがあることを知ったら、世界中の権力者から狙ねらわれそうだ。薬事帳同様、安心できる誰かに委ゆだねるしかなさそうだ。

「我が息子の血は、誰かを生かすために使いたくはない。少なくとも、本人がそう決意できる歳になるまでは」

「ええ、わかりますよ、殿下。あたしたちも、薬の元になってくれる生き物は、大切に保護してます。人の欲で、犠ぎ牲せいになってしまってはいけないから」

　この瓶だけではない。ガイルの息子の秘密がばれたら、いずれは狙われることになってしまうのかもしれない。だからガイルは、息子が成人するまでは、何があっても守らねばいけないのだろう。

「エマは元気？」

　ナーシャに訊かれて、ピートは曖あい昧まいに微笑ほほえむ。

「城の濠で釣りしたり、湖で泳いだり、好きに暮らしているみたいです。エマは、どこにいても、どんな立場になっても、エマのままですよ」

　それでいいとピートは思う。人の一生なんて、ローゼンハイムやイパネラからみたら、ほんの一瞬輝く閃せん光こうのようなものだろう。

　だからこそ、好きなように煌きらめけばいいのだ。

「これがいつか役立つことがあるといいのですが」

　ピートは瓶の中の秘薬を見つめる。失った命を取り戻すことで、人々の役に立てる人間が、いつか現れるのかと思いながら。
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　イパネラは、自分の体よりも先に傷いたんでしまうドレスを見ながら、小首を傾かしげて考える。

「そうね、傷むから新しいものを作る気持ちになるのだわ。いつか人は、何百年も壊れないものを作り出すでしょうけれど、それはいいことばかりではなさそうね」

　文ふ机づくえの上には、昼のうちに届けられた大きな包みがあった。中には革かわ表紙の分厚い五冊の本と、ガラスの小さな小こ瓶びんがある。

　送り主は、イパネラに忠実だった魔女の村の村むら長おさピートだった。

　百二十歳で大だい往おう生じようしたピートは、人を生かすために学んだことのすべてを、イパネラに託たくしたのだ。

「とてもよい魔女だったわ。生しよう涯がいに何人の人を助けたかしら」

　イパネラはヘイゼンを呼び寄せ、その本を見せて訊たずねる。

「これは人の手に委ゆだねるべきかしら。それともここに置いておくべきなのか」

「今はまだ、イパネラ様が管理なさるべきです。魔女の村では、変わらず医い療りよう行為は続いておりますが、恐らくこれほどの知識を、十分に生かすほどの力量のある者はいないでしょう。無む駄だに散逸させるには、あまりにも惜おしいです」

「そうね、ではヘイゼン伯はく爵しやく、あなたに一任いたしましょう」

　イパネラが一枚のドレスを選ぶ間に、何人の人間が生まれ、そして死んでいくのだろう。人の生死にイパネラは関与しないが、それは気になる人間がいても、すぐに儚はかなくなって悲しい思いをすることになるからだ。

「それよりイパネラ様、じきに皇帝がお戻りになりますが、どのような祝いをすればよろしいでしょう」

「何も……改めてすることはないわ。いつもどおりに……」

　厄やつ介かいなことに、心だけは人と同じような作りになっている。嬉うれしいことは嬉しいし、悲しいことは悲しいのだ。

　愛する夫と会えるというだけで、イパネラは至福を味わう。

　これから人の刻ときにして何年、共にこの城にいられるだろう。どうせまた夫は、異国の旅に向かうに決まっている。それとも次回の旅には、同伴を申し出ようか。

　けれどやはり旅には危険が伴ともなう。異端のものを敬うやまう人々ばかりではない。知恵の付き出した人間の中には、異端というだけで攻撃を仕掛けてくるものもいるのだ。

　それを恐おそれて、皇帝はイパネラを伴うことを拒否する。もしイパネラが人によって灰となって消えてしまったら、皇帝は人間すべてを虐ぎやく殺さつしかねなかった。

「夫が消えるときが、私の消えるとき……」

　イパネラはそう呟くと、そっと本の革表紙を撫なでた。

　約束された死はない代わりに、自分で死を決める権利はある。イパネラの死は、もう決まっていた。

　愛する夫が消えても、イパネラは人間に復ふく讐しゆうまではしないだろう。そんなことをしなくても、いずれ人は滅ほろびる。

「永遠なんてものはないわ。いつか刻も……止まるでしょ」

　そんな先のことよりも、まずは夫を出迎える夜のドレスだ。イパネラの頭の中は、ドレスでいっぱいになってしまった。

「いつか、私の悩みを解消してくれるようなお針子に会えるかしら」

　イパネラは呟つぶやき、着古したドレスに目を向ける。これはもう今の流行はやりではないらしい。賑にぎわうスワンドールの都みやこに、イパネラはドレスを探しに出掛けることにして、小さな楽しみに胸むね躍おどらせていた。
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あとがき






　いつもご愛読ありがとうございます。

　すいません、今回の話は二巻になってしまいまして、前回、いつものように一巻で終わると思われていらした読者様、驚かれたことでしょう。

　で、今回も少ない後書きページの中、またもや懲こりずにショートやったり。







　傲ごう慢まんで気まぐれ、わがままなのは狼おおかみの一族の男たちの特徴だ。だからナーシャは、目覚めてからのガイルが変わったと言われても、別にこれでいいじゃないかと思ってしまう。

　外見は瘦やせているのに、剣を交かわすとその強さがわかる。滅めつ多たに男にも負けないナーシャが、簡単に剣を払われてしまい、それ以来ナーシャはマルケシュに迫せまっていたことなど綺き麗れいに忘れ、ガイルに夢中になっていた。

　そんなときに、予想外のことが起こった。ガイルが銀毒に侵おかされたのだ。

「イバン、殿下を連れて国に帰るよ」

　嬉うれしそうにしているナーシャに、イバンはあーあとため息をつく。

「マルケシュ王子はもう諦あきらめたのか？　まぁ、どっちでもいいけどよ」

「諦めたっていうか、殿下のほうがあたしには似合ってるよ。そうだろ。こうなったら、いっそ殿下をその気にさせて、あたしたちの国の王にしちゃえ」

　力を込めて、ナーシャは拳こぶしを握にぎりしめる。

「今は痛みで苦しんでる。あれを治してあげたら、きっとあたしのことを一番好きになるよ」

「そうかもしれないけど、腹に子供のいる狼なんて、どうやって見つけるんだよ。今から番つがいにしたって、子供はすぐにできないぞ。狼の乳ちちなんて手もあるけど、どうやって盗むんだ」

　その昔から狼の一族には、銀が苦手というどうすることもできない欠けつ陥かんがある。それを癒いやすには、妊にん娠しんした牝めす狼おおかみの尿にようか、子を産んでまもない牝狼の乳が必要なのだ。

　ナーシャは勇気ある狼の一族だ。だからどんな困難も厭いとわない。ガイルこそ自分に相応ふさわしい男だと決めたからには、何としても傷ついた腕を治してやりたかった。

　そしてナーシャはガイルを連れて国に戻ると、早速全身に狼の毛皮をまとい、老いた牝狼の排はい泄せつ物ぶつを塗りつけて、何と自みずから狼の巣穴に潜もぐり込んだのだ。

　たとえ狼に嚙かまれても、傷はすぐに治る。そう思ってナーシャは、革袋を手にして授乳中の狼に近づくと、さりげなく手を伸ばして乳を搾しぼり取った。

　もちろん狼は怒り、ナーシャの腕は嚙まれて傷だらけだ。狼も最初は唸うなってばかりだったが、しまいには諦めたのか、豊富な乳を分け与えてくれた。寛かん大だいな狼は、ときには自分の子供でなくても、乳を与えたりするものだ。

　傷だらけのまま、ナーシャはガイルの元に走る。そして手にした革袋を、痛みに呻うめくガイルの眼前に差し出した。

「薬だよ、殿下。もう痛まないから安心して」

「どうやって取ってきたんだ？」

　ナーシャの体からは、獣けものの匂いがする。それでガイルにも、ナーシャの勇気ある行動はわかっただろう。乳を傷口に垂たらすと、痛みは噓うそのように引いていく。ガイルは汚れたナーシャの顔に手を触れ、感謝の気持ちを込めてキスをしてくれた。




　なんてことが、あったに違いない。

　イラストお願いしましたＣｉｅｌシエル様。続きになってしまって、ご迷惑おかけしましたが、美麗なイラストをありがとうございます。

　編集様、いや、もういつもご迷惑をかけてます。ああ、一度でも優等生になってみたい。

　そして読者様、どこともしれないスワンドールの歴史にお付き合いいただき感謝しております。少しでも楽しんでいただけたなら、これ以上の幸福はありません。

　それではまた、ビーズログ文庫で。
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誕生日は６月９日。双子座でＡ型。

東京都出身、栃木在住。

我が家に犬がやってきた。

小型犬の黒ポメラニアン。

毎日散歩して、おかげでますます健康に。

だけどご飯がよりおいしくなってしまって、さてさて、どうしたもんでしょう。
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３月23日生まれ。おひつじ座。

２弾の話も描かせて頂く事になりました。

有難うございました！

マルケシュを描くのが一番楽しかったです～。

http://ciel.namom.net/reborn.htm
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